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ス
ウ
ィ
ン
ガ
!
」
を
オ
l
プ
寸
四
日
か
ら
発
売
し
て
い
ふ

ン
さ
せ
、
ま
た
四
月
下
旬
に
一
方
、
後
楽
園
遊
闘
地
で

は
高
さ
六
三
灯
、
直
後
六

O
は
「
フ
ラ
イ
ン
グ
カ

l
ベ
ッ

ド
M

の
大
観
覧
車
を
オ
ー
プ
ン
ト
」
オ
ー
プ
ン
に
先
立
つ
三

さ
せ
る
ほ
か
、

「
フ
ァ
ミ
リ
月
七
日
、
側
東
京
創
日
間
に
よ

l
パ
ス
」
な
ど
乗
り
放
題
を
る
後
楽
悶
独
自
開
発
の
フ
ア

目
的
と
し
た
三
橋
類
の
フ
リ
ン

ハ
ウ
ス
「
メ
ル
ヘ
ン
館
」

|
バ
ス

・
セ
ッ
ト
券
を
三
月
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。

最
大
一
ニ

・
五
G
の
重
力
が
か

か
る
ス
リ
ル
ラ
イ
ド
で
あ
る
。

後
楽
閣
は
三
歳
以
上
、
西
武

闘
は
五
歳
以
上
を
対
象
に
利

用
料
金
は
三
百
円
。

な
お
凶
武
随
遊
闘
地
で
は

こ
の
ほ
か
同
じ
十
三
日
に
回

転
ブ
ラ
ン
コ
の
「
ウ
ェ
ー
ブ

GAME MACIBNE 
Game Machine Magazine 時 publishe<J
Iwice momhly 00 the 1日 and 15th 01 
the month bv Amusement Press. Inc.， 
9-16 Kamiyam配 hO.K ita-ku. Osaka. 530 
Japan. Sυbscrゆれ00rate: Jaρan、17200
Overs伺 s(air mail)・US$60.00per y朗 r
NO帥 (tof this magazine may be repro 
duced w川、。υt expressed permiSSIon. 

昔 前(314)0309，il価300阿 年!日l蛾続料7.200問{送料共}

上の写真は西武田遊園地の '7ライングカーベッ ト』のようす
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西武園と後楽園でオープン

に
映
写
す
る
。
上
映
時
間
は

寸
数
分
間
で
、
悶
博
覧
会
で

は
メ
キ
ン
カ
ン
ダ
ン
ス
、
ス

カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
海
中
遊

泳
、
宇
宙
探
索
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
音
符
効
栄
つ
き
で

t

映
し
て
い
る
。
定
員
は
丘
百

人
。
入
場
制
燃
料
。
同
社
九
州

支
出
柏
の
大
久
保
茂
己

・
営
業

企
鴎
係
長
に
よ
る
と
「
博
覧

会
入
場
者
の
過
半
数
は
ダ
イ

ノ
ラ
?
を
兄
に
来
て
、
人
口

前
に
は
常
に
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
人
気
を
博
し
て
い
る
。

当
社
で
は
こ
れ
を
主
に
イ
ベ

ン
ト
用
と
し
て
考
え
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
他
の
遊
関
地
へ

の
導
入
予
定
は
な
い
」
と
結

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
同
社
組
当
の
遊

戯
機
は
、
大
型
で
は
パ
イ
ラ

ッ
ト
タ
イ
プ
の
「
バ
イ
キ
ン

グ
」
、

「
モ
ン
ス
タ
ー
」

、

「
ス
ピ
ン
チ
ェ
ア
i
」
、
「
ア

ス
ト
ロ
ラ
イ
ナ
ー」

、

「ミ

干530大阪市北区神山町9・15(山名ピル}

r.1、〈おか82大潟覧会J会喝のよ空写真から(未完成のと

西独ジー ラ一社製、

日
本
で
は
初
め
て
の
遊
闘

施
設
「
フ
ラ
イ
ン
グ

・
ヵ
ー

ペ
l
ト
(
笠
飛
ぶ
じ
ゅ
う
た

ん
)
」
が
三
月
十
凶
日
に
西

武
闘
ゅ
う
え
ん
ち
(所
沢
市
、

西
武
鉄
道
側
緩
醤
)
で
、
二

十
五
日
に
後
楽
関
ゅ
う
え
ん

ち
(
東
京
、
山
開
後
楽
闘
ス
タ

ヂ
ア
ム
級
品
百
)
で
そ
れ
ぞ
れ

運
転
を
開
始
し
た
。

こ
の
「
フ
ラ
イ
ン
グ
カ
ー

ペ
ッ
ト
L

は
文
字
通
り
脱
法

の
空
飛
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ

う
に
、
座
席
を
紋
せ
た
ル
小
平

協
慨
が
円
状
に
上
下
動
す
る
も

の
で
、
西
独
ジ
ョ
セ
フ

・
ジ

|
ラ
|
社
製
を
川
鉄
商
事
仰

を
通
じ
て
日
本
に
導
入
さ
れ

た
。
基
本
的
な
仕
組
み
と
し

て
は
、
カ
i
ぺ
y
ト
部
分
の

四
点
と
、
凶
つ
の
支
持
仕
上
部

の
悶
点
を
結
ぶ
四
つ
の
ア
|

ム
が
、
同
時
に
右
や
在
に
回

転
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
部
分
が
つ
ね
に
地
上
に
対

し
平
行
状
態
を
保
っ
た
ま
ま

上
下
へ
移
動
で
き
る
。
乗
客

は
急
速
に
前
へ
そ
し
て
次
に

後
へ
進
み
な
が
ら
上
対
す
る

な
ど
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
実
際
の
山
由
業
運

阪
で
は
前
方
に
一
総
動
を
四
凶

次
第
に
大
き
く
し
、
ト
か
ら

下
へ
三
向
転
し
た
後
い
っ
た

ん
最
上
部
で
停
止
し
、
さ
ら

に
二
回
転
し
た
の
ち

一
回
の

揺
動
で
下
の
停
止
位
読
に
止

ま
る
。
こ
の
間
一
分
三
十
秒
。

カ
l
ぺ
y
ト
部
分
の
ふ
〈
き

さ
は
い
脳

一
・
八

M
、
長
さ
十

二
μ
。
座
席
部
分
は
一
一
例
問

名
の
五
訓
"
が
向
い
合
っ
て
計

四
十
人
乗
り
。
最
大
ス
ウ
ィ

ン
グ
時
の
宜
同
さ
は
十
二

μ
。

串本真澄-ー-鍵有人アミューズメント通信社

式
品
市
物
機
二
台
。
テ

ン
ト
張

り
の
「
ゲ
l
ム
コ

ー
ナ
ー
」

で
は
約
五
十
坪
の
フ
ロ
ア
に

テ
ー
ブ
ル
製
T
V
ゲ
l
ム
機

約
三
十
台
を
中
央
部
に
設
置

し
、
そ
の
肉
捌
に

7
y
プ
ラ

イ
ト
型
T
V
ゲ
i
ム
機
八
台
、

フ
リ
ッ
パ

l
E台
、
そ
の
他

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
三
十

数
ム
ロ
を
並
べ
て
い
る
。
ま
た

可カ
ー
ニ
バ
ル
コ
ー
ナ
ー」

と
し
て
小
さ
な
際
的
を
狙
い

悠
つ
「
射
的
」

、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
ゴ
l
ル
に
投
げ

入
れ
る
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

、

「ダ
l
ト
ゲ
l
ム
」
が
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
一
ゲ
l
ム
百
円
で

巡
M

益
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
同
社
以
外
の
遊

戯
施
設
と
し
で
、

S
L
マ
ニ

ア
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
ム

(
5め
ん
よ
段
に
続
く
)

ス
テ
リ
l
ハ
ウ
ス
」
な
ど
。

小
型
乗
物
機
で
は
バ
ッ
テ
リ

ー
カ

l
七
台
、
レ
ー
ル
走
行

の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ド
ー

ム
を
送
同
刷
機
に
よ
っ
て
風
船

の
よ
う
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

る
の
が
特
徴
。
そ
の
た
め
出

入
口
は
回
転
ド
ア
式
。
ド
ー

ム
を
印
刷
定
す
る
た
め
周
囲
に

水
と
砂
の
入
っ
た
大
き
な
水

崎
帽
を
訴
し
と
し
て
煎
ベ
、
風

単 f
j、目艮4
2全;
υ司 0

2映
塁画

逮
丘

O
M
の
強
風
が
吹
い
て

も
倒
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
映
官
一
，
H
吉
田
血
は
ド

I
ム

の
中
心
地
点
に
設
鐙
さ
れ
、

映
写
機
の
特
殊
魚
眼
レ
ン
ズ

が
官
民
間
上
を
向
い
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
七

O
帽
フ
ィ
ル
ム

を
半
球
ス
ク
リ
ー
ン
の
全
面

初
公
開

遊
園
施
設
は
明
昌
で
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「
ふ
く
お
か
幻
大
惨
覧
会
」
編
附
市
の
政
令
部
市
指
定
」
1

中
心
的
な
施
設
に
な

っ
て
い

が
三
月
十
九
日
か
ら
五
月
三
周
年
な
ど
を
記
念
し
て
、
似
る
。
問
機
は
米
国
の
ク
リ
エ

十
臼
ま
で
の
七
十
三
日
間
、

悶
県
や
西
日
本
新
聞
社
な
ど
イ
テ
ィ
プ

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ヨ

福
岡
市
の
大
波
公
悶

・
舞
鶴
の
共
催
に
よ
り
「
の
ぞ
ま
し
ン
社
が
開
発
し
、
昨
年
の

I

公
闘

エ
怖
に
で
開
催
さ
れ
て
い
未
来
、
人
間
讃
歌
」
を
テ

A
A
P
A
シ
ョ
ー
で
初
め
て

お
り
、
そ
の
遊
闘
地
部
分
を

1
7
と
し
て
聞
か
れ
た
も
の
。
完
成
口
聞
と
し
て
発
表
さ
れ
た

明
白
特
殊
産
業
側
(
本
社
大
会
場
は
各
種
パ
ピ
リ
オ
ン
と
映
像
シ
ス
テ
ム
で
、
日
本
へ

阪
、
間
本
目
白
明
社
長
)
が
抱
遊
戯
施
設
か
ら
成
っ
て
い
る
。
初
め
て
導
入
さ
れ
た
も
の
。

当
し
て
い
る
が
、
と
く
に
悶
遊
戯
純
設
は
大
型
機
か
ら
"
ダ
イ
ノ
-
7
7
H

は
ダ
イ
ナ

社
が
移
入
し
た
日
本
初
公
開
小
型
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
ミ
ツ
ク

・
シ
ネ
ラ
マ
を
略
し

の
映
像
シ
ス
テ
ム
「
ダ
イ
ノ
ま
で
各
緩
設
鐙
さ
れ
て
お
り
、
た
も
の
で
、
旬
3
6
0
H
は

ラ

7
3
6
0」
が
同
博
覧
会
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
明
邑
金
夫
会
制
映
像
の
怠
昧
。
こ

の
自
主
施
設
と
し
て
話
題
を
特
殊
産
業
仰
が
担
当
し
て
い
の
装
鐙
は
直
径
払
八

・
4
H
H
、

集
め
て
い
る
。

る
。
そ
の
う
ち
「
ダ
イ
ノ
ラ
尚
さ
一

一
・
三
口
の
円
製
ド

こ

の

の

ふ

く

お

か

描

ヂ

は

は

間

際

覧

会

の

l
ム
の
全
簡
に
映
写
す
る
も

Aυ

示。
a
yf
/
 

1
瓦.

0
一mn一m

マ
3
6
0」



( 2 ) 

回
年
A

M

シ
ョ
ー
は

J
A
M
M
A
第

7
回
理
事
会
、
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セ
ガ
社

「
フ
ロ
ッ
グ
」

で
本
訴
提
起

を
理

由
に

間

側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
山
下
征
士
社
長
)
な
ど
一-
荘

8
-
イ
ゼ
ス

(本
社
東
京
、
ロ
ー
を
相
手
ど

っ
て
、
昨
年
十
丹

駅
一

ゼ
ン
社
長
)
で
は
こ
の
ほ
ど
に
行
な
わ
れ
た
コ
ピ
|
娘
一
般

一
コ
ピ
|
基
板
に
よ
る
T

V
ゲ
の
販
売
主
ど
の
差
し

A
め
を

日
一

|
ム
の
箸
作
権
侵
害
を
訴
え
命
じ
る
仮
処
分
に
続
き
行
な

1
一
る
民
事
訴
訟
(
本
訴
)
を
起
わ
れ
た
民
事
訴
訟
。
仮
処
分

間一

し
た
こ
と
を
羽
句
か
に
し
た
。
決
定
の
う
ち
太
京
商
事
へ
の

い一

こ
れ
は
同
社
に
独
占
的
字
決
定
は
甲
府
地
裁
が
T
V
ゲ

山
一

製
造
、
販
売
総
の
あ
る
T

V

i
ム
を
著
作
物
と
認
め
た
こ

8
一
ゲ

l
ム
機

「
フ
ロ

y

ガ
|
」
と
で

『
公
格
的
解
釈
に
よ
る

同
一

に
闘
し
、
そ
の
コ
ピ
!
と
さ
著
作
線
認
定
の
第

-F
と

れ
る

「
フ
ロ
ッ
グ
」
法
板
を
持
制
さ
れ
た
(
本
紙
第
四
川
サ

販
売
し
て
い
た
太
米
商
事
側

既
報
〉。

被
告
側
三
社
へ

の

(本
社
山
梨
県
東
八
代
郡
‘
似
処
分
は
執
行
さ
れ
、
コ

ピ

ー
• 

ー
出
現
に
併
な
う
さ
ま
ぎ
ま

は
電
取
法
対
策
委
員
会
な
ど

G
マ
シ
ン
の
定
義
に
つ
い

な
動
き
に
つ
い
て
、
同
社
の
の
報
告
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
て
は
、
出
席
し
た
各
委
員
の

よ
月
社
長
の
同
究
会
を
含
め
検
会
員
の
入
選
会
に
つ
い
て
怠
見
な
ら
び
に
委
員
長
の
総

局
さ
れ
た
結
果
、

@
コ
ピ
ー
は
次
の
ご
祉
の
入
会
が
泌
め
祭
を
討
議
す
る
形
で
討
議
さ

排
除
に
関
す
る
J
A
M
M
A

ら
れ
、
ま
た
レ
ジ
ヤ
ツ
ク
側
、
れ
、
そ
の
結
果
第
一
回
会
合

か
ら
N
A
O
へ
の
「申
入
書
」
篭
気
品
H
M
W
側
の
退
会
が
泌
め
と
し
て
は
「
俗
来
で
押
え
で

の
文
相
執
は
可
決
、

①

「
ア
ミ
ら
れ
て
い
る
。
入
会
H
①
仰
い
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
」
(
問

ダ
l
」
に
関
す
る
J
A
M
M

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
プ
レ
イ
ラ
ン
問
委
員
長
)
。
つ
ま
り

G
7

A

「
声
明
文
』
に
つ
い
て
は
ド
H
東
京
都
千
代
凶
区
神
凶
シ

ン
の
定
義
を
機
械
を
作
る

同
社
か
ら
の
依
頼
女
答
を
ま
鍛
治
則
こ
の
凶
、

会
ご
石
凶
者
の
立
場
か
ら
考
え
た
場
合
、

っ
て
、
ま
た
文
案
の
修
正
決

1

九
一
八
二
、
総
谷
晴
美
社
現
在
廷
延
し
て
い
る

G
マ
シ

定
に
つ
い
て
は
正
副
会
長
一
長
、
②
附
総
筒
H
愛
知
川
町
祁悶
ン
を
少
な
く
す
る
た
め
、
基

任
の
形
で
行
な
う
こ
と
に
な
崎
市
井
国
凶
何
十
七
の
問
、

本

的

に

G
マ
シ
ン
の
も
つ
杓

っ
た
(
本
固
有
関
連
記
事
参
照
)
。

念

(
O丘
六
四
)
二
四
|
二

性
で
あ
る
「
倍
率
」
を
基
準

以
上
の
ほ
か
、
悶
則
一
本
会
で
五
八

一
、
木
村
総
三
社
長
。
に
し
て
い
き
た
い
、
と
の
意

I
l
l
i
--
-
-|

味
で
、
G
マ
シ
ン
の
特
性
で

ジ
ャ

l

y
ス
テ
ム
も
次
回
か
あ
る
偶
然
性
に
拙
附
け
て
一反
さ

ら
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
会
れ
る
俗
学
を
中
心
と
す
る
も

部
で
十
-
一
社
が
委
員
と
な
っ
の
。
「
倍
率
」
を
基
準
に
す

た
。
な
h
u
こ
の
他
か
ら
も
必
る
こ
と
で
、

「得
点
方
式
、

嬰
に
応
じ
て
特
別
委
員
が
紹
キ
ャ

γ
シ
号
機
械
、
紙
幣
識

か
れ
る
と
し
て
い
る
。

別
機
の
有
無
、
デ
ィ
ッ
プ
ス

問
委
員
会
の
目
的
に
つ
い
イ
ツ
チ
」
な
ど
と
の
関
連
を

て
も
綴
々
検
討
さ
れ
る
こ
と
今
後
検
討
し
、
さ
ら
に

一
段

に
な
り
、
結
局
「
G
γ
ン
ン

と

G
マ
シ
ン
の
定
義
を
煮
つ

対
策
」
を
テ
!
?
に
掲
げ
る
め
る
ー
ー
と
し
て
い
る
。
な

こ
と
だ
け
は
隊
め
ら
れ
、
と
お
ち
な
み
に
問
問
委
員
長
は

く
に

G
マ
シ
ン
の
定
義
に
附
「
倍
率
目
一
二
百
倍
」
を
試
察

し
当
磁
集
中
す
る
こ
と
に
な
と
し
て
出
し
た
(
つ
ま
り
一

っ
た
。
こ
れ
ら
の
討
議
は
す
ゲ
ー
ム
三
百
倍
以
上
な
ら
C

ベ
て
雑
談
形
式
で
進
め
ら
れ
マ
シ
ン
と
い
う
考
え
)
が
、

た

こ

と

に

な

る

。

こ

う

し

た

数

{

予

に

つ

い

て

も

t
t
o
lei-『

今
後
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

料
を
払
お
う
と
す
る
弱
小
メ
っ
て
い
る
。

ー
ヵ
ー
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

の
話
合
い
を
受
付
け
ず
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
存
粧
を
品
聞
か

し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。
後
維
に

双
方
の
主
張
は
対
立
し
て
い

る
が
、
双
方
と
も
コ
ピ

i
纂

絞
め
込
否
を
め
ぐ
る
最
終
的

な
法
的
結
論
を
こ
の
本
訴
で

獲
み
、
と
く
に
セ
ガ
社
は

T

V
ゲ
|
ム
の
著
作
絡
が
裁
判

所
段
階
で
確
泣
さ
れ
る
方
向

で
進
め
る
も
よ
う
で
あ
る
。

な
お
第
一
回
口
頭
弁
論
の

期
日
は
太
山
県
副
岡
市
中
関
係
は
凶

月
十
ご
目
、
ダ
イ
ワ
と
東
京

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
は
凶
月

一一
卜
三
日
の
予
定
。

独
シ
ョ
ー
に
な
る
こ
と
が
、

今
同
の
理
本
会
で
他
泌
さ
れ

て
い
る
。
な
お
銭
幻
凶
A
M

シ
ョ

ー
に
つ
い
て
は
、
期
日
・

会
場
と
も
に
未
定
で
、
現
在

さ
ら
に
検
討
中
で
あ
る
。

同
叩
也
事
会
で
は
、
コ
ナ
ミ

よ
業
の

T

V
ゲ
l
ム
機
「
ア

ミ
ダ
l
」
に
関
し
て
、
コ
ピ

11 J 

手倍。
お率1
套~~健

Zを事
i基 2
方:l委
向 ~

字tこ

J
A
M
M
A
の
健
全
候
楽

俄
進
委
員
会

(附
凶
利
生
委

負
長

・
側
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
)

で
は
で
一月
十
七
日
、
東
京

・

T
B
R
Jビ
ル
で
第

一
回
会
合

を
附
き
、
委
員
会
の
目
的
や

方
向
性
、
「
G
マ
シ
ン
」
の

定
義
に
つ
い
て
の
方
向
性
な

ど
を
験
殺
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、

M

A
と
N
A
O
が
合
同
で

G

マ
シ
ン
対
策
を
進
め
て
い
く

両
協
会
合
同
の
「
特
別
合
同

委
員
会
」
を
構
成
す
る
た
め

の
、
J
A
M
M
A
側
の
委
員

会
。
当
初
設
定
さ
れ
た
委
員

に
新
日
本
企
画
な
ど
二
社
が

加
わ
っ
て
第
一
回
会
合
と
な

っ
た
が
、
結
局
さ
ら
に
コ
ナ

ミ
、
日
本
物
産
、
任
天
堂
レ

単
独
開
催
を
確
認

作
権

太

東

商

事

ら

は

あ

く

ま

で

争

う

姿

勢

J
A
M
 

ー
と
さ
れ
る
基
板
は
差
し
抑
広
田
裕
彦
社
長
)
を
相
手
ど

え
ら
れ
て
い
る
。

っ

て

東
京
地
方
裁
判
所
に
提

今
回
の
本
訴
提
起
で
の
訴
起
(
翁
求
額
は
ダ
イ
ワ
約
三

訟
事
実
な
ど
は
、
似
処
分
由
甲
子
三
百
万
問
、
東
京
プ
ロ
ジ

紛
の
も
の
と
ほ
と
ん
と
閉
じ
ェ
ク
ト
約
二
千
五
百
万
円
)

も
よ
う
で
あ
る
が
、
は
っ
き
さ
れ
た
。

り
と
著
作
権
佼
害
を
際
的
に
セ
ガ
祉
の
本
訴
提
起
に
関

し
、
予
備
的
に
不
正
競
争
防
し
、
太
来
世
間
宮
中
で
は
「
最
後

止
法
違
反
を
潔
白
に
、
「
コ
ま
で
受
け
て
立
つ
。
場
合
に

ピ
|
基
板
の
販
売
等
の
祭
止
、
よ
っ
て
は
最
高
級
ま
で
争
う
」

コ
ピ
|
悲
板
の
機
楽
、
開
明
書
(
山
下
社
長
)
と
あ
く
ま
で

賠
俄
お
よ
び
謝
銀
広
告
』
を
も
争
う
態
度
を
明
ら
か
に
し

求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
て

い
る
。
山
下
校
長
に
よ
れ

訴
訟
自
体
は
、

三
月
三
日
、
ぱ
「
こ
れ
は
勝
ち
負
け
を
争

太
東
商
事
を
相
手
ど
っ
て
叩
う
と
い
う
こ
次
的
な
問
題
で

府
地
方
裁
判
所
に
提
起
(
挫
簡
は
な
く
、
今
後
の
オ
ベ
レ

1

求
額
は
約
三
千
万
向
)
、
九
タ
ー
の
方
向
性
が
決
ま
る
と

H
、
胸
ダ
イ
ワ
(
本
む
東
広
、
い
う
重
要
な
制
麹
を
は
ら
ん

長
谷
部
茂
社
長
)
と
側
東
京
で
い
る
。
自
社
ロ
ケ
を
優
先

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
本
社
東
京
、
す
る
メ
ー
カ
ー
側
が
、
許
諾

轟• 

タ
イ
ト
|
寸
ク
イ
ッ
ク
ス
L

ゲ
ー
ム
全
一国
大
会
(
1
/
内

i
2
/叩
〉

園
田
固
因
十
万

問
一
驚
異
的
得
点
で
加
藤
君
が
優
勝

縦
一

側
タ
イ
ト

i
(
本
社
東
京
、

と
な
っ
た
。
ゲ
l
ム
大
会
の

誠
一
コ
l
ガ
ン
社
長
)
で
は

-
月
方
法
は
各
ゲ
l
ム
場
で
「
ク

第
一十
五
日
か
ら
二
月
十
五
日
ま
イ
ツ
タ
ス
」
の
通
常
プ
レ
イ

一で
の
一
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
、
係
員

一同
社
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
に
硲
認
さ
れ
た
得
点
の
記
入

一四
百
四
十
八
印
刷
に
て
「
タ
イ
さ
れ
た

H

参
加
券
H

を
ゲ
l

一卜
l
・
ク
イ
ッ
ク
ス

・
ゲ
l

ム
場
に
拠
出
し
、
同
社
で
は

一ム
全
国
大
会
」
を
策
絡
、
九
全
国
の
実
純
庖
か
ら
集
ま
っ

一万
八
千
人
が
参
加
し
た
が
、
た
参
加
券
を
も
と
に
、
得
点

一そ
の
結
果
筑
波
大
学
医
学
部
順
に
集
計
し
て
い
く
も
の
。

一の
学
生
、
加
山
蹄
昌
明
者
(
ニニ
〕
ゲ
l
ム
大
会
自
体
は
二
月
十

一
が
二
十
七
時
間
に
及
ぶ
ロ
ン
丘
日
に
終
了
、
そ
の
後
集
計

一
グ
プ
レ
イ
に
よ
り

一
、
八
三

が
進
み
、
三
月
下
旬
に
は
入

，
一

一
、
五

O
四
点
を
マ
ー
ク
し
賞
者
が
決
定
さ
れ
、
各
ゲ
l

、d
F

一
俊
勝
し
て
話
題
と
な
っ
た
。

ム
場
で
発
表
。
入
賞
者
に
は

〆
一

こ
の
催
し
は
同
社
T

V
ゲ

そ

の

ゲ

i
ム
場
を
通
じ
て
賞

寸
」
l
ム
機
「
ク
イ
ッ
ク
ス
』
を

一可一
使
用
し
た
ゲ
i
ム

・
チ
ャ
ン

'
A
一ピ
オ
ン
大
会
で
、
問
機
の
プ

d
一
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
レ
イ
ヤ

一一
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
教
ね
て

戸
一
実
施
さ
れ
た
も
の
。
北
海
道

a
r
.
-
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
の
同
社

ロ
ケ
四
百
四
十
八
庖
を
通
じ

て
行
な
わ
れ
た
こ
の
催
し
は

趣
旨
、
規
模
と
も
に
同
社
で

は
ま
っ
た
く
初
め
て
の
試
み

第 186号
十 中
ー村(総
月 維 ナ
、故ム

益社コ
長(

ア)本
タで社
リ lま東
社日下京
に年

で

務・家庭用i
アタリ社に製造許諾

1982年4月15日

「ディク‘ダク.」ナムコ

( 3 ) 

「ヲイッヲスJ で鴛興的得点を出した優勝者加藤君(左から 2人目}とそのヴ'J~ープ

ー
ム
で
動
き
回
る
ス
パ
ー
ク

の
動
き
な
ど
各
デ
ー
タ
を
分

析
、
寮
に
帰
っ
て
か
ら
も
討

議
を
重
ね
、
こ
う
し
て
大
会

期
日
も
終
り
に
近
づ
い
た
こ

月
十
凶
日
午
後
八
時
に
加
綴

清
ら
の
プ
レ
イ
が
開
始
さ
れ

た
。
そ
れ
か
ら
一
十
七
時
間

も
延
々
と
プ
レ
イ
が
続
き
、

二
十
凶
簡
を
ク
リ
ア
し
最
後

に
は
画
面
が
停
止
し
で
終
了

し
た
わ
け
だ
が
、
な
ん
と
加

柑
勝
者
の
得
点
は
百
八
卜
こ
.力

点
を
趨
え
て
い
た
(
終
了
は

ヤ
ラ
ク
タ

l
使
用
に
つ
い
て
翌
日
午
後
十
}
川
崎
)
。
準
優

は
別
途
協
議
す
る
ー
ー
と
な
勝
の
宇
'
弘
治
も
同
様
に
二
十

っ
て
い
る
。
当
商
、
ナ
ム
コ
問
時
間
貸
し
て
祈
l
一
万
点

は
問
、
ゲ
|
ム
の
ソ
フ
ト
を

P

を
越
し
た
。

C
ボ
l
ド
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
両
者
ら
の
ね
に
よ
る
と
、

ツ
プ
提
供
の
形
で
供
給
す
る
。
と
に
か
く
人
間
妓
と
思
え
な

ま
た
内
ド
イ
ツ
の
市
場
に
い
ほ
ど
細
か
く
陣
地
を
と
っ

対
し
て
は
、
@
西
独
ラ
イ
チ
て
い
き
、
ス
パ
ー
ク
の
動
き

ヤ
|
卜
祉
に

P
C
ボ
l
ド

供

を

一
定
に
す
る
こ
と
が
第

一

給
の
形
で
、
非
独
占
的
販
売
の
泌
訣
と
の
こ
と
。
生
慰
問
叫

仙
慨
を
認
め
、

①
米
国
ア
タ
リ
象
に
つ
い
て
は
、
食
事
や
ト

社
製
問
ゲ
ー
ム
を
丙
独
ノ
パ
イ
レ
は
ス
パ
ー
ク
を

一
定
に

社
と
ロ

l
べ
ン
社
の
二
社
が
す
る
こ
と
で
、
プ
レ
イ
中
二

輸
入
、

阪
交
す
る
の
も
認
め
、
分
間
ほ
ど
の
余
裕
が
と
れ
る

凶
ド
イ
ツ
で
は
三
社
が
ラ
イ
の
で
あ
ま
り
問
題
で
は
な
い
e

セ
ン
ス
臼
聞
を
協
調
し
て
発
売
と
し
て
い
る
。
最
大
の
苦
労

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

は
同
時
腕
と
の
闘
い
だ
が
、
グ

間
山
が
鱒
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

ゲ
ー
ム
法
を
研
究
、
幻
時
間
に
及
ぶ

ロ
ン
グ
プ
レ
イ
で
M
面
を
ク
リ
ア

発
表
さ
れ
た
入
賞
者
五
十

名
の
う
ち
上
位
二
十
位
ま
で

の
得
点
な
ど
は
別
表
の
と
お

り
。
優
勝
、
準
優
勝
は
い
ず

れ
も
、
筑
波
学
関
都
市
「
S

K
Sゲ
l
ム
プ
ラ
ザ
」
か
ら

生
ま
れ
、
時
用
疑
的
な
得
点
が

対
し

「次
期
商
品
に
つ
い
て

製
造
許
諾
し
た
」
こ
と
を
発

表
し
た
が
、
同
社
T

V
ゲ
ー

ム
機
「
ヂ
ィ
グ
ダ
グ
」
の
発

売
に
と
も
な
い
こ
の
ほ
ど
、

ア
タ
リ
社
へ
の
狩
総
内
容
な

ど
を
叩
明
ら
か
に
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
同
社
は
ア

タ
リ
社
に
対
し
、
①
「
デ
イ

グ
ダ
グ
」
業
務
用
、
家
一
挺

mの

両
方
に
闘
し
ゲ
|
ム

ソ
フ
ト

供
給
の
形
で
製
造
、
販
売
を

一
許
諾
し
た
が
、
②
ア
タ
リ
叫
れ

が
独
占
的
に
販
売
す
る
地
域

は
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
中
南
米

諸
国
と
す
る
。
ま
た
③
T

V

ゲ
l
ム
以
外
の
分
野
で
の
キ

途
成
さ
れ
た
。
こ
の
記
録
は

筑
波
大
学
の
学
生
、
凶
、

.b

名
の
グ
ル
ー
プ
が
マ
イ
コ
ン
、

電
車
、
ノ

i
ト
を
持
参
し
て

T

V
ゲ
l
ム
機
「
ク
イ
ッ
ク

ス
」
の
研
究
に
将
手
す
る
と

こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
。
問
ゲ

4月例会で

出提

案

再

算予

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
剛
(
事
務
局
東
京
、
加

茂
桂
田
在
日
本
一
張
、

J

O
U
)
で

は
凶
月
十
九
日
、
滋
賀
県
大

津
の
ホ
テ
ル
紅
葉
で
四
月
例

会
を
聞
く
。

問
例
会
は
、
第
九
回
通
常

総
会
で
否
決
さ
れ
た
五
十
七

年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算

案
を
将
縫
山
山
す
る
た
め
臨
時

総
会
と
も
な
る
も
よ
‘
ヲ
。
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ル
ー
プ
た
ち
の
芦
媛
で
頑
張

り
通
せ
た
。
ち
な
み
に
そ
の

後
は
さ
ら
に
側
究
を
進
め
今

で
は
四
時
川
ほ
ど
で
百
万
点

独
得
で
き
る

コ
ツ
を
み
つ
け

p
u
l
lと
治
っ
て
い
る
。
こ

の
終
典
的
な
Q
I
X
チ
ャ
ノ

ピ
オ
ン
、
加
勝
治
は
筑
波
大

医
学
叫
酬
の
凶
年
生
で
、
将
来

は
精
神
科
の
医
者
に
な
る
と

の
こ
と
だ
。
な
お
ニ
伎
の
大

石
氏
の
場
合
は
凶
時
間
半
、

七
面
ク
リ
ア
、
塚
本
氏
の
場

合
は
凶
時
間
、
七
面
ク
リ
ア

ど
っ
と
6

な
お
食
品
は
俊
勝
者
に
ン

T
l
プ

・
マ
イ
コ
ン

M
Z
MW

B
、
ニ
、

ニ
伎
に
ス
テ
レ
オ

コ
ノ
ポ
、
四
、

丘
伎
に
ビ
デ

オ
デ
y
キ
、
六
位
か
ら
.
丘
十

位
ま
で
は
ウ
ォ

ー
ク
マ
ン
日

な
ど
、
各
一尖
肱
川
広
を
通
じ
て

手
山
脱
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
デ
イ
ト
ー
で
は
、
今

同
の
ゲ
l
ム
大
会
を
道
義
あ

る
初
め
て
の
…
試
み
と
し
、
今

後
も
い
ろ
い
ろ
と
企
画
し
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

JOU 加践活が出した「ヲイッヲス」是高得点の画面と“戦略表"

謹

.B::. 
E司

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
り
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
三
月
十
七
日
よ
り
発
売
の
弊
社
新
製
品

「デ

イ
グ
ダ
グ
」
に
対
し
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
多
大

の
ご
好
評
を
賜
り
こ
こ
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
当
製
品
は
弊
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ

り
、
こ
れ
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
類
似
す
る
製
品
の

製
造

・
販
売
ま
た
は
、
設
置
営
業
す
る
行
為
は
、
不

正
競
争
防
止
法
、
工
業
所
有
権
関
係
法
、
著
作
権
法

等
に
抵
触
し
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
冒
す
こ
と
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
業
界
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
と
も
な
り
ま
す

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
謹
告
申
し
上
げ

の
で
、

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

旺
盛
な
る
皆
様
の
ご
需
要
に
対
し
ま
し
て
は
、
弊

社
生
産
拡
充
に
よ
る
製
品
並
ぴ
に

P
・

c
・
B
の
販

売
等
に
よ
り
十
分
な
供
給
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す

ご
理
解
と
ご
協
カ
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

;グ〉

昭:で
手ロ: 、

五
十

:七
:年
:1!:9 

;月

東
京
都
大
田
区
蒲
田
五
丁
目
三
八
番
三
号

朝
日
ビ
ル

株
式
会
社

ナ

ム

コ

事

ー

骨

5董

aュ
Eヨ

平
素
は
格
別
の
御
引
き
立
て
を
賜
り
、
厚
〈

御
北
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
好
評
発
売
中
の
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
、

W
I
L
D
W
E
S
T
E
R
N
(ワ
イ
ル
ド
・ウ

エ
ス
タ
ン
)
は
、
弊
社
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
、

こ

れ
に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
、
製
造

・
改
造

・

販
売

・
輸
出
す
る
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
及
び
、

こ
れ
ら
の
機
械
を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
、

著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止

法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ

う
充
分
ご
注
意
賜
り
、
業
界
の
秩
序
の
維
持
、

健
全
な
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
四
月

株
式
会
社
タ
イ
ト

l

ー
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「ア
ミ
ダ
l
」

、

コピ
1
品
出
現
で

(4 ) 

庁発
売
差
し
控
え
H

告
、
申
し
入
れ

N

A

O

は

文

書

配

布

、

J

A

M

M

A

は

N

A

O

ヘ
申
し
入
れ

コ
ナ
ミ
エ
業
側
(
本
社
大
築
物
が
発
m
寓
さ
れ
た
。
だ
が

-M
抽
出
悶
に
す
る
と
と
も
に
、

阪
、
上
H
円
無
正
社
長
}
の
T
N
A

G
-
Y
3
!
と
同
時
期
、
コ
ナ
ミ

一
社
だ
け
の
附
焔
と

V
ゲ
l
ム
後
『
ア
ミ
ダ
l
」
東
京
新
宿
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

し
て
終
ら
せ
な
い
と
し
た
・

に
附
し
て
、
三
月
は
じ
め
そ
ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル
で
問
機
そ
の
ひ
と
つ
の
方
向
と
し
て
、

の
コ
ピ
l
ロ
聞
が
発
売
さ
れ
る
の
コ
ピ
|
回
附
と
み
ら
れ
る
も

J
A
M
M
A
の
協
力
に
よ
り

こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
た
め
の

(
名
株
は
後
に
「
ア
ミ
i
同
社
は
亡・
月
六
日
付
で
N
A

同
社
で
は
J
A
M
M
A
、

N

ゴ

」
な
ど
と
な
っ
た
む
よ
う
)

O
に
依
頼
し
、
N
A

O
は
そ

A

O
に
対
し
あ
る
絡
め
依
頼
の
展
示
会
が
莱
業
者
ら
に
よ
の
「
依
頼
件
」
と
そ
の
別
紙

を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
、
っ
て
聞
か
れ
た
。
こ
の
た
め
『
総
侍
文
」
と
の
写
し
を
、

N
A

O
で
は
会
員
に
対
し
『
ア
コ
ナ
ミ
工
業
は
N
A

O
シ
ヨ
「
ア
ミ
ダ
ー
を
取
扱
う
に
つ

ミ
ダ
l
L
を
扱
う
に
つ
い
て
l
直
後
の
J
A
M
M

A
デ
イ
い
て
は
↓
分
ご
留
怠
」
す
る

は
十
分
注
意
す
る
よ
う
と
の
ス
ト
リ
ビ
ュ
l
タ
l
部
会
(
森
ょ
う
と
の
文
書
を
つ
け
て
会

文
書
を
配
布
、
J
A
M
M
A

健
次
郎
部
会
長

・
側
エ
ス
コ
会
員
に
対
し
三
月
十
七
日
付

で
は
一
般
的
に
T
V
ゲ
l
ム
貿
易
)
第
十
回
会
合
(
三
月
で
配
布
し
た
。

の
コ
ピ
ー
を
仲
排
除
す
る
よ
う
三
日
)
に
出
席
、
「
な
ん
と
一
方
、
デ
ュ
ス
ト
リ
ビ
ュ

文

書

で

N
A

O
に
申
し
入
れ
か
な
ら
な
い
か
と
袈
望
」
(
仲

|

夕

|
部
会
で
は
、
当
初
コ

た
ρ

真
専
務
)
し
た
。
岡
部
会
で
ナ
ミ
工
業
が
業
界
紙
な
ど
に

コ
ナ
ミ
「
ア
ミ
ダ
l
」

は

の

討

議
の
結
果
、
コ
ナ
ミ
「
ア
出
す
は
ず
だ
っ
た
「
畿
管
」

一
月
の
A
T
E
、
I
M
A
で
ミ
ダ
l
』
を
こ
の
時
点
で
発
(
こ
れ
は
後
に
出
さ
な
い
こ

発
売
さ
れ
、
閣
内
で
は
三
月
先
中
止
に
す
る
ニ
と
に
し
‘
と
に
な
っ
た
)
に
関
し
、
そ

は
じ
め
の
N

A

O
シ
ョ
ー
で
コ
ピ
l
口
聞
に
対
す
る
対
策
を
れ
を
受
け
て
J
A
M
M
A
が

依 さ

、

郷三楠郷使物U可

浴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
わ
ね
り
ま
す
。
閣
情
点
、

メ
ー
カ
ー
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

開
発
ぷ
欲
は
、
従
前
に
劣
る

も
の
で
は
な
い
と
繍
術
数
し

貨
同
刷
会
ま
す
ま
す
ご
降
盛
と
し
て
の
社
会
的
資
任
を
大
て
お
り
ま
す
が
、
市
織
の
訓
慌

の
段
大
療
に
存
じ
ま
す
・

山
き
く
感
じ
、
か
っ
、
そ
れ
を
況
が
、
な
お
、
コ
ピ
l
品
の

一
般
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
粉
来
す
努
力
が
ボ
め
ら
れ
て
く
般
行
を
併
し
、
助
長
す
る
が

一
カ
的
に
ご
対
処
さ
れ
て
お
ら
る
訳
で
あ
り
ま
す
・

如
き
制
闘
を
呈
し
続
け
る
な
ら

一
れ
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
今
日
、
克
服
し
な
け
れ
ば
ぱ
、
開
発
怠
欲
の
減
退
を
生

一
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
.

な

ら

な

い

問
題
の

一
つ
と
し
ず
る
恐
れ
な
し
と
す
る
こ
と

一

き
て
、
ご
お
ゑ
の
と
お
り
て
、
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
の
コ
ピ
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
と
い
う
画
期
l
問
題
の
あ
る
こ
と
は
ご
ゑ
昨
年
二
度
に
わ
た
り
、
ビ

一
的
な
製
品
が
、
当
ア
ミ
ュ
1
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
デ
オ
ゲ
|
ム
の
製
造
業
者
に

一
ズ
メ
ン
ト
業
界
に
飛
開
唯
一
的
な
他
者
の
創
作
物
を
燦
倣
し
.
よ
る
悶
際
会
議
を
東
京
で
問

調

一
拡
大
を
も
た
ら
し
、
今
日
で
そ
の
模
倣
物
を
似
っ
て
業
を
催
す
る
な
ど
、
ビ
デ
オ
ゲ
l

H
一
は
ハ
l
ド

・
ソ
フ
ト
の
両
面
営
む
行
為
は
、

海
賊
行
為
と
ム
が
、
著
作
権
法
上
の
著
作

同
一

と
も
、
発
祥
地
ア
メ
リ
カ
を
し
て
世
界
的
に
排
斥
さ
れ
て
物
と
し
て
保
晴
晴
さ
れ
る
べ
き

一一

凌
鴛
す
る
勢
い
に
あ
り
ま
す
-
い
る
こ
と
は
、
現
代
の
常
識
も
の
と
の
、
業
界
認
識
も
よ

mm
一

ビ
デ
オ
ゲ
!
ム
が
エ
レ
ク
で
あ
り
ま
す
。
議
論
、
立
場
う
や
く
高
ま
っ
て
き
て
お
り

8
一
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
速
度
業
の
一
に
よ
り
異
論
の
あ
る
こ
と
も
ま
す
。

ゆ

一
角
に
‘
我
々
の
想
像
を
忽
え
あ
る
で
し
ょ
う
が
当
協
会
で
ま
た
、
当
協
会
員
で
あ
る

る
大
き
な
地
歩
を
占
め
る
に
は
こ
の
問
題
の
克
服
を
な
し
メ
ー
カ
ー
各
社
に
お
い
て
も

至
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
得
な
い
限
り
‘
此
-
業
界
が
康
法
短
に
お
け
る
あ
る
い
は
、

ま
す
.
そ
れ
だ
け
に
、
業
界
業
と
し
て
、
経
済
社
会
に
・
従
技
術
的
対
応
に
お
け
る
コ
ピ

3
月
刊
日
付

J
A
M
M
A

か
ら
N
A
Oへ
の
寸
申
入

第186号

' • 
第三樋侮便物認可

「世界のパトカー館」も

す
「
サ
ン
ト
リ
ー

・
ウ
ォ
ー

タ
ー
ラ
ン
ド
」
、
「
郎
市
と

交
通
館
」
な
ど
が
あ
る
。

ル

パ
ピ
リ
オ
ン
以
外
で
は
同

色

Fヤ
総
覧
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な

引

っ
で
い
る
全
長
三
七

γ
、
お

↑

さ

一
昨
日
の
語
大
模
型
「
ス

切

ぺ
|
ス
シ
ャ
ト
ル
」

、
「
オ

凶

l
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
ロ
ン

-w

ド
ン
の
二
階
建
て
パ
ス
、
旧

鮒

福
岡
市
電
の
路
面
電
車
な
ど

川

が
設
泣
き
れ
、
大
正
時
代
の

刈

憾
多
の
町
議
み
を
戸
内
現
し
た

お

ゾ
ー
ン
、
「
コ
イ

・
フ
ナ
す

弘

く
い
」
な
ど
も
あ
る
。

な
お
主
州
問
者
側
で
は
阿
博

覧
会
の
期
間
中
入
場
者
を
H
M

低
行
五
十
.
力
人
と
刈
込
ん
で

お
り
、
阿
川
閥

U
削
明
什
也
で
約

... ト
・
九
.
h
H
人
の
人
助
般
を
帖
耐

え
『
ま
ず
ま
ず
の
ペ
ー
ス
」

と
し
て
い
る
。

ふ〈おか1事

し
企
画

{セガ栓周ベ)

1 

創

順
位2 

10 

3 

ジュークボックスによる

ベストヒット

4 5 6 7 8 10 9 

業
界
全
般
に
対
L
T

V
ゲ
ー

ム
コ
ピ
ー
の
排
除
の
た
め
の

「
声
明
文
L
作
成
と
、
さ
ら

に
こ
の
「
声
明
文
」
に
基
づ

き
J
A
M
M
A
が
N
A
O
へ

申
し
入
れ
る
可
申
入
容
L
作

成
の
準
備
を
進
め
、
こ
れ
ら

の
文
案
を
三
月
十
八
日
の
J

A
M
M
A
理
事
会
に
柑
提
出
し

た
・
同
理
事
会
で
は
こ
の
件

に
関
し
、
当
事
者
で
あ
る
上

月
社
長
の
発
言
を
め
ぐ
っ
て

ー
対
策
を
議
じ
て
お
り
ま
す

が
未
だ
尖
効
を
得
る
に
歪
ら

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
.

メ
ー
カ
ー
各
社
の
こ
れ
ら

の
努
・
刀
は
、
さ
ら
に
災
効
の

あ
る
解
決
を
目
指
し
て
継
続

す
る
こ
と
は
む
と
よ
り
で
あ

リ
ま
す
が
、
最
も
効
果
の
あ

る
対
応
策
は
、
コ
ピ
l
ロ
聞
を

取
扱
わ
な
い
こ
と
を
、
業
界

の
慣
行
と
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。カ

ス
タ
ム
I
C
袋
備
等
の

技
術
的
対
応
や
、
コ
ピ
l
出

現
を
予
見
し
て
の
予
定
販
売

数
量
の
限
定
等
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
製
品
の
製
造
原
備
に
影
響

を
及
ぽ
す
要
因
に
、
コ
ピ
ー

行
為
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
や
、
無
秩
序
に
ふ

く
ら
む
設
置
台
数
が
、
結
果

と
し
て
、
総
白
川
寿
命
を
絞
め

て
い
る
こ
と
を
怨
・
?
と
き
、

コ
ピ
l
ロ
聞
を
取
銭
わ
な
い
慣

行
を
打
攻
て
る
こ
と
が
い
か

• • 
ど
を
検
討
し
た
.

悶
例
会
で
は
、
N
A

O
の

一
年
間
の
経
過
を
見
た
上
で

N
A
O
を
今
後
も
支
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ

に
関
連
し
、
東
京
、
大
阪
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
負
け
な
い

よ
う
な
催
し
を
企
画
す
る
こ

と
に
な
り
、
六
人
の
委
員
か

ら
な
る
「
笑
行
委
員
会
』
を

名

テ

レ
ー
ベ
ル

A 

彦

奏

者

演

コ

ロ

ム

ビ

ア

磯 村

雅

俊
真

彦
聖

子

け
い
下

ガ

C
B
S
ソ
ニ
ー

リ

プ

リ

l

ズ

フ
庁
l
ラ
イ
フ

キポ

リ

ド

l
ル

イN
Tツ

|ピ A
Y 

J 

R 

C 

心

の

色

情
掛
照
会
熱
風
》
せ
れ
な
l
で

赤

い

ス

イ

ー

ト

ピ

ー

す

ず

め

ウ

エ

デ

ィ

ン

グ

・
ベ
ル

夢

の

途

中

セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃

賢

人

君
に
高
級
官
町
滋
・
と
い
う
感
じ

チ

ャ

コ

の

臨

時

停

物

語

キ

ア

紛
糾
し
た
が
、
結
局
N

A

O

へ
の
「
市
中
入
符
」
は
原
案
ど

お
り
可
決
、
十
九
日
付
で
実

施
し
た
。
ま
た
「
声
明
文
」

は
、
コ
ナ
ミ
工
業
か
ら
の
『
依

頼
文
」
を
ま
っ
と
と
も
に
、

文
案
に
つ
い
て
は
正
副
会
長

に
よ
り
修
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
(
四
月
は
じ
め
現
在

「
声
明
文
』
は
出
さ
れ
て
い

な
い
)
。
順
序
が
逆
に
な
っ

た
リ
し
て
、
い
く
ぶ
ん
わ
か

に
業
界
の
急
拡
初
で
あ
る
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

り
ま
す
。
当
協
会
の
昭
和
治

十
六
年
波
通
常
総
会
の
附
で
、

『
奴
胤
刷
機
械
の
隙
巡
行
為
の

排
除
、
位
び
に
機
織
を
使
用

し
て
の
総
幡
町
併
業
行
為
の
防

止
に
側
聞
す
る
決
鴨
川
」
が
係
択

さ
れ
た
の
も
、
か
か
る
機
運

の
高
ま
り
の
荻
わ
れ
で
あ
り

ま
す
。賞

協
会
に
お
か
れ
て
も
、

い
わ
ゆ
る
コ
ピ
l
ヤ
l
と
称

せ
ら
れ
る
人
々
の
狩
後
に
あ

る
者
が
、
何
者
で
あ
る
か
を

見
極
め
ら
れ
、
協
会
活
動
の

折
々
に
、
会
員
各
位
に
、
さ

ら
に
一
段
と
コ
ピ
l
口
問
排
除

の
急
を
要
す
る
こ
と
を
訴
、え

ら
れ
、
当
協
会
と
歩
調
を
A
n

せ
て
の
コ
ピ
i
ロ
叩
撲
滅
活
動

に
、
一
一
期
の
拍
車
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
お

山
申
し
入
れ
を
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
.

選
出
、
企
簡
を
進
め
る
ニ
と

に
な
っ
た
・
似
し
自
体
は
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
地
位
向
上

と
地
成
社
会
へ
の
逃
元
な
ど

を
目
的
に
、
中
部
O
P
会
が

主
催
す
る
も
の
と
な
る
も
よ

う
で
あ
る
。

な
お
四
月
十
六
日
に
は
中

部
O
P
会
の
総
会
が
協
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

違
法
営
業
を
確
認

シm松 i止0:1'

回ユ悶

大
レ
協
3
月
例
会
で
総
会
準
備

(
ー
め
ん
下
段
か
ら
の
続
き
)
生
活
科
学
館
』
、
各

組

エ

ネ

大

阪

レ

ジ

ャ

ー

機

岨

面

倒

(

ポ

マ

シ

ン

)

賭

防

本

犯

の

取

締

l
ン
ス
タ
i
S
L
ラ
ン
ド
』
、
ル
ギ
i
利

mを
紛
介
し
た
『

エ

務

局

大

阪

市

天

王

寺

区

、

準

給

mmは
て
刈
中
に
七
ト
七
問
、

品
川
の
け見
世
物
小
川
明
ふ
う
の
『
お
ネ
ル
ギ
|
館
」
、
は
径

一
八

理

事

長

}

で

は

J

一月
卜
六
回
、

一
百
二
卜
八
名
検
挙
、
抑
収

化
け
川
喧
数
」
な
ど
が
あ
る
。

H
M
の
下
球
ド
l
ム
の
・一ニ
分

の

濃

の

自

・
背
少
年
会
館
で
丘
し
た
滋
校
機
円
五
ト
六
台
、

さ

で

展

示

館

の

ほ

う

は

約

・

に

ス

ク

リ

ー

ン

映

像

を

中

川

十

六

年

波

最

後

の

月

例

会

を

押

収

し

た

締

金

千

三
斤
じ
十

十
六
の
パ
ピ
リ
オ
ン
か
ら
成

i
l
lI
l
l
i
-
-
|

開
き
、
進
法
営
業
の
磁
認
と
五
万
阿
と
な
っ
て
い
る
。
し

川
十
九
九
日

μ
実

庁

委

、

山

弓

会

へ

の

Zを
行

よ

れ

れ

M
M
M
Mれ
れ

を
展
示
し
た

「
世
界
の
パ
ト

巳・

3
'諸

ι・
E43
，

大
阪
府
脅
か
ら
の
伝
途
事
く
な
っ
て
お
ら
ず
、
府
絡
に

カ
i
館
」
、
日
米
ソ
の
字
街

中

怒

O

P

会

、

今

年

も

N

A

O

支
持

を

決

定

項
と
し
て
二
月
中
の
G
7
よ
る
一
一
期
の
取
締
り
強
化
が

開
発
の
現
状
を
紹
介
し

た

「

字

シ

ン

検

挙

状

況

カ

報

告

さ

れ

、

笠

ま

れ

る

と

し

て

い
る
。

宙
科
学
館
」
、
お
H
fカ
ラ
l
中
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
(
事
ザ
に
て
定
例
会
を
聞
き
、
N
違
法
営
業
の
摘
発
な
ら
び
に

h
吋

uul川
l
」
2
b

T
V
モ
ニ
タ
ー
九
台
で

一
つ

務

局

H
水
野
商
会
内
、
梅
村

A

O
が
発
足

一
周
年
と
な
っ

選
法
営
業
推
進
が
確
認
さ
れ
一

力一

壮
語

話
時
一

の
映
像
を
作
る
マ
ル
チ
ピ
デ
富
久
理
事
長
)
で
は
二
月
二
た
こ
と
に
関
連
し
て
中
部
O
た
。
府
発
に
よ
る
と
喫
茶
応
一

」
一

会
身

別
一
昨
附
一

オ
な
ど
を
紹
介
し
た
「
第

H
十
二
目
、
市
内
の
サ
ン
プ
ラ
P
会
と
N

A

O
と
の
関
係
な
な
ど
に
お
け
る
遊
投
機

(
G

一川

一

式

M
4

m

一削
剥
一

=三=====一==========一三=============三===三三三三
====三==============霊童三=======三==

一釣
一
抹
・F

-

師側一

さ

き

ほ

ど

関

か

れ

た

青

少

必

要

が

あ

る

。

射

幸

心

を

そ

い

だ

ろ

う

か

。

い

た

ほ

う

が

、
大
人
に
な
っ

弓
「
1
l
L
M
I
l
-
よ
一

年
育
成
国
民
会
議
と
の
懇
談
そ
る
恐
れ
の
あ
る
ゲ
l
ム
機
業
界
側
も
ニ
の
点
に
関
し
た
と
き
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
溺
れ

一
恥

・
司
凶
・
聞

a・
蜘
削一

会
を
眺
め
た
場
合
、
ど
-
フ
も
と
い
う
の
は
、
ゲ
|
ム
自
体
て
は
甘
さ
が
自
立
つ
。
た
と

ず

に

す

む

」
と
か
言
う
者
む

一
日開

司

・

・

・

4
日
日一

ゲ
!
ム
機
は
全
体
と
し
て
と
が
勝
負
ご
と
で
あ
り
ゲ
|
ム
え
ば
ど
の
地
域
社
会
に
お
い
業
界
内
に
お
リ
、
そ
れ
な
ら

一M
M
圃

4
・

司

園

川
川
一

ら
え
ら
れ
、
ゲ
l
ム
機
に
は
の
結
果
勝
っ
た
も
の
に
な
ん
て
も
、
も
し
、
子
ど
も
に
対
ば
子
ど
も
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を

一

U
F

』
叩
m
一

ふ

た

つ

の

大

き

な

区

分

が

あ

ら

か

の

官

室

供

さ

れ

る

し

射

幸

心

を

そ

そ

る

恐

れ

の

さ

せ

る

ゲ

l

a

L

悉

く

な

函

-
v
I
‘.z

る
こ
と
が
国
民
会
議
舗
で
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
む
え
あ
る
ゲ
l
a

s

ば

せ

な

い

、

と

い

・

2
と
に
な
る
が

.β
川
川
川
川
川
川
辺

見
溶
き
れ
勝
ち
だ
と
い
う
こ
ぱ
勝
負
ご
と
と
は
偶
然
性
に
が
ら
ゲ
l
ム
機
は
す
べ
て
悲
は
た
し
て
こ
れ
で
柚
地
域
社
会
通
常
総
会
は
凶
月
十
六
日

と
に
気
が
つ
く
。
一
万
で
射

1

1

に
受
け
い
れ
ら
れ
る
か
と
い
に
聞
か
れ
る
ニ
と
に
な
り
、

幸
心
を
そ
そ
る
ゲ
l
ム
織
は
一
朝

一
己

険

B

戸

、

喝

う
疑
問
一が
残
る
・

今
回
は
役
員
改
選
が
行
な
わ

閑
る
と
旨
い
な
が
ら
、
ふ
つ

一
制
一

手

と

も

と

ゲ

i
ム

ニ
ヲ
し
た
こ
と
は
、
ア
|
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
・

う
の
ア
ー
ケ
ー
ド
T
V
機
を

「

L

ケ
1
ド
T

V
ゲ
l
ム
織
で
チ
改
滋
万
法
に
つ
い
て
は
前
例

持
ち
出
さ
れ
る
と
『
ゲ
l
ム
対
し
て
勝
負
を
賭
け
る
こ
と
く
な
い
と
主
滅
す
る
な
ら
ば
、
ど
も
が
滋
ぴ
す
ぎ
な
い
よ
う

向

械

に

無

記

名

妓
・
挟
に
よ
り

般
の
本
質
は
惑
と
思
わ
な
い
」
で
あ
る
.
こ
の
ニ
と
は
行
政
こ
れ
は
必
か
し
い
こ
と
を
曾

管

理

す

る

、

と

い

う

こ

と

と

用

事
、
慌
が
を
逃
山
州
、
さ
ら

と
言
っ
た
り
す
る
・
側
、
業
界
側
と
も
に
本
米
周
う
業
界
だ
と
い
う
こ
と
に
な
偽
物
の
災
な
る
問
題
点
で
あ
に
理
引
か
ら
剛
州
市
P
H
M
を
巡
山

ゲ
ー
ム
機
に
は
①
射
幸
心
知
の
こ
と
と
忠
わ
れ
る
・
従

る

.
こ
の
惣

談

会

で

は

な

い

る
・
ゲ
l
ム
僚
の
取
扱
い
や
す
る
こ
と
が
磁
認
さ
れ
た
。

を
そ
そ
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
っ
て
、
ゲ
l
ム
機
は
当
然
な
が
、
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
は
ゲ
|
ム
湯
の
管
田
川
に
つ
い
て
な
お
家
m
.
J
V
E
R
は
『
み
な
さ

と
、
②
そ
う
い
う
恐
れ
の
な
が
ら
こ
の
こ
抑
制
酬
に
区
分
し
人
間
の
持
つ
ひ
と
つ
の
欲
望
業
界
側
は
、
行
政
の
指
導
を
ん
の
ご
協
力
で
二
年
間
無
事

い
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
て
考
え
な
け
れ
ば
一
歩
も
前
だ
』
と
か
「
子
ど
も
の
こ
ろ
得
な
が
ら
、
早
急
に
明
確
な
過
せ
た
が
、
今
度
こ
そ
休
ま

と
を
、
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
に
話
は
進
ま
な
い
の
で
は
な
か
ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
知
っ
て
も
の
を
打
出
す
必
要
が
あ
る
。
せ
て
ほ
し

い
』
と
結
っ
た
。

イ

米

生
世
強
制
丸

沢

閉

た
か
お

ひ
ろ
子

研

工

臥宜

イV 

オサ悶
lザ
ルン!京
ス
タ

ズ

り
に
く
い
処
理
状
況
と
な
っ

た
が
、
J
A
M
M
A
か

ら

N

A

O
に
だ
け
は
硲
笑
に
申
し

入
れ
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に

な
る
(
「
申
入
書
」
会
文
は

左
上
め
と
お
り
)。

な
お
N
A
O
が
配
布
し
た

コ
ナ
ミ
工
業
の
「
依
頼
番
L

で
は
、
数
社
の
コ
ピ
ー
ヤ
に

よ
っ
て
「
ア
ミ
ダ
l
」
の
コ

ピ
|
白
州
が
展
示
、
版
点
刊
さ
れ

た
事
態
に
対
処
す
べ
く

「
護

此
門
」
の
趣
旨
の
と
お
り
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
製
品
め
発
光
中
止

を
決
窓
、
こ
れ
を
災
行
」
す

る
と
あ
り
、
『
弊
社
の
窓
中

を
お
以
み
と
り
孤
き
何
本
ご

m
mご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ

う
総
則
』
し
て
い
る
・
ま
た

そ
の
別
紙
に
当
る

「

mAど

で
は
、
コ
ピ
l
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
展
示
即
売
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

コ
』
う
し
た
混
乱
の
中
で
も

尚
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
賜

入
さ
れ
る
方
々
に
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
を

憂
慮
し
、
此
皮
断
腸
の
息
恥

を
以
っ
て
当
該
製
品
の
発
表

詑
控
え
業
界
各
位
の
良
識
に

討
え
た
く
切
な
る
駁
い
を
こ

め
て
こ
の
畿
管
と
相
成
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。
願
わ
く

ば
皆
機
各
位
の
お
力
を
以
っ

て
ど
う
今
後
対
処
す
べ
き
か

ご
指
針
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
り

ま
す
」
と
な
っ
て
い
る
・

新
社
長
に

大
坪
氏

マ
ル
三
商
会

州
側
マ
ル
三
商
会
(
本
社
神

戸
)
で
は
三
月
十
七
日
付
で

河
合
三
社
長
が
辞
任
、
非
常

e

紛
の
欄
淡
役
と
な
り
、
新
た

に
大
坪
信
雄
氏
が
社
長
に
続

任
し
た
。

代
表
取
締
役
社
長

H
大
坪

信
雄
氏
、
専
務
取
締
役

H
川

口
耐
三
氏
。

取
締
役

H
藤
本
進
氏
、
阿

部
柏
崎
ニ
氏
.
射
場
莞
爾
氏
‘

大
拙
叩
融
持
男
氏
。
監
査
役

H
前

閉
山
u
次
氏
。

.
，
務
所
移
舷

附
ア
ー
ト
企
両

H
跡
川市柑山知

弘
前
市
城
東

一
の
四
の
一
、

合

(
O
一

七
一
一
)
二
七
|
=
一

二
七
七
、
工
藤

一
二
雄
社
長
。

側
サ
ク
セ

ス
H
東
京
都
品

川
区
大
崎
二
の
十
七
の
三
、

大
永
日
瓜
ビ
ル
、

宮
四

九

O

|
八
八
八
五
、
士
u
成
隆
社
社

長
。

鮒
相
模
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

H

神
衆
川
県
相
模
原
市
千
代
悶

闘
の
一
の
十
、
会

(
O
四
二

七
)
五
八
|
五
二
一
七
、
小

俣
博
義
社
長
。

部
白
骨
山
附

H
静
岡
市
呉
服
町

二
の
五
の
六
‘
含

(
O
五
四

一
一)
五
五
|
六
八
一

一
、
望

月
幸
雄
社
長
。

京
都
ベ
ン
ダ
ー
機
総
販
先

側

H
京
都
市
布
京
区
西
院
東

只
川
町
五
i
の
側
、

包

(
O

七
任
)
J

r

・
-
1
4
・

一一

‘

宏
弁
仰
帯
社
長
.

制
ジ

ョ
ブ

H
京
郷
市
山
科

院
大
域
内
浦
町
卜
八
の
.

合

{
O
七
五
)
五

0
・
l
h
ハ

:
-
問、

世

Mm孝
治
社
長
.

仰
向
閉
山
間
会

H
京
都
府
長

岡
京
市
町
台
阿
三
の
五
、

合

(
O
七
五
)
九
三
九
l
一
六

一
O、

岡
町
稔
社
長
。

安全で消理署な白い蒸気の態|まど
の繊砲にもついています。電子
lt酋〈シユッシユツ)/章謡っ
き (6飽選印〉などもありま更す

全日本黄色区 :2月27日-3月12自の 2週間
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250~桜ゲージ
8の字型.w裂忽ど、ロケーション!こ
合う矧果的はレールのレイ戸ウトガ
できます

v 

.A.鈴鹿号・DX

Uヤジ*トレーラー

.A.C58・56
600%ゲージ
t度にだくさんの人を
のぜることができます

いろん怠サイズの機関
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同
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固

@
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ν
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消
慌
が

に
川
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卜
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瓜
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ー
• 

九
州
の
政
治
、
経
済
、
文

化
、
交
通
の
中
心
を
な
し
て

い
る
の
が
福
岡
市
。
+
巾
の
中

央
部
を
流
れ
る
那
珂
川
を
境

-64J ロ
~ i蹟

拶

司'

議

な
い
。
し
か
し
中
洲
に
は
夜
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
融
曹
祭

の
飲
食
腐
の
ほ
か
に
映
函
館
当
局
の
徹
底
的
な
取
締
り
の

十
数
軒
が
集
中
し
て
い
る
こ
強
化
に
よ
り
、
今
そ
れ
ら
の

-と
か
ら
、
昼
間
の
ゲ
|
ム
場
応
は
姿
を
拙
惜
し
て
し
ま
っ
て

一
は
映
画
客
を
対
象
と
し
た
迷
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
に

一営

に

な

っ

て

い

る

。

つ

い
て
健
会
営
業
の
あ
る
オ

丘

中

洲
に
は
昨
年
、
ポ
|
カ
ベ
レ

l
タ
ー
は
「
ア
ン
グ
ラ

吻
一
ー
や
競
馬
を
内
容
と
し
た

T

コ
ー
ナ
ー
の
答
と

A
M
機
の

剣
一
V
ゲ
|
ム
機
、
あ
る
い
は
ル
客
は
そ
の
目
的
か
ら
し
て
も

現
一
l
レ
ッ
ト
な
ど
の
対
人
ゲ

l
由
来
な
る
の
で
、
ア
ン
グ
ラ
が

第
一
ム
を
設
訟
し
た
ア
ン
グ
ラ
の
乱
立
し
て
も
当
ゲ

i
ム
場
に

一庖
が
目
立
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
は
全
然
影
響
が
な
か
っ
た
が
、

一ど
が
好
ま
し
く
な
い
営
業
を
む
し
ろ
社
会
潔
境
の
浄
化
か

に
東
は
捕
時
多
商
人
の
町
、
西

は
H

組
一
…
聞
武
士
e

で
知
ら
れ

る
曲
一山
自
務
五
寸
二
万
石
の
福

岡
械
の
減
下
町
と
し
て
発
達

し
て
き
た
が
、
明
治
二
十
二

年
に
山
間
業
都
市
博
多
と
城
下

町
一
稲
闘
が
合
併
し
て
福
岡
市

と
な
っ
た
。
市
内
の
交
通
は

市
電
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
は

• 
ら
見
れ
ば
そ
れ
ら
が
検
挙
さ

れ
た
こ
と
は
結
椛
な
こ
と
だ

と
思
う
』
と
誇
っ
て
い
た
。

ま
た
シ
ン
グ
ル
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
イ
ン
ペ
|
ダ

|
プ
|
ム
以
後
に
急
激
な
伸

び
を
見
せ
た
が
、
現
在
は

}

部
の
喫
茶
底
に
設
蛍
さ
れ
て

い
る
程
度
で
あ
る
。
中
洲
界

隈
の
ゲ

l
ム
場
は
周
聞
の
状

況
に
は
鉱
山
頓
務
の
よ
う
で
、

そ
れ
ぞ
れ
地
道
な
巡
営
を
続

け
て
い
る
と
言
え
る
。

客
足
は
深
夜
に

ゲームマシン

「品犬
山
用
翻
』
は
約
二
十
坪

の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型

T

V
ゲ

l
ム
機
二
十
台
、
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
型

T
V
ド
ラ
イ
ブ

ゲ
ー
ム
臨
時
一
台
を
設
置
し
た

小
規
綴
な
底
。
庖
内
は
非
常

に
明
る
く
、
鐙
と
床
が
朱
色

を
基
調
と
し
た
配
色
に
な
っ

て
い
る
。
機
械
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
よ
く
行
き
届
き
清
潔

な
印
象
を
与
、え
る
ゲ

1
ム
場

第186号1982~手4月 15 日(7) 

だ
。
同
胞
で
は
約
一

μ
四
方

の
テ
ー
ブ
ル
に
二
十
六
勺
カ

ラ
|
モ
ニ
タ
ー
を
組
み
込
ん

だ
超
大
型
の
テ
ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
三
台
を
設
鐙
し

て
お
り
、
人
気
を
集
め
て
い

る
。
杉
本
秀

一
応
長
は
「
当

庖
で
は
映
画
帰
り
の
答
や

-

杯
飲
ん
だ
帰
り
に
立
ち
寄
っ

て
く
れ
る
容
が
多
い
が
、

Mm

勺
磁
而
を
設
置
し
て
か
ら
は

中

同
機
を
目
当
て
に
プ
レ
イ
を

楽
し
み
に
樹
木
る
常
連
容
が
増

え
た
。
今
は
ど
こ
へ
行
っ
て

も
同
じ
機
穏
を
設
鐙
し
同
じ

よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
ゲ
ー

ム
場
が
函
一
化
さ
れ
て
し
ま

っ
た
状
態
な
の
で
、
何
か
独

自
の
も
の
を
持
つ
必
要
が
あ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
に

超
大
型
T
V
ゲ
|
ム
機
を
設

置
し
た
わ
け
だ
が
、
意
外
に

データ 町

パ
ス
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
、
市
西
部
か
ら
京

都
に
か
け
て
地
下
鉄
が
で
き

つ
つ
あ
り
、
そ
の
半
分
ほ
ど

が
既
に
開
通
し
て
い
る
。

博
多
と
吾

一一回一え
ば
江
戸
時
代

か
ら
作
ら
れ
て
い
る
土
人
形

の
博
多
人
形
、
僚
で
名
高
い

博
多
織
、
そ
れ
に
祭
好
き
な

博
多
っ
子
の
見
せ
場
と
な
る

博
多
ど
ん
た
く
、
捕
時
多
紙
闘

山
笠
な
ど
実
に
名
物
の
多
い

街
で
あ
る
。

前
再
緩
衝
は
大
き
く
分
け
て

中
洲
と
天
神
の
ニ
ヵ
所
あ
る
の

中
洲
は
那
珂
川
と
博
多
川
の

間
に
あ
る
文
字
通
り
の
ぷ
-

洲
u

の
部
分
で
、
パ
ー
や
キ

ャ
バ
レ
ー、

飲
食
応
が
目
白

押
し
に
並
ん
だ
夜
の
歓
楽
街

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
の
腐
は
オ
ー
ル
ナ
イ
ト

営
業
な
の
で
夜
を
過
し
て
大

変
な
賑
わ
い
を
見
せ
、
ま
さ

に
不
夜
城
と
雪

T
Jに
ふ
さ
わ

し
い
街
で
あ
る
。
天
神
の
ほ

宍量拒掴 憾多区甲洲3・7・3、 含'281・6909、本

主主=三信貿易厳正宮崎1心311)
インベーターハウス ヲヲボロ 中3対日・5・6、

三信ピル地下、 含281・7374、本抵=岡上

ゲームスポット・甲子園 @淵j4・下旬、n28

ト3301、ieS=輔自東

ゲームスポット・ UFO

n271・8320、本社=同』ニ

福岡宝酒Eゲームセンター 中沸15・5・1、福間

宝塚会館抱下、 n281・0091、本柱=側セ刀 。

工ンターフライゼス(nU3・742・3171)
タマヤ・プレイランド cp沸侭ー7・30、玉屋屋

上、 宮27ト11刊、本主1=明白4著書量産紫側 (n

os・458・3557)
消91こプレイランド 祇飼町7、淵J二百貨.e55

低 n281・3131、本字1=側タイトー (nω-2

64-8611) 

上川世帯町4・231、

r共楽園」に設置された特艇のジャンボテープル

型T Vゲーム畿は、同唐の目玉商品となっている

う
は
中
洲
に
比
べ
る
と
新
し

い
繁
華
街
で
百
貨
胞
や
ス
ー

パ
ー
が
集
中
し
て
お
り
、
官

公
庁
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ

と
か
ら
人
出
は
多
い
が
、
夜

に
な
る
と
人
通
り
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
る
。
つ
ま
り
盆
は

が
人
の
流
れ
の
パ
タ
ー
ン
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

ゲ
ー
ム
場
も
や
は
り
中
洲

と
笑
紳
に
集
中
し
て
い
る
が
、

夫
紳
に
あ
る
の
は
百
貨
脂
の

屋
上
な
ど
い
わ
ゆ
る

S
C裂

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
中
洲
界
限
の
ゲ
ー

ム
場
に
つ
い
て
は
、
百
貨
庖

の
ゲ

l
ム
場
以
外
は
テ
ー
ブ

ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
を
中
心

と
し
た
応
に
な
っ
て
お
り
、

活
気
を
見
せ
る
の
は
や
は
り

深
夜
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
ゲ

ー
ム
場
は
昼
間
か
ら
営
業
を

始
め
て
は
い
る
が
、
土
地
柄

か
ら
他
業
総
の
庖
の
多
く
は

夜
に
入
っ
て
か
ら
閉
庖
す
る

た
め
、
昼
間
は
閑
散
と
し
た

雰
閤
気
が
あ
る
こ
と
は
否
め

天
神
、
夜
は
中
洲
と
い
う
の

上の写真は清滞牟印象を受ける r共

楽園Jの庫内のようす。横械のメン

テナンスもよ〈行き属いている。下

の写真は間底の杉本秀一唐.

ー
• 

強
い
反
響
が
あ
り

-
応
成
功

し
て
い
る
」
と
諮
る
。
こ
の

機
械
は
問
庖
を
運
営
す
る
三

倍
貿
易
紛
の
特
製
に
よ
る
も

の
。
な
お
同
社
は
ゲ

l
ム
場

の
ほ
か
に
パ
チ
ン
コ
腐
も
巡

営
し
、
一
方
で
は
ウ
ナ
ギ
の

養
摘
も
手
が
け
る
な
ど
多
角

経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

「
イ
ン
ベ

i
ダ

|
ハ
ウ
ス
・

ア
ポ
ロ
」
も
同
社
巡
営
の
胞
で
、

同
胞
に
も
超
大
型
の

テ
ー
ブ

ル
に
お
勺
モ
ニ
タ
ー
を
組
み

込
ん
だ

T
V
ゲ
l
ム
機
を
五

台
設
置
し
て
い
る
。
地
下
で

の
運
営
で
フ
ロ
ア
は
約
八
十

坪
と
広
〈
、
テ
ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
約
三
寸
台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
機

数
台
、
そ
し
て
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
三
十
数
台
、
計
約
七
十

数
台
を
設
設
し
て
い
る
。
メ

ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
の
う
ち
二
十

五
台
は
パ
チ
ン
コ
式
で
、
こ

れ
は
同
社
が
古
い
パ
チ
ン
コ

台
に
改
良
を
加
え
た
も
の
だ
。

中
洲
に
は
パ
チ
ン
コ
脂
も
多

く
あ
る
た
め
、
ゲ
ー
ム
場
へ

わ
ざ
わ
ざ
パ
チ
ン
コ
を
楽
し

左の写真は 『ゲームスポッ ト・ 甲子園』

の底肉。テープル登TVゲーム援のみの

蚊置で、宅担茶唐ふうのレイアウ トを して

いる。上の写真は同唐の国沢守彦窟長

して穣客奇図っている 「補間宝塚ゲF ムセンター』

み
に
来
る
客
は
い
な
い
よ
う

だ
が
、
問
機
を
ず
ら
り
並
べ

る
こ
と
で
他
の

T
V
ゲ
|
ム

機
主
ど
を
引
き
立
た
せ
、
市
柏

内
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
め

り
は
り
を
持
た
せ
て
い
る
。

「
福
岡
宝
塚
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
」
は
三
軒
の
映
函
館
が

入
っ
た
福
岡
宝
塚
会
館
の
地

下
に
あ
る
。
問
腐
は
昭
和
三

十
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
庖

で
、
箔
岡
で
は
最
古
参
の
ゲ

ー
ム
場
だ
。
庖
内
は
明
る
く

フ
ロ
ア
蘭
殺
は
約
六
寸
坪
。

入
口
の
階
段
を
降
り
る
と
お

側
に
ス
ロ
ッ
ト
を
中
心
と
し

た
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
十
数
台
、

左
側
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ

ー
ム
機
二
十
数
台
を
中
心
に

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
を
四

十
数
台
設
置
し
て
い
る
。
同

腐
の
ゲ

l
ム
料
金
は

一
ゲ
ー

ム
十
問
、
二
寸
問
、
五
十
円
、

百
円
の
四
種
類
を
設
定
し
て

い
る
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
伺
会
館
内
の
映
函
館
入
場

券
の
半
券
を
持
参
し
た
人
に

は
、
綿
菓
子
や
ポ
ス
タ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。
同

宿
の
内
海
氏
は
「
男
性
の
客

が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
も
大

人
が
多
い
」
と
垣
間
る
。

「ゲ

l
ム
ス
ポ
ッ
ト

・
甲

子
図
」
は
二
階
で
の
運
営
で
、

フ
ロ
ア
一則
積
は
約
三
十
坪
。

殺
訟
機
穏
は
テ
ー
ブ
ル
型

T

一一一未来を見つめ恥、な情報を届ける一一一
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V
ゲ
ー
ム
機
の
み
が
約
三
十

台
で
、
四
郎
判
の
リ
ー
ス
業
者

か
ら
の
リ
ー
ス
に
よ
り
述
、
営

し
て
い
る
。
各
機
械
に
は
座

り
心
地
の
よ
い
い
す
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
活
内
は
落
ち

着
い
た
喫
茶
活
ふ
、
フ
の
ム
ー

ド
に
ー
し
て
い
る
。
同
析
を
運

営
す
る
紛
明
東
の
坂
口
支
配

人
は
「
中
学
生
や
高
校
生
の

容
は
少
な
く
、
中
米
応
し
て
も

ゲ
ー
ム
が
自
当
て
で
は
な
く

映
画
を
見
た
帰
り
に
ち
ょ
っ

と
立
ち
寄
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
だ
。
そ
の
た
め
ヤ
ン
グ

は
多
く
て
も
五
百
円
ま
で
し

か
ゲ

l
ム
代
を
佼
わ
な
い
。

し
か
し
大
人
の
答
は
ど
う
い

' • v 

週金

全国縦断けこム場lしït~

ア

上の 2枚の写真は rタマヤ・プレイラン

ド』のアーケード7D7と象物被7ロア
にで。昼食時に重量手連れの客で;舌況を見

せる。下の写真は伺庖の白井敏績J苫長

る
。
約
三
十
坪
の
フ
ロ
ア
に

テ
ー
ブ

ル
型
T
V
ゲ
|
ム
機

約
三
十
台
、
フ
リ
ソ
バ

ー
な

ど
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
数
台
を
設
但
し
、
広
頭

に
は
玩
具
な
ど
の
自
動
販
先

陣
慨
を
六
台
並
べ
て
い
る

4
甲

子
図
」
の
支
配
人
の
兄
で
あ

う
わ
け
か
相
当
の
お
金
を
使
る
伺
庖
の
坂
口
庖
長
は

『世間

っ
て
い
く
。
こ
の
界
限
で
は
鴎
衝
は
夜
八
時
で
閉
宿
す
る

然
好
き
で
血
気
感
ん
な
人
が
の
で
、
当
庖
は
昼
間
に
世
間
庖

多
い
た
め
、
ゲ
ー
ム
で
も
す
衡
を
通
る
親
子
連
れ
や
学
生

ぐ
熱
中
し
て
納
得
の
い
く
ま
を
伺
相
手
に
し
て
い
る
。
だ
か

で
プ
レ
イ
し
て
い
く
よ
う
だ
』

ら
学
生
に
は
新
機
税
導
入
、

と
穏
る
。
そ
し
て
同
応
の
悶
親
子
に
は
自
販
機
設
置
と
い

沢
底
長
は
「
ヤ
ン
グ
は
ゲ

l
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

ム
に
す
ぐ
慣
れ
る
の
で
内
容
客
一婦
に
合
わ
せ
た
機
滋
の
訟

の
難
し
い
ゲ

l
ム
に
挑
戦
す
篭
も
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
だ
と

る
よ
う
だ
が
、

三
」l
歳
以
上
聞
ゅ
う
」
と
詰
る
。

の
大
人
と
な
る
と
難
し
い
ゲ
「
タ
マ
ヤ

・
プ
レ
イ
ラ
ン

l
ム
に
は
な
か
な
か
な
じ
め
ド
』
は
玉
屋
百
貨
唐
の
屋
上

な
く
て
、
内
谷
の
簡
単
な
ゲ
に
あ
り
、
対
象
容
は
百
貨
底

|
ム
を
好
む
傾
向
が
あ
る
。
に
来
る
綾
子
連
れ
と
小
学
生

当
庖
で
は
大
人
を
対
象
に
速
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
設

営
し
て
い
る
の
で
、
難
し
い
鐙
機
騒
は
乗
物
機
と
ゲ

l
ム

内
容
の
宇
宙
も
の
よ
り
も
、

機

。
乗
物
機
は
定
資
式
が
七

コ
ミ
カ
ル
タ
ッ
チ
の
わ
か
り
台
、
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
が
三

や
す
い
ゲ

l
ム
機
に
主
力
を
台
、
レ
|
ル
走
行
式
が

一
台、

遣
い
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
て
ゲ

l
ム
機
は
約
二
十
坪
の
テ

い
る
」
と
語
る
。

ン
ト
間
取
り
の
中
に
設
置
さ
れ

「ゲ
|
ム
ス
ポ
ッ

ト

・
U

て
お
り
、
テ
ー
ブ
ル
型
T

V

F
O
L
は
「
甲
子
関
L
の
筋

ゲ
|
ム
機
六
台
、
ア
ッ
プ
ラ

妹
応
で
、
博
多
川
を
隔
て
た
イ
ト
製
T
V
ゲ

i
ム
機
四
台
、

上
川
端
通
り
商
庖
街
に
あ
る
。
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム

同
湖
底
衡
に
は
ゲ

l
ム
場
は
機
十
台
、
そ
し
て
多
人
数
期

間
腕

一
軒
だ
け
で
あ
る
。
そ
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
機
二
台
と
い

う
い
う
立
地
条
件
か
ら
同
宿
う
都
成
に
な
っ
て
い
る
。
同

は
中
洲
に
あ
る
ゲ

l
ム
場
と
庖
の
臼
井
応
長
一は
「
当
庖
フ

客
層
が
呉
な
り
、
主
に
小
学
ロ
ア
の
隣
の
食
堂
が
盆
ど
き

生
や
中
学
生
の
子
ど
も
を
対
に
は
満
貝
と
な
り
、

食
事
が

象
と
し
た
運
営
に
な
っ
て
い
終
わ
っ
て
子
ど
も
に
せ
が
ま

rゲームスポット・ UFOJの庖内のようす。商庖衝での遺営で地元の人たちが対議

• • 

ト〉

J令泉ζ圏

吠一剥

ハ
リ
ウ
ッ
H

『湖
上
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
」

は
州向
上
百
貨
庖
五
階
に
あ
る

家
内
ゲ

l
ム
場
で
あ
る
。
フ

ロ
ア
は
約
八
十
坪
と
広
く
、

乗
物
機
と
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
出
慨
を
設
鐙
し
て
い
る
。
品用

物
機
は
定
置
式
十
台
、
レ
ー

ル
走
行
式
一
台
、
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

l
ム
機
は
テ
ー
ブ
ル
型

T

V
ゲ
|
ム
機
二
十
数
台
、

フ
リ
ッ
パ
ー
な
ど
そ
の
他
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
二
十
数

れ
て
当
応
へ

足
を
向
け
る
家
台
を
設
置
し
て
い
る
。

同
底

抜
速
れ
が
多
い
。
だ
か
ら
新
も
や
は
り
親
子
述
れ
の
容
が

機
併
を
目
当
て
に
来
る
人
は
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な
お
「
早

ほ
と
ん
ど
な
く
、
当
応
は
術
朝
ゲ
|
ム
サ
ー
ビ
ス
」
と
し

の
ゲ

i
ム
場
と
途
っ
て
新
機
て
日
曜
税
自
の
閥
応
前
に
金

制
刊
を
導
入
し
て
も
そ
の
意
味
ア
ー
ケ
ー
ド
機
の
約
半
分
の

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
古
い
機
機
械
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
一

カ

械
で
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
よ
ウ
ン
ト
上
げ
て
お
く
と
い
う

く
し
て
い
れ
ば
自
然
に
客
足
サ
ー
ビ

ス
を
笑
施
し
て
い
る
。

が
つ
い
て
い
る
。
ま
た

H

イ

プ

レ
イ
ヤ
ー
は
開
府
(
午
前

ン
ベ

l
ダ

l
M
ゲ
|
ム
は
ブ
十
時
)
と
同
時
に
ク
レ
ジ
ッ

!
ム
の
時
は
男
性
客
ば
か
り
ト
数
の
上
が
っ
て
い
る
ゲ
ー

だ
っ
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
ム
機
を
祭
し
回
り
、
い
ち
早

が
女
性
答
に
な
っ
て
お
り
、

〈
見
つ
け
て
プ
レ
イ
を
す
る
。

古
い
機
械
で
も
客
層
が
変
わ
ゲ
|
ム
プ
レ
イ
に
，

g
探
し
。

る
ニ
と
に
よ
り
使
用
価
値
が
め
婆
繁
を
加
え
て
好
評
を
待

出
て
く
る
」
と
認
る
。

て
い
る
と
の
こ
と
。
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川町一

T

V
ゲ
ー
ム
機
の
コ
ピ
ー

い
一
問
題
に
関
し
て
は
、
米
国
で

一裁
判
所
な
ど
を
通
じ
て
T
V

一ゲ
l
ム
の
著
作
僚
が
事
実
上

一般
立
し
て
お
り
、
国
際
的
に

一は
T

V
ゲ
ー
ム
の
著
作
俗
が

問
一認
め
ら
れ
る
方
向
で
、
問
題

物
一解
決
に
逃
ん
で
い
る
よ
う
に

附
一み
え
る
。
こ
の
こ
と
は
昨
年

翌

十
月
、
東
京
で
附
か
れ
た
T

郷

田
V
ゲ
ー
ム
の
コ
ピ
l
俳
除
の

た
め
の
国
際
会
織
が
、
国
際

的
メ
ー
カ
ー
向
上
の
共
同
声

明
と
し
て
確
認
し
た
点
で
も

あ
る
。

し
か
し
現
実
的
に
は
、

T

V
ゲ
ー
ム
の
著
作
権
の
磁
立

が
認
め
ら
れ
る
米
国
を
除
い

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
尊
重
の
気

な
が
ら
業
界
内
の
協
会
レ
ベ

ル
で
は
、
ま
だ
こ
の
点
に
す

ら
手
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ほ
ど
本
紙
に
寄
せ
ら

れ
た
仰
シ
グ
マ

・
荻
原
敏
氏

の
得
制
文
は
、
こ
う
し
た
『
夫

運
が
あ
る
も
の
の
な
お
無
断
わ
れ
る
。

コ
ピ
ー
は
氾
濠
し
、
と
く
に

線
利
だ
け
を
問
題
に
す
れ

日
本
や
倣
州
で
は
T

V
ゲ
|

ぱ
、
こ
の
一
定
の
見
解
は
た

ム
後
市
場
が
統
廃
し
で
い
る
だ
絞
判
所
の
判
断
を
待
つ
し

と
指
院
制
さ
れ
て
い
る
。
無
断
か
な
い
と
も
-Jえ
る
が
、
現

コ
ピ
ー
の
氾
澄
の
阪
肉
は
さ
災
に
T

V
ゲ
ー
ム
の
コ
ピ
ー

ま
ざ
ま
に
絡
ら
れ
て
い
る
が
、
に
対
し

(好
芯
的
で
あ
れ
そ

判
決
以
前
に
業
界
サ
イ
ド
で

実
務
上
検
討
を
要
す
る
課
題

そ
の
う
ち
は
M
も
虫
要
な
も
の
の
逆
で
あ
れ
)
処
刑悼
せ
ね
ば
際
面
で
T

V
ゲ
i
ム
は
ど
こ

の
ひ
と
つ
は
、
頼
似
す
る
ふ
な
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
函
か
ま
で
似
て
お
れ
ば
俗
利
佼
宮

た
つ
の
T

V
ゲ
ー
ム
の
場
合
ら
す
れ
ば
、
業
界
サ
イ
ド
で
と
な
る
か
」
を
中
心
に
、
業

に
ど
れ
ほ
ど
似
て
お
れ
ば
織

で

き

る

か

g
り
こ
の
一
定
の
界
サ
イ
ド
で
こ
の
緩
の
コ
ピ

利
侵
害
と
な
る
か
と
い
・
3
一

見
解
を
生
み
だ
し
て
お
く
ほ
-
論
争
の
諭
点
を
は

っ
き
り

定
の
見
解
が
な
く
、
は
っ
き
う
が
、
実
際
的
に
は
最
詳
の
と
浮
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

り
し
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思

方

法

と

も
言
え
る
。
し
か
し
こ
の
中
で
同
氏
は
、
西
独
ピ

私
は
、
私
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
瀞
問
と
、

一
九
八
二
年

一
月
二
十

一
白
、
西
独

・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

I
M
A
シ

ョ
ー
に
お
い
て
、
西
独
ピ
デ

オ
ゲ
l
ム
ス
社
の
オ
γ
ト
i
・

ソ
ル
ム
ス
氏
に
会
い
、
互
い

に
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
会
見
に
至

る
に
は
、
私
に
は
符
別
な
理

由
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
、

背
景
を
ま
ず
説
明
し
な
く
て

は
な
る
ま
い
。

ゲームマシン

|特別寄稿|

倣

① 

V
G
社

へ
の
申
し
入
れ

我
々
シ
グ
マ
は
、
昨
年
八
は
な
く
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

・

月
二
十
七
日
に
、
ピ
デ
オ
ゲ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
孜
々
の
そ

|
ム
ス
社
、
オ

ッ
卜
l
・
ソ
れ
と
は
災
な
り
、
ま
た
ゲ

l

ル
ム
ス
氏
に
対
し
、

「
ピ
デ
ム
内
容
に
つ
い
て
も
、
い
く

オ
ゲ
ー
ム
ス
社
が
製
迭
し
、
っ
か
の
必
典
、
フ
ィ

l
チ
ユ

版
光
し
て
い
る
『
ス
ー
パ
ー

ア
の
附
加
、
変
更
が
あ
る
こ

タ
ン
ク
』
ビ
デ
オ
は
、
我
々
と
を
沈
め
て
い
る
。
し
か
し
、

シ
グ
マ
が
開
発
、
製
造
、

販
そ
れ
で
も
な
お
、
シ
グ
マ
は
、

世冗
干し
て
い
る
『
レ
ッ
ド
タ
ン
「
ス
ー
パ
ー
タ
ン
ク
」
が
「
レ

7
』
ピ
デ
オ
(
改
良
版
、
恥
ツ
ド
タ
ン
ク
L

の
オ
リ
ジ
ナ

，l
p

‘，
 

が
ぴ
タ
ン
ク
』
を
含
む
)
に
ル
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と

緩
め
て
類
似
し
て
お
り
、
か
判
断
し
た
。
と
い
う
の
は
、

れ
ら
は
、
我
々
の
権
利
釘
俊
ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

争
し
て
い
る
と
我
々
は
判
断
双
方
が
相
違
し
、
い
く
つ
か

す
る
。
従
っ
て
ビ
デ
オ
ゲ
i

の
フ
ィ

l
チ
ユ
ア
の
変
更
、

ム
ス
社
は
シ
グ
マ
に
ロ
イ
ヤ

付
加
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も

リ
テ
ィ
を
支
払
え
」
と
ク
レ
か
か
わ
ら
ず
、
プ
レ
ヤ
l
の

i
ム
を
申
し
入
れ
た
。

多

く

、

あ

る

い

は

業

界

人

の

我
々
は
も
ち
ろ
ん
、
か
れ
多
く
が
、
「
ス
ー
パ
ー
タ
ン

ら
の
『
ス

|
バ
|
タ
ン
ク
」
ク
」
は
「
レ
ッ
ド
タ
ン
ク
」

が
、
我
々
の
「
レ
ッ
ド
タ
ン
の
コ
ピ

l

(
表
現
が
あ
ま
り

ク
」
の
デ
ッ
ド
コ
ピ

l

(
ゼ
適
切
で
は
な
い
が
)
だ
と
い

ロ
ッ
ク
ス

・
ス
レ
ー
ブ
)
で
う
印
晶
体
を
待
っ
て
い
る
と
す

原萩

か
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私
の
以
上
の
申
し
入
れ
、

婆
ボ
に
対
し
、
オ
ッ
ト
1
・

ソ
ル
ム
ス
氏
は
、
彼
の
信
念

に
必
づ
き
、
次
の
よ
う
に
反

論
し
て
き
た
。

③ 

第186号
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rR 209ンヲ」

1982~手4月 15 日
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1
 

，，.、

デ
オ
ゲ
l
ム
ス
社
の
T
V
ゲ

ー
ム
機
「
ス

ー
パ
ー
タ
ン
ク
」

が
、
シ
グ
?
の
T
V
ゲ
ー
ム

織
「
レ
y
ド
タ
ン
ク

{R
2

D
タ
ン
ク
)
」
と
矧
似
し
て

い
る
点
か
ら
、
両
社
の
れ
娘

を
阻
閉
め
て
符
観
的
に
減
則
し

『
ど
こ
ま
で
似
て
わ
り
れ
ば
俄

利
川
区
山
ほ
と
な
る
か
」
を
身
え

る
筋
道
を
、
ゲ
ー
ム
の
コ
ン

セ
プ
ト
(
ゲ
l
ム
内
谷

)

に

こ

の

特
別
得
術
文
は
、
こ

求
め
、
ソ
フ
ト
ヴ
ム
ア
や
ハ
う
し
た
総
出
来
を
全
世
界
に
問

l
ド
ウ
エ
ア
、
あ
る
い
は
キ
う
た
め
に
世
界
の
主
な
A
M

ヤ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
そ
れ
ぞ
業
界
紙
誌
に
送
ら
れ
た
。

本

れ
別
に
権
利
侵
害
を
主
娠
し

紙
は
以
上
の
趣
旨
で
{
英
文

う
る
も
の
ー
ー
と
し
て
い
る
。

版
は
前
号
で
)
同
氏
の
提
案

も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
の
点
で
も
を
広
〈
業
界
全
般
に
投
げ
か

縫
利
侵
害
を
主
張
す
る
こ
と

け
る
意
味
で
こ
こ
に
掲
載
す

は
で
き
る
が
、
T
V
ゲ
i
ム

る
《
編
集
部

Y

幽幽圃幽
i ， 

しぬ

る
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
プ
レ
ヤ
ー
や
業
界
人

が
そ
れ
を

「
類
似
品
だ
」
と

い
う
印
象
を
も
つ
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
、
孜
々
は
、

「
ス
ー
パ
ー
タ
ン
ク
」
は
『
レ

肉
体
の
コ
ピ

l
問
題
は
ゲ
ー

ム
コ
ン
セ
プ
ト
が
ム
主
要
と
の

考
え
で
あ
る
。
こ
の
方
向
は

間
巡
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
。
こ
の
わ
刀
向
が
定
ま
れ

ば
、
そ
れ
こ
そ
「
ど
こ
ま
で

似
て
お
れ
ば
般
利
俊
怖
と
な

る
か
』
が
次
に
あ
る
削
何
度
明

ら
か
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で

あ
る
。

ッ
ド
タ
ン
ク
」
の
ゲ

I
ム
コ

ン
セ
プ
ト

(ゲ

l
ム
内
容
)

お
よ
び
T

V
画
面
上
の
映
像

が
極
め
て
似
て
い
る
と
評
価

し
た
。

② 

比
較
-
分
析
の
結
果
示
す

枝
々
は
、
技
々
サ
イ
ド
で
、

『ス
ー
パ
ー
タ
ン
ク
L

と
「
レ 上段は rレ ツ F タンク」 の、 下肢は 'スーパー ~ ン 7 J のそれぞれ箇薗の写真

~親しみやすいゲ、ームマシンを誠意をこめてお届けグ可
大阪本科 大阪市南区高才町四番丁87-1 TEL 06)213-5255i-: 

テレ yクス J24523 BAL POND 
保込銀行住友銀行日本一支庖当座番号rn:OPHt]

車両東京支社 車京都港区東麻布 1 TEL 03)582-0857叱

ノ言ーリーサービス株式会社(s ゴールデンポーカー'"ート IIゴールデンー• ロイヤルマージャン

貴志惑の体験/ ダブルア

ップゲームもできる/

カラーTVポーカー ・プ

ラス ・連続大小ゲーム

9 

パネルの操作が容易

会箇所50枚賭け可能

アメリカーナ

パチンコのシマにそ

っく り入るサイズ.グ
バリー製品レンタルいたします

最
高
八
枚
投
入、

三
百
枚
払
出
し

風
俗
営
業
許
可
認
定
機
傾

11 

ッ

ド

タ

ン

ク

」

の

知

似

性

に

ジ

メ

ン

ト

の

範

聞

は

経

減

さ

し

て

は

、

パ

l
タ
ン
ク
」
は
「
レ

γ
ド

つ
い
て
比
較
分
析
を
行
な
い
、
れ
る
が
、

ピ
デ
オ
ゲ

l
ム
機

ω
ニ
人
プ
レ
!
の
幼
タ
ン
ク
」
の
権
利
侵
容
で
あ

そ
の
釘
和
総
栄
を
、
ォ
ッ
卜
と
い
う
商
品
の
持
つ
意
味
あ
台
、
遊
び
方
が
大
前
に
巡
る
と
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

l
・
ソ
ル
ム
λ
氏
に
送
付
し
、
い
か
ら
み
る
と
、
十
分
に
俗
ぅ
。

す
な
わ
ち
、
ハ
l
ド

・
ソ
フ

我
々
の
主
張
の
桜
拠
お
よ
び
利
の
川
枝
容
は
成
立
す
る
|

|

ω
、
シ
グ
マ
の
地
雷
ド

ト
ウ

ェ
ア
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

我
々
の
考
え
を
彼
に
伝
え
、
と
い
う
も
の

で

あ

っ

た

。

ッ

ト

が

、

「ス
ー
パ
ー
タ

l
シ
ス
テ
ム
が
同
一
か
否
か

早
急
に
協
議
し
、
本
件
を
解
私
は
そ
の
結
果
、
権
利
の
ン
ク
」
で
は
無
敵
タ
ン
ク
は
、
ピ
デ
オ
ゲ
l
ム
の
コ
ピ

決
し
た
い
と
要
求
し
た
。

綬

蓄

は

二

五

%

と

算

定

し

た

ド

7

卜
に
な
っ
て
い
る
。

l
問
題
に
は
な
ん
ら
影
響
を

私
の
分
析
の
結
果
は
要
約
(
こ
の
評
価
は
全
く
の
と
こ

ω、
最
初
の
パ
タ
ー
ン
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

す

る

と

|

|

ろ

客

観

的

す

ぎ

る

も

の

で

あ

を

完

成

さ

せ

る

と

、
次
に

し
か
し
な
が
ら
私
の
こ
の

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
り
、
弘
個
人
と

し

て

は

商

品

「

ス

ー
パ
ー
タ
ン
ク
」

パ

主

張
は
、
残
念
な
が
ら
、
明

ス
テ
ム
と
し
て
の
綴
似
性
は
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
一

O
O

タ
I
ン
の
ゲ
l
ム
が
「
ス
ら
か
に
私
の
主
張
が
正
し
い

な

い

。

(

ゼ

ロ

)

%

の

侵

害

を

主

張

し

た

か

っ

l
パ
|
タ
ン
ク
」
に
は
付
と
い
う
こ
と
を
オ
ー
サ
ラ
イ

@

ゲ

ー
ム
コ
ン
セ
プ
ト
た
)
。
こ
の
二
五
%
の
侵

害

加

さ

れ

た

。

ズ

す

る

に

足

り

る

法

的

な

前

お
よ
び
T

V
画
商

k
の
鎖
似
の
分
析
、
評
価
は
、
お
そ
ら
と
い
う
ゲ
l
ム
上
の
大
き
な

例
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

悦
に
つ
い
て
は
、

同

一
で
は
く
オ
ッ
ト
l
・
ソ

ル

ム

ス

氏

内

容

の

差

異

が

あ

る

。

な

い

(
か
つ
て
こ
の
般
の
問

な
い
が
、
よ
く
似
て
い
る
。
を
含
め
、
大
多
数
の
人
が
背

【也

T

V
画
面
上
の
映
像
題
に
対
し
、

明
確
に
、
虚
血

①

そ

れ

ゆ

え

、
全
体
と
定
す
る
だ
け
の
ト
分
な
説
得
叫
品
、
前
記
ゲ
l
ム
内
等
の
近
と
鮎
山
市
を
結
び
つ
け
た
悼
批
判

し
て
み
る
な
ら
ば
、
コ
ピ

l

力
が
あ
る
、
公
平
な
も
の
で
異
に
伴
な
う
点
と
、
さ
ら
いH

所
の
判
例
は
な
い
。
つ
ま
り
、

製
品
と
し
て
の
イ
ン
フ
リ
ン
あ
っ
た
と
弘
は
考
え
て
い
る
。
y
y
ト
の
配
列
符
い
く
つ
か
ど
れ
ほ
ど
似
て
い
れ
ば
俗
利

，l

・‘

1

ぷ

差

異

が

あ

る

。

佼

山

川

U

で
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
相

ソ
ル
ム
ス
氏
の

A

反
論
H

な
ど
の
理
由
を
浮
、
『
ス
逃
し
て
い
れ
ば
コ
ピ
ー
で
は

ー
パ

l
タ
ン
ク
」
は
『
レ
ッ
な
い
と
い
う
前
例
は
川
見
当
た

ほ
一
ハ

l
ド

・
ソ
フ
ト
ウ
ト
F

タ
ン
ク
」
と
明
ら
か
に
差
ら
な
い
)
。
ま
た
業
界
内
で

エ
ア
な
ど
コ
ン
ヒ
ュ

l
タ
i

災
が
あ
り
、
シ
グ
マ
の
俗
利
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
同
様
に

シ
ス
テ
ム
は
災
な
る
の
で
コ
を
侵
害
し
て
い
る
と
認
定
す

明
ら
か
な
規
範
は
な
い
。
む

ヒ
ー
で
は
な
い
。
独
自
開
発
る
に
は
歪
ら
な
い
。
従
っ
て
、
し
ろ
、
当
事
者
同
士
で
問
題

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
支
払
う
必
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
解

⑤

ゲ

l
ム
内
容
に
工
夫
、
婆
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
決
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

変
化
が
加
え
ら
れ
て
お
り
悶
あ
る
。

従
っ
て
、
過
去
の
前
例
に
基

一
で
は
な
い
。
符
に
ゲ
l
ム

づ

き
ト
レ
ー
ス
す
る
と
い
う

j

j

こ
と
は
緩
め
て
難
し
い
。

④

争

点

は

ど

こ

に

あ

る

か

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
が
相
違
し
て
も
同

一
ゲ
ー

も
ち
ろ
ん
私
も
、
彼
が
主
の
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
を
開
発
し
、
ム
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
権
利

張
す
る
以
前
か
ら
、
彼
が
主
製
造
販
売
し
て
も
、
ォ
リ
ジ
侵
害
に
問
わ
れ
た
例
は
、「ス

張
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ナ
ル
の
権
利
侵
害
に
は
な
ら
ペ

l
ス
イ
ン
ベ

l
ダ
|
」
「
ギ

ス
テ
ム
の
相
述
、
ゲ

l
ム

内

な

い

か

ど

う

か

。

ヤ

ラ

ク

シ

ア

ン

」

な

ど

が

有

容
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
認

B

オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ

i
ム
名
。
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
|

め
て
お
り
、
そ
れ
を
認
め
た
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

-
部
変
及
ム
の
で
部
を
変
更
し
た
ゲ
|

う
え
で
息
は
彼
に
徳
利
の
俊
し
て
色
や
型
、
ス
ピ
ー
ド
な
ム
が
当
事
者
聞
の
協
議
で
俄

宮
を
追
求
し
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ど
を
変
化
さ
せ
れ
ば
、
恨
め

利
俊
市
川
と
し
て
絡
将
が
つ
い

ィ
の
支
払
い
を
要
求
し
た
の
て
似
た
ピ
デ
オ
ゲ
1
ム

を

製

た
例
も
(
「
パ

γ
ク
マ
ン
」

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
私
造
販
先
し
で
も
俄
利
佼
舎
に
な
ど
}
あ
る
。

が
そ
う
主
川
惜
し
、
な
ぜ
そ
う
な
・
勺
な
い
か
ど
う
か
。

例
え

つ

ま

り

、
現
時
点
で
は
ど

要
求
す
る
の
か
、
そ
の
俄
拠
ぱ
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の
色
と
れ
く
ら
い
の
剣
似
は
俗
利
uu

は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
形
を
ほ
ん
の
少
し
変
え
れ
官
で
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の

紅
が
そ
・
フ
考
え
、
そ
う
要
求
ぱ
、
そ
れ
に
は
コ
ピ
l
プ
ロ
滋
災
が
あ
れ
ば
骨
印
さ
れ
る
か

し
た
畑
山
拠
は
緩
め
て
簡
単
で
ダ
ク
ツ
の
追
求
は
な
さ
れ
な
と
い
う
規
範
、
袋
織
が
明
ら

あ

る

。

い

か

ど

・

?

か

。

か
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
私
の
判
断
は
、
こ
う
し
た
る
。

ス
テ
ム
が
相
違
す
れ
ば
、
同

A
、

B
の
疑
問
に
基
づ
き
、

一
ゲ
l
ム
内
容
、
同
一
画
像
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
ス
ー

ROYAL MAH..JONG 
..守っτご使用下卓

GOLDEN POKER 
メダルゲーム穫は rメダルゲ

GOLDEN NINE PART AMERICANA 
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⑤ • • 
類
似
度
の
基
準
が
問
題

⑦ 

お
%
の
侵
害
は
認
め
る

以
上
が
会
見
の
論
旨
で
あ

る
。
つ
ま
り
オ
ッ
ト

l
・
ソ

ル
ム
ス
氏
は
、
ド
イ
ツ
に
お

い
て
は
、
他
人
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
と
る
こ
と
は
通
常
行
な

わ
れ
で
お
り
、
法
律
違
反
で

ヨピ
S
ヲ
4
ト

は
な
い
。
ま
た
著
作
権
に
つ

い
て
は
ま
っ
た
く
の
同
一
の

コ
ピ
l
ロ聞
で
な
け
れ
ば
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
権
利
侵
容
と
は

ー• 

第三稲榔便物認可ゲームマシン第186号1982年4月15日( 13) 

女コングに連れ去られたレディを救いに工事中のビルを駆けのぼります。

アップライトタイプ

スモール

アップライトタイプ

第 1画面(スロープ)

タルの落ちてくる方向に注慧 して

はしごをのぼります.

テーブルタイプ

-J 

リ-圃

.工事現場のシテュヱーションでたわむれる愉快なコングのキャラク~-。

. 次々と展開する湯函を時間内にクリ アー し、コングを上段へ追いつめます。

. ハンマー を持ってアタックする気分は壮快です。高得点にもなります。

・ ジャンプボ タンとコントローラーのハイテクニックで今までにないスリルを除わえます。

. ユニークな効果音はゲーム の 祭囲 気を一層盛りあげます。

-・

~、

占

ドンキーコンヲ.

で
は
な
い
た
め
シ
グ
マ
の
機

利
を
侵
容
し
で
い
な
い
。
但

し、

二
五
%
の
織
利
侵
害
は

認
め
る
が
、
そ
れ
は
法
的
に

問
題
は
な
い
し
、
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
を
支
払
う
に
匹
敵
し
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
「
ス
ー
パ
ー
タ
ン
ク
」

は
そ
れ
自
体
と
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
織
利
を
有
す
る
か
ら

1
1
!と
。

こ
の
点
は
さ
ら
に
言
い
換

え
れ
ば
、
オ
ッ
ト
l
・
ソ
ル

ム
ス
氏
は
、

「
レ
ッ
ド
タ
ン

な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
言
ク
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
権
利
を

い
換
え
れ
ば
、
同
一
ア
イ
デ
侵
害
し
な
い
よ
う
に
部
分
的

イ
ア
に
義
づ
い
て
作
ら
れ
た
に
修
正
、
変
更
を
加
え
た
と

似
た
も
の
も
、
そ
れ
自
体
と
い
う
の
で
あ
る
。
少
々
変
更

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
権
利
を
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
オ
リ

有
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ジ
ナ
ル
と
し
て
権
利
を
有
す

従
っ
て
、

「
ス
ー
パ

ー
タ
ン
る
と
い
う
こ
と
が
正
し
い
と

ク
」
も
「
レ
ッ
ド
タ
ン
ク
」
す
る
な
ら
、
そ
れ
も
私
に
は

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
と
っ
た
が
、
納
得
し
か
ね
る
。

全
く
の
同
一
(
そ
っ
く
り
)

⑧ 

ょの写真は 1MA82における西独ビデオゲー
ムス祉の展示物のようす(創集部}

す
べ

て
は
今
後
の
課
題

新日本企画
-= 口

平素1:1:格別の引立を賜り、厚〈御礼申し上げます。

現在好好発売中のビデオゲー ム機、 rpIONEER. 

BALLOON  (パイオニア ・バルーン )J は、弊社が

開発したオリジナル製品であります。従ってこの機械を

無断 で模倣または 、これに類似する商品と して 、製造・

改造・販売・広告 ・輸出する等の行為をするこ と及ぴこ

れらの機械を使用して営業することは、著作椛法、工業

所有機法、不正銃争防止法等に抵触し弊社の正当な権利

を侵害することになります。

つきましては、これらの行為のないよう充分にご注意

賜り業界の秩序の維持、健全な発展のために皆様のご協

力をお願い申し上げます。

なお万一 、途反行為があった場合lま、

態度で対応する所存でございますので、

いたします。

各{立のご理解を重ねてお願い申し上げます。

昭和57年 4月

弊社1:1:断悶たる

ここにお知らせ

英崎

こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
は
、
ソ
ル
ム
ス
氏
も
、
コ
ピ

l
閥

我
身
の
業
界
が
コ
ン
ピ
ュ

l

題
の
解
決
を
箆
む
が
ゆ
え
に

タ
ー
を
利
用
し
た
ゲ
l
ム
機
こ
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。

仰
を
利
用
す
る
た
め
に
生
ず
る

し
か
し
私
は
、
彼
が
我
々
の

剛
一複
雑
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と
考

剣
一る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
え
て
い
る
し
、
彼
は
侵
害
し

玲
一問
題
は
、
現
在
我
々
の
業
界
で
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

第
一が
直
面
し
て
い
る
最
も
頭
の
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
く
り
返

一痛
い
大
き
な
問
題
で
も
あ
る
。
し
言
う
が
、
ど
れ
だ
け
似
て

一ピ
デ
オ
ゲ
l
ム
は
コ
ン
ピ
ユ
い
れ
ば
侵
舎
で
、
ど
れ
だ
け

一
l
タ
l
技
術
を
利
用
し
て
い
迷
必
ば
綾
連
々
々
い
か
と
い

一
る
が
ゆ
え
に
、
コ
ピ
!
と
か
、
う
明
ら
か
な
基
準
が
、
業
界
し
た
状
況
は
自
分
も
好
ま
し

一
ア
イ
デ
ィ
ア
の
浴
用
な
ど
が
内
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て

い

と

は
考
え
な
い
。
嶋
田
が
コ

一容
易
で
あ
る
こ
と
は
縫
う
余
も
臨
時
立
し
て
い
な
い
し
、
ま
ピ
ー
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

一地
が
な
い
。
業
界
人
の
だ
れ
た
裁
判
所
の
判
例
も
な
い
と
だ
れ
も
新
ゲ
i
ム
を
創
造
し

一も
が
こ
の
例
題
を
、
後
然
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

一秩
序
正
し
く
解
決
さ
れ
る
こ
し
か
し
な
が
ら
こ
の
問
題
本
件
の
場
合
、
明
ら
か
に
コ

一と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
う
し
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、
業
界
ピ
ー
で
は
な
い
し
、
裁
判
で

'
一
た
状
況
下
に
あ
っ
て
昨
年
十
全
体
が
行
き
場
の
な
い
深
み
争
つ
で
も
私
の
主
張
が
正
し

、J
一月
に
は
「第
二
回
国
際
会
議
」
に
務
ち
込
み
か
ね
な
い
、
と
い
と
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
し

〆
一
が
東
京
で
聞
か
れ
、
当
社
の
い
う
心
配
が
あ
る
こ
と
も
事
貸
方
は
敗
け
る
と
確
信
し
て

三
一
社
長
も
、
ま
た
オ
ッ
ト
l
・

笑
で
あ
ろ
う
。

い

る

。

一

!

'

⑤

閑

重

ね
て
聞
く
が
、

ι一
⑥

ソ

ル

ム

ス

氏

と

の

問

答

た
と
え
法
律
に
違
反
し
な
い

一

と
し
て
も
、
企
業
人
の
モ
ラ

一一

以
上
が
今
ま
で
の
背
景
と
し
か
し
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
る
ル
と
し
て
似
た
よ
う
な
ゲ
l

J

一経
過
の
説
明
で
あ
る
。
次
い
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
で
は
法
待
ム
を
作
る
こ
と
は
不
都
合
だ

，r〓
で
、
ォ
ッ
ト
l
・
ソ
ル
ム
ス
違
反
で
は
な
い
。
み
ん
な
や
と
考
え
な
い
の
か
っ

一氏
と
の
会
見
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

答

ア

イ

デ

ィ
ア
を
他
か

一
っ
た
点
に
言
及
し
よ
う
。
③
問
し
か
し
、
プ
レ
ヤ
ら
と
る
こ
と
は
惑
い
こ
と
で

一①

問

「

ス

ー

パ

ー

タ

ン

l
や
業
界
人
の
多
く
は
「
ス
は
な
い
。
文
そ
れ
は
法
律
途

一
ク
」
は
「
レ
ッ
ド
タ
ン
ク
」

l
パ
l
タ
ン
ク
」
は

「
レ
γ

反
で
も
な
い
。
だ
れ
も
が
で

一
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
権
利
を
侵
ド
タ
ン
ク
」
の
コ
ピ
ー
だ
と
き
る
こ
と
だ
。

一位
回
し
て
い
る
と
私
は
み
な
す
容
易
に
認
識
し
て
い
る
が
ど
⑥
附
と
こ
ろ
で
貧
方
の

一が

、

ど

う

か

つ

う

か

?

ス

タ

ン

ド

(
小
間
)
に
「
Q
I

-一

答

ハ

i
ド
も
ソ
フ
ト
ウ
答
総
利
侵
害
は
シ
グ
マ

X
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、

日円一

ェ
ア
も
異
な
る
し
、
ゲ
l
ム

の
言
う
通
り
二
五
%
に
す
ぎ
こ
れ
は
タ
イ
ト
ー
か
ら
ラ
イ

8
4内
容
も
い
く
つ
か
変
更
を
加
な
い
。
こ
の
権
利
侵
答
は
ド
セ
ン
ス
を
受
け
た
の
か
ワ

引
一
え
て
お
り
、
コ
ピ
ー
だ
と
は
イ
ツ
で
は
法
律
途
反
で
は
な
答
シ
ョ
ー
の
前
に
、
タ

ー
一
恩
わ
な
い
。
つ
ま
り
権
利
侵
ぃ
。
ド
イ
ツ
で
は
ピ
デ
オ
ゲ
イ
ト
l
の
弁
哨
棋
士
か
ら
「
Q

日
一
容
を
し
て
い
る
と
は
考
え
な
|
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
保
殺

I
X
」
を
展
示
し
な
い
よ
う

内
一

ぃ
。
よ
っ
て
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
す
る
法
律
は

な

い

。

に

と

の

申
し
入
れ
が
あ
っ
た

月
一
を
支
払
う
べ
き
だ
と
は
考
え

@

削

た

と

え
法
律
途
反

イ
一
な
い
。

に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
悶

U
一②

問

し

か

し

、
ア
イ
デ
じ
業
界
人
と
し
て
モ
ラ
ル
上

8
一
ィ
ア
は
明
ら
か
に

「
レ
γ
ド
不
総
合
だ
と
考
え
な
い
の
か

ゆ
一
タ
ン
ク
」
か
ら
と

っ
た
も
の
つ

だ

と

思

う

が

、

ど

う

か

?

答

会

く

同

-
で
は
な
い

答

ア

イ

デ

ィ
ア
は
「
レ
場
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
法
律
で

ツ
ド
タ
ン
ク
」
か
ら
と
っ
た
。
保
護
は
な
さ
れ
な
い
。
こ
う

が
、
し
か
し
、
我
々
は
タ
イ

ト
ー
が
許
諸
し
た
人
か
ら

P

C
Bを
帥
購
入
し
た
の
だ
。
そ

の
人
は
タ
イ
ト
ー
に
す
で
に

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
払
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の

P
C
B
は
タ

イ
ト
l
に
オ
l
ソ
ラ
イ
ズ
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我

々
は
二
重
に
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

を
払
う
必
婆
は
な
い
し
、

ま

た
展
示
を
中
止
す
る
必
裂
も

旬
、。
4
L
 

問

し
か
し
、
タ
イ
ト
l

は
ラ
イ
セ
ン
ス
ボ
ー
ド
の
輸
私
は
本
稿
で
私
の
主
張
を
盗
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
」

出
を
制
限
し
て
い
る
と
思
う
述
べ
、
又
オ
ッ
ト
l
・
ソ
ル
と
い
う
オ
ッ
卜
l
・
ソ
ル
ム

が

|

|

。

ム

ス

氏

の
考
え
、
主
張
を
公
ス
氏
の
考
え
方
ゃ
、

「
法
律

答
そ
れ
は
タ
イ
ト
l
と
平
な
立
場
で
述
べ
た
つ
も
り
違
反
で
は
な
い
か
ら
」
と
い

日
本
の
ラ
イ
セ
ン
シ
l
の
悶
だ
。
私
は
私
の
考
え
が
正
し
う
彼
の
生
き
方
に
つ
き
、
私

の

問

題

だ

。

い

と

信

じ

る

し

、
ォ
ッ
ト
l
・

は
い
さ
さ
か
同
調
し
か
ね
る
。

⑦
閥
、
以
上
は
貸
方
の
考
ソ
ル
ム
ス
氏
も
ま
た
自
分
は
し
か
し
私
は
決
し
て
現
在
、

え

か

っ

正

し

い

と

考

え

て

い

る

。

彼

を

非

難

し

て

い

る

の

で

は

答

そ

う

だ

。

現
時
点
で
ど
ち
ら
が
正
し
な
い
。
ま
た
彼
を
惑
い
と
断

問
今
日
の
会
見
内
容
お
い
と
い
う
こ
と
を
私
が
み
ず
定
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。

よ
ぴ
あ
な
た
の
考
え
、
今
ま
か
ら
断
定
す
る
こ
と
は
談
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
考
え
方
、

で
の
経
過
な
ど
を
、

日
本
と
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
私
が
、
生
き
方
が
あ
る
わ
け
だ
し
、

米
国
の
業
界
紙
誌
に
公
開
し
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
訴
訟
を
社
会
、
業
界
は
そ
う
い
う
人

て

よ

い

か

っ

起

し

た

後

、
裁
判
所
が
そ
れ

逮
の
集
ま
り
で
織
成
さ
れ
て

答
も
ち
ろ
ん
機
わ
な
い
。
な
り
の
決
定
を
す
る
こ
と
に
い
る
現
実
を
、
我
々
は
し
つ

し
か
し
事
前
に
原
稿
を
見
せ
な
ろ
う
。
そ
の
判
例
が
、
今

か

り

と
見
す
え
な
く
て
は
な

て
欲
し
い
(
原
稿
は
見
せ
ら
後
の
業
界
の
ひ
と
つ
の
規
範
ら
な
い
の
で
あ
る
。

れ
、
了
ゑ
を
と
っ
た
〉

。

に

な

る

で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
私
は
、
オ
γ
卜
l
・
ソ
ル

臼
だ
。
し
か
し
、
私
自

身

は

ム

ス
氏
ザ
¥
他
人
の
ア
イ
デ

業
界
の

一
員
で
あ
り
、
そ
の
ィ
ア
を
と
る
こ
と
は
自
由
だ
」
、

立
場
か
ら
す
る
と
、
業
出
介
入
可
法
律
違
反
で
は
な
い
か
ら
」

同
士
の
問
題
を
裁
判
に
ょ
っ
と
主
張
し
て
、
次
に
ど
の
グ

て
決
定
し
な
く
て
は
な
ら
な

l
ム
に
類
似
し
た
ゲ
l
ム
を

い
こ
と
を
大
変
残
念
に
思
う
。
製
造
し
、
販
売
す
る
か
興
味

と
同
時
に
、

一
業
界
人
と
し
深
々
で
あ
る
。

て
「
他
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
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株式会社
代表取締役

謹② 

①4列、 どれでも好きな所tこBet
して下さい。

③ 1ケ所、 50点までBetできます。

③配当率は60%半固定で、完全自

動制御

④最高の配当は 1ケ所50点Betの

200倦の勝負、無制限て‘す。

⑤カードに..JOKER(..JACKPOT) 
が集れば、配当(;1:5倍で通常は

2倍です。

メダルゲーム割10l段置遺書につきましてU.rメダルゲーム場遺書基準J ~守っτご使岡下さい。

レジャーシステム

日東Iレクト口二クス(掛
〒577J巨大阪市長田東1丁目56 n(06)788-8855側

NITTO ELECTRONICS 卜56Nagatahigashi.Higash山 saka.577

。~(Ij(D)CE[pJ

卜Eオリジナル・パー

おいちょ・かぶ

マ95-1840

四

• 

' 

• 

• 

NEW MODEL 

不良貨問題を一挙に解決

コインセレクターによるロケーション管E里fF

。コインセレクター 900/F36 900/F 37(トータライザー付)

10円周・ 100円用、 1コイン-4コイン切答えがワンタッチで

できます。

0数最の多少にかかわらずご一報下さればお送りします

-詳細は本社また

I阜、営難所苦言に

カヲロヴをご繍

求下さい。

新築費11129拓国軍〈襲~æ53・517~曹}巳よって保置され
てL、るSのであり、これと岡じ喝置のコピ-o'ilを正当草
感"Jも砂しに製量販売し、ま.1:1<，、踊入便局し疋晋lこ却
して1<1、上記出願!こ係る発明書草~tJ出級公告されE税こ
澄!こ車つ〈補償童を幼虫し、まE法に革つ吉使間を差し
庄めらnることCもなり事曹ので'''11るコピー昂の周入
使用を事さらぬよう曹告型車しま苛.

昭総S牢6月

寛

720-A/F37 

京都港区南青山2-24・15膏山ヲワーピル2Fft03(40l) 6181 

営業所 /東京都台東区竜泉 3-7-3 苧110ft03(876)3405 

w 安代量販蹄彼

MODEL 

720-A 

直告
!M!!撃証書世aを筒鍵恩院のつ6$::ありガとうございま'1.。
当抵の聖'o'ill<l、その主犠植に杓Eり主障およびgaの鞭
蝿につ宮、持軒、jIl間謝罪、車涯曹を申8ーしており、 そ
の一回1<1、践に量銭帯よu:公開され、工業所青梅によっ
て保ildnて串り3''1.
当往のミ =~':I"(ーCAH. 1I昌特興昭51・11曽田-119却6

雪およひ実融自~52-剖592号、日・旬祖国号砲らひじ 55・
53212雪Cより出願公開在n~尭務事案にfh\り、畳鏡実用

信頼と妓衡のふれあい

NEW 

CAH-1 
実国コインコントロールズ柱と旭精工腕ガ永年
の綬衡と経般から作りあげた愈も小型で確実怠

横綱に愚大の収納容量をもっミニホッパー

〈仕機〉

・最大収納鍛 100円硬貨の場合….....1500枚
10円硬貨の場合.•...• ..•• 1300枚
25セン トサイX〆ダルー1200枚

阻硬貨払い出L:1分間(50Hz) ・H ・a・"220枚
(60HZ)............280枚

.カウントリミット ・マイクロスイ ッチ付

.モーター;定絡 1時間 50Hz 100V 90W 
(ファン付) 60Hz 100V 100W 

50HZ 24V“W 
60Hz 24V 48W 

サーマルプaテクター内蔵線開停止装貨車ぴ

冷却ファン付

.使用可能縫 17.5φ -27.0φ 

ミ=ホッパー

選参

匿盟

コインホッパーCH・
〈特徴〉

旬。家年の絞簡と経践で作り上げだ.小型で確実

怠機割障をもっ"コインホッパー"
Eコインを排出する位積は高く、全体の高さは

愚も低い.

3サイズガ自由lこ受換できる(20φ-30φ 〉

4.円盤のうしろに、ストラスト・べ戸リンクガ

入っているのでブレガ怠い.

〈佳織〉
・最大収納枚数 25(tメダル '500枚
・硬貨払い出し枚数 1介問
(50HZ)・"160枚以上 (ωHz)"'180牧L上

.モーター・定格時間連続
50Hz 100V 90W 60Hz IIOV 100W 
サーマル ・ブロテp，ー内蔵、
鶴間停止装自i&ぴ冷却ファン付

・使用可能コイン後21o -30φ 
.カウント周検知。 近嬢スイ yチ

、
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スリル溢れる 3次元ゲームが

未知なる戦いに君をかりたて~!!!

。テーブルタイプ

があります。

• • 

セ
ガ
・
タ
ー
ボ

ザ
q

卜・マン
パ ート 1

・ベルトコンベアから落ちて〈る型肝・貧・ピン

クの荷物をタイミング良〈キャッチ&スロー、

左右に動いている船に上手に積み上げτゆ〈

微妙なタイミングが、楽しめます。

・感漢の投げる石や、務E置をして〈るトロッコ

..ヒョイ、ヒョイと除けながら、指定の渇所

に全部積み上げるとパート 2に進めます。

ボー

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
い
た
驚
異
の
F
|
1
レ
l
ス

湯
所
を
と
ら
ず
、
お
求
め
や
す
い
価
格
で

人
気
急
上
昇

TURsO 

& 

ship 

ミニコックピット・タイプ

bαse 
robot 

セ
ガ

-
ザ
ク
ソ
ン

敵
基
地
深
く
侵
入
せ
よ
/

地
上
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
か
わ
せ
/

目
ざ
す
は
敵
司
令
ロ
ボ
ッ
ト
だ
:
・

素
晴
し
い
立
体
感
と
あ
ざ
や
か
な
色
彩
で

圧
倒
さ
れ
る
こ
の
迫
力
/

enemy 
giαnt 

the 

the 
Invαde 
destroy 

フ
ロ
ア
の
中
央
に
も
置
け
る
新
型
ミ
デ
ィ

パ ー ト2
・ベルト コンベアに祭っているダイナマイ ト岳、

ルンバのリズムに乗って、石を投げて落L、

タイミングを良〈キャッテ、安けそニなうと

量量発L、地面が1プロックずつ消滅するから

ご用心.ゲ悪漢が役げる石とダイナマイトを間

違えるとやられてιまうからこ'注愈下<l'~，。

コミカルで楽しさ一杯のテレビゲームです。

• • 

" 

， 

遊び方

・コインを入れると、ランプヵ'11わります。

・ス卜ップボタンを押すと、ランプが止まります。ロポットをねら

って止めて下卓い。

・タイムカウンターが，"0..になるまで何度でも、出来ます。

・ロポッ トのと二ろにランプが止まると、ブラウン管のなかのロポ

ットの同じ部舟のランプがつきます。

・5つの郵骨全部にランプがともると、合体成功、景品が出ます。
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ammml
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"
サ
・
力
ラ
テ
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セ
ガ
・
両
替
機

従
来
の
紙
幣
、
硬
貨
は
も
ち
ろ
ん
新
5
0
0
円
硬
貨
に
も
対

応
、一

台
で
両
替
と
メ
ダ
ル
貸
出
が
で
き
る

マ
ル
チ
ホ
ツ

パ
l
式
万
能
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
l

，
近
日
発
売
/。

エスコ貿易は新しいレジャーシステムを全世界に供給し続けています。

Still the Lωder in the World wide 
Distrib凶∞oftheN飢餓tin Leisure System 

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
「

m
N
A
O
ア
ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン
ト
・
エ
キ
ス

ポ
」
に
参
考
出
展
い
た
し
ま
し
た
「
S
U
B
R
o
c
-

3
D」
(
ま
た
は
「サ
ブ
ロ
ッ
ク

|
3
D
」
)
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
位
よ
り
絶
大
な
る
ご
好
評
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
S
U
B
R
o
c
-
3
D」(
ま
た
は

「
サ
ブ
ロ
ッ

ク

|
3
D
」
)
は
、
弊
社
が
松
下
電
総
産
業
株
式
会
社

と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
、
松
下
電
器
産
業
株
式
会

社
と
の
提
携
契
約
に
よ
り
弊
祉
が
近
日
発
売
を
予
定

い
た
し
て
お
り
、
同
商
品
の
立
体
ゲ

l
ム
シ
ス
テ
ム

に
か
か
わ
る
意
匠
及
び
簡
擦
に
関
す
る
権
利
放
び
に

そ
の
ゲ
ー
ム
の
内
容
に
関
す
る
著
作
権
等
の
諸
権
利

は
、
弊
社
が
保
有
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
無
断
で
同

商
品
の
模
造
口
問
ま
た
は
類
似
ロ
聞
を
製
造
、
販
売
、
広

告
、
輸
出
す
る
行
為
は
、
工
業
所
有
権
法
、
不
正
競

争
防
止
法
、
著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
諸
権

利
を
侵
害
す
る
と
共
に
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
業
界

の
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
業
界
の
発
展
を
随
哲
一目
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い

よ
う
十
分
な
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
万

一
、
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
弊
社

は
断
固
た
る
態
度
で
そ
れ
に
対
処
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
三
月

JUNGLER 
KOPUNCH  

Boxing Game! Dynamic SEGA's 
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ジ
ヤ
ン
グ
ラ

l

追
い
つ
追
わ
れ
つ
/
迷
路
に
展
開
す
る
ム
カ
デ
の

ス
リ
リ
ン
グ
な
生
き
残
り
ゲ
l
ム
。
新
発
売
/

セ
ガ

-
K
0
・
パ
ン
チ

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
K
O
パ
ン
チ
H
H
い

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム

東
京
都
大
田
区
羽
岡

一
丁
目
二
番
十
二
号

株
式
会
社
セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
。
フ
ラ
イ
ゼ
ス

代
表
取
締
役
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隼
雄
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録
は
、
遊
岡
地
と
ア
ト
ラ
ク
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
が
行

シ
ヨ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
な
わ
れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

安
全
商
に
払
っ
た
格
別
の
配
ッ
プ
(
研
究
集
会
)
を
後
援

慮
を
物
語
っ
て
い
る
。
ォ
ペ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
I
A

レ
1
7
!
と
業
界
で
は
ひ
き
A
P
A
の
努
力
は
そ
の
会
員

続
き
印
象
的
と
も
言
え
る
こ
の
施
設
で
働
い
て
い
る
乗
物

の
安
全
伎
の
記
録
の
維
持
と
の
安
全
専
門
家
た
ち
に
好
評

改
警
を
図
っ
て
い
る
。
安
全
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
き
た
。

性
の
資
任
は
何
よ
り
も
遊
闇

I
A
A
P
A
は
こ
れ
ら
乗
物

地
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
自
体
の
安
全
に
関
す
る
専
門
家
た

に
然
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ち
が
定
期
的
に
会
合
を
持
つ

I
A
A
P
A
の
会
員
は
、
メ
こ
と
を
奨
励
し
、
こ
れ
ら
の

ン
テ
ナ
ン
ス
と
オ
ベ
レ
ー
シ
集
会
の
一
部
に
つ
い
て
そ
の

ヨ
ン
と
従
業
員
訓
練
を
通
じ
フ
才
l
ラ
ム
(
公
開
討
論
場
)

て
、
管
理
す
べ
き
遊
悶
施
設
の
役
を
は
た
し
て
き
た
。
乗

の
安
全
性
に
対
し
積
極
的
に
物
の
メ
ー
カ
ー
も
業
界
規
模

取
組
ん
で
い
る
。
遊
園
地
・
の
研
修
会
を
催
し
て
い
る
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
施
設
は
会
多
く
の
州
や
地
方
自
治
体
の

米
、
州
お
よ
び
地
方
の
法
規
戦
貝
が
、

事
故
防
止
プ
ロ
グ

に
滋
拠
し
て
い
る
事
笑
を
見
ラ
ム
に
つ
い
て
遊
闘
地
の
戦

過
ご
す
人
は
多
い
。
さ
ら
に
員
を
支
緩
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
州
政
府
と
地
方
自
治

体
で
乗
物
に
つ
い
て
の
現
場
・

非
破
壊
検
益
を
含
む
各
種
の

検
変
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
笑
施
し

て
お
り
、
そ
の
数
は
増
加
す

る

一
方
で
あ
る
。

数
年
に
わ
た
り
、
I
A
A

P

A
は
全
米
検
査

・
資
材
協

会
(
A
S
T
M
}
と
と
も
に
、

遊
戯
施
設
の
規
格
策
定
作
業

の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
だ
け

で
な
く
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
、

A
S
T
M
-
F
l
M
委
員
会

(
訳
注
1
)
の
活
動
に
参
加

す
る
よ
う
奨
め
て
き
た
。
ま

た
I
A
A
P
A
は
最
近
、
規

格
の
開
発
を
促
進
す
べ
く
、

A

S
T
M
委
員
会
の
た
め
に、

安
全
性
に
関
す
る
専
門
的
な

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
ひ
と
り
勤
務

さ
せ
て
、
研
究
中
の
各
種
規

格
を
具
体
的
な
か
た
ち
で
ま

と
め
は
じ
め
た
。
こ
の
努
力

は
関
連
業
界
多
数
の
人
々
や

A
T
S
M
の
成
来
を
監
視
し

て
い
る
C
P
A
s
e
の
協
力

・

了
解
を
え
て
、
進
展
中
で
あ

'hv

。遊
園
施
設
の
安
全
性
は
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
問
題

で
あ
る
。

一
般
の
人
々
に
安

別
年
版
l
A
A
P
A
安
全
白

か
り

遊
闘
地
お
よ
び
ア
ト
ラ
ク
の
負
傷
千
三
百
三
十
四
件
は
乗
物
機
の
上
や
中
で
起
こ
る

シ
ョ
ン
の
業
界
は
遊
戯
を
扱
五
千
三
百
三
十
凶
件
と
な
り
、
負
傷
件
数
の
う
ち
、
乗
物
白

河
-う
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
う
ち
二
百
四
件
が
-
晩
体
に
起
因
す
る
も
の
は
わ
ず

剣
一
そ
れ
は
ま
た
業
務
を
生
ま
じ
の
入
院
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
五
百
七
十
五
件
(
八
%
)

剛
一
め

に

と

ら

え

て

い

る

。

業

界

に

な

る

。

で

あ

る

。

こ

の

因

果

関

係

は

珂
一
筋
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
遊
死
亡
件
数
は
、
七
九
年
の
先
に
述
べ
た
消
費
製
品
安
全

第
一
図
地
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
釆
マ
l
ソ
ウ
ミ
報
告
で
一
件
、
委
員
会
(
C
P
S
C
)
の
報

一
物
施
設
は
、

一
般
向
け
の
最
七
六
年
の
ホ
ワ
1
ト
ン
報
告
告

(
原
注

3
)
で
は
見
過
ご

一
も
安
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
で
は
皆
無
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。

一
ン
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
消
費
製
品
安
全
委
員
I
A
A
P
A
の
た
め
に
用

一
一
九
八

O
年
に
商
カ
リ
フ
庁
会
(
C
P
S

C
)
に
よ
る
と
、
意
さ
れ
た
?
|
ソ
ウ
ミ
、
ホ

一
ル
ニ
ア
大
学
の
エ
ス
フ
ァ
ン
同
年
に
七
件
の
死
亡
を
報
じ
ワ
l
ト
ン
の
両
研
究
で
示
さ

一
デ
ィ
ア
ー
ル

・
?
l
ソ
ウ
ミ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
れ
た
数
字
か
ら
蓄
え
る
こ
と

一教
授
が
I
A
A
P
A
の
た
め
は
管
理
者
の
い
な
い
運
動
場
は
、
毎
年

一
億
七
千
万
人
ほ

一
に
実
施
し
た
統
計
調
変
(
原
設
備
、
シ
ヨ

y
ピ
ン
グ
セ
ン
ど
の
人
々
が
十
億
図
あ
ま
り

一
注
1
)
な
ら
び
に
、
ペ
ン
シ
タ
l
に
あ
る
硬
貨
作
動
式
釆
乗
物
に
乗
る
こ
と
か
ら
考
え

一
ル
パ
ニ
ア
大
学
ホ
ワ
l
ト
ン

・
物
機
、
シ
ー
ソ
ー
、
乗
り
物
る
と
、
乗
物
機
に
起
因
す
る

・
一

ス
ク
ー
ル
が
七
七
年
に
行
な

‘
z
'
P
‘
‘
.
‘
.
・

d

，

‘

，

ン
T
PM調
査

(5
2)に基

L
凡
退
問

K
E時
I
h
v
L
/
E
Y
苧

F

一

J
1
5

，円コ
LWEJ'χ

、、》、，
w

J

〆
一
づ
く
信
頼
で
き
る
後
計
に
よ

ι
e
1
d

メ
-

-

E

何

，

、

，

ー

、

、

三
一
る
と
、
遊
間
地
に
足
を
逮
ん

-

E

L

I

-

-

-

l

E

'

'

E

B

-

-

t

t

l

v

三

で
く
る
年
間
一
億
七
千
万
人

峨
伺

P
E
司
キ
'
z
h
a
E
a
E司
監

J
H
U
B
E
E
R唱

三

の
利
用
答
の
う
ち
、
乗
物
施

γ刷
F

，
宿

B

'

e

、官，
E
B
E
E

・'
J
J
三
J

I

J

d

J
一設

な

ど

に

よ

る

負

傷

者

は

、

こ

こ

に

紹

介

写

る

の

は

昨

年

の

|

A

A

P

A

エ

キ

ス

一一
わ
ず
か
0
・

0
0
0
2
%

以

ポ

の

機

関
か
れ
た
が
広
報
セ
ミ
ナ
ー
H

で
発
表
さ
れ

人
一
下

の

剣

合

で

あ

る

。

た

例

年

版

「

|

A

A

P

A

安
全
白
書
」
で
あ
る
。
協

ウ
一

七
九
年
(
最
新
デ
ー
タ

と

会

の

議

活

動

の

ひ

と

つ

の

万

法
と
し
て
大
い
に
参

一な
っ
て
い
る
)
に
行
な
わ
れ

警
に
怠
る
と
蓄
え
ら
れ
る
(
一
編
集
部
)可

一た
あ
ら
ゆ
る
規
模
の
百
七
施
玩
具
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
税
負
傷
の
少
な
さ
は
ほ
と
ん
ど
遊
園
遊
設
そ
の
も
の
は
保
険

一設
か
ら
の
幕
放
報
告
に
基
づ
類
の
娯
楽
装
還
を
含
め
て
い
信
じ
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
業
者
の
代
幾
人
に
よ
る
厳
し

一く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
合
衆
る
も
の
で
あ
り
、
遊
園
地
の
あ
る
。
例
、
え
ば
最
新
デ
1
7
ぃ

。リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
e

一園
内
の
五
百
八
の
遊
関
地
と
乗
物
施
設
で
発
生
さ
れ
た
と
で
あ
る
七
八
年
度
の
C
P
S
検
査
を
受
け
て
い
る
。
こ
の

一
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
施
設
で
お
さ
れ
る
死
亡
事
故
な
ど
の
内
C
報
告
に
よ
る
と
あ
ら
ゆ
代
理
人
た
ち
は
、
最
新
の
安

一き
た
事
故
で
、
医
者
に
見
せ
訳
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
る
遊
関
施
設
に
よ
る
負
傷
件
全
の
開
発
と
笑
施
に
あ
た
っ

一
る
必
婆
の
あ
っ
た
の
は
わ
ず
は
な
い

。

数

よ
り
も
体
操
設
備
(
一
方

て

遊

闘
地
所
属
の
安
全
蘭
と

時
一
か
四
千
六
百
九
十
三
件
で
あ
マ

i
ソ
ウ
ミ
報
告
に
よ
る

三
千
八
百
二
十
件
)
、
サ
ッ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
専
門

ιと

り
、
そ
の
う
ち
入
院
を
し
た
と
、
乗
物
関
係
負
傷
事
放
の
カ
l
(
一
万

一
千
四
十
六
件
)
、
家
と
密
接
に
協
力
を
行
な
っ

口
一
も
の
は
百
三
十
七
件
だ
け
で
う
ち
、
乗
物
自
体
に
起
因
す
非
公
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
て
い
る
。

es
一
あ
っ
た
|
と
マ
|
ソ
ウ
ミ
る
も
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
二
万
一
千
十
三
件
)
、
乗
安
全
性
は
五
百
以
上
の
遊

日
一

報

告

は

伝

え

て

い

る

。

る

。
先
ほ
ど
掲
げ
た
四
千
六
回
向
(
六
千
百
一
件
)
、
ピ
リ
図
地
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
施

日
一

ホ
ワ
l
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
百
九
十
三
件
の
乗
物
に
よ
る
ヤ
ー
ド

(
五
千
五
百
七
十
一
設
を
抱
え
て
い
る
業
界
の
最

月
一
の
研
究
報
告
(
七
六
年
)
は
、
負
傷
に
は
乗
物
の
状
態
や
遂
件
)
な
ど
に
よ
る
負
傷
件
数
も
注
意
を
傾
け
て
い
る
こ
と

4
一
百
二
十
七
施
設
に
お
け
る
事
転
と
は
無
関
係
な
原
因
、
す
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
。
が
ら
な
の
で
、
安
全
性
に
関

川
一
故
報
告
に
基
づ
き
、
マ
ー
ソ
な
わ
ち
、
怒
ふ
ざ
け
や
保
護
事
笑
、
製
品
関
述
負
傷
者
数
す
る
専
門
知
識
や
情
報
の
相

8
一
ウ
ミ
報
告
と
比
例
的
に
見
て
者
の
不
注
意
な
ど
に
よ
り
生
で
み
る
と
、
C
P
S

C
の
報
互
交
換
に
は
努
力
が
集
め
ら

ゆ
一

ほ
ぽ
類
似
し
た
数
値
を
示
し
じ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
告
す
る
百
七
十
五
品
目
中
、

れ
て
い
る
。
I
A
A
P
A
は
、

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ぞ
れ
欠
陥
ま
た
は
故
障
例
を
含
む
遊
関
施
設
に
よ
る
負
傷
数
は
安
全
情
報
の
。
交
換
所
ν

と

を
五
百
八
ヵ
所
に
換
算
し

て

実

際
の
背
中
例
報
告
に
纂
づ
い
百
六
十
四
位

と

低

い

。

し

て

努

め

る

ほ

か

、
最
新
の

み
る
と
、
ホ
ワ
1
ト
ン
報
告
て
、
マ
|
ソ
ウ
ミ
報
告
で
は
、
こ
の
見
事
な
安
全
性
の
記
技
術
進
歩
、
規
給
お
よ
び
安

ゲームマシン
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サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
H

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
守
れ
U

運
動
に

気
前
よ
く
百
万
ド
ル

寄
付
し
た
ア
タ
リ
社

第三根要事便物ag可

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ケ

ー
ブ

ル
カ
ー
と
吾
一一回
え
ば
、
日

本
で
も
広
〈
知
ら
れ
て
い
る

ほ
ど
有
名
だ
が
、
こ
の
ほ
ど

米
国
ア
タ
リ
社
は
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
，
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
を
守
れ
e

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

に
参
加
、
百
万
ド
ル
を
寄
付

し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

「
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
守
る

委
員
会
」
の
ケ
ネ
ス
・
デ
ル

議
長
(
米
国
シ
エ
プ
ロ
ン
社

の
社
長
で
も
あ
る
)
に
よ
る

と、

三
月
九
回
、
ア
タ
リ
社

が
百
万
ド
ル
寄
付
し
た
こ
と

で
、
目
線
額
一
千
万
ド
ル
に

一
段
と
近
づ
き
七
百
万
ド
ル

の
基
金
と
な
っ
た
。
こ
の
日

ア
タ
リ
社
の
レ
イ
モ
ン
ド
・

カ
サ
|
ル
会
長
は
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
ダ
イ
ア
ン

・

フ
ェ
イ
ン
ス
テ
イ
ン
市
長
と

と
も
に
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

ω

番
線
の
折
返
し
地
で
盛
犬
な

贈
呈
式
に
出
席
し
た
。
催
し

は
mw
番
線
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
、
「
ア
タ
リ
・
8
0
0
ホ
ー

ム
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
」
と

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
用
い
て
表

わ
さ
れ
た
人
気
T

V
ゲ
l
ム

の
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
愉
快
な

音
楽
バ
ン
ド
が
乗
り
込
み
、

H

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
守
れ
e

と
遂
ゆ
く
人
に
訴
え
る
形
で

進
め
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
な
鳴

り
も
の
入
り
の
贈
呈
式
と
な

っ
た
。カ

サ
|
ル
会
長
は
「
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
市
だ
け
で
な
く
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
湾
地
方
(
ベ
イ

エ
リ
ア
)
の
た
く
ま
し
い
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
。
私
は
こ
の

市
の
住
民
で
あ
り
、
ま
た
ア
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好
決
算
で
親
会
社
の

W
C
I
杜
も
好
業
績

アタリ社

ア
タ
リ
社
そ
の
も
の
の
決

算
状
況
は
明
ら
か
に
き
れ
て

い
な
い
が
、
親
会
社
で
あ
る

ワ
l
ナ
l
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
社
(
W
C
I
)
が

こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
し
た
と

サンフランシスコのケーブルカーを守るため 100方ドル寄付した7?リ栓のカサール会長

(左)と寄付金贈呈式の鍋Lを盛上げる7エインステイン市長

こ
ろ
に
よ
る
と
、
W
C
I
社

グ
ル
ー
プ
は
記
録
的
な
好
決

算
と
な
っ
て
い
る
が
、
な
か

で
も
ア
タ
リ
社
を
含
む
コ
ン

シ
ュ

ー
マ
|
-
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス

(
C

E
)
邸
内
は
売

上
げ
・尚
で
十
二
億
ド
ル
と
ニ

セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン
社

全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
義
耽
初
で
あ
る
ば
か

リ
で
な
く
、
か
れ
ら
の
事
業

が
成
功
す
る
か
ど
う
か
も
ま

さ
に
そ
れ
に
か
か
っ
て
い
る
。

ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

ン
ト
産
業
は

安
全
か
つ
優
良
な
娯
楽
を

一

世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
提
供

し
絞
け
て
お
り
、
そ
れ
は
ま

た
リ
ピ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
(
繰

り
返
し
統
け
ら
れ
る
業
務
)

に
依
存
し
て
い
る
。
業
界
の

ず
ば
抜
け
た
安
全
記
録
を
維

持
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
こ
の
世
間
界
は
大
規
模
な

崩
落
を
招
く
こ
と
と
な
る
だ

ろ
う
。
当
業
界
の
こ
の
安
全

記
録
は
、
優
れ
た
従
業
員
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
厳
格
な
保

険
検
定
お
よ
び
万
全
の
管
理
・

点
検
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
技
術
進
歩
と
高
度
化
が

実
現
さ
れ
る
中
で
、
現
在
す

で
に
郷
や
か
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
安
全
記
録
は
、
さ

ら
に
改
善
き
れ
る
こ
と
で
あ

ろ、フ。
(
瓜
注
1
)
「
遊
蛾
乗

物
に
お
け
る
負
傷
統
計
」
(
}

九
七
九
年
)

(
岡
県
注
2
)

「

遊
闘
地

お
よ
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
産

業
の
経
済
的

・
文
化
的
影
間官

に
関
す
る
研
究
」

(
原
注
3
)

こ
の
商
を

含
む
C
P
S
C
の
報
告
方
式

の
持
っ
そ
の
他
の
重
大
な
欠

陥
の
批
判
的
分
析
に
つ
い
て

は
、
「
消
費
者
製
品
安
全
委

員
会
の
、
全
米
負
傷
事
故
電

子
監
瞥
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
、

逃
蛾
乗
物
に
よ
る
も
の
を
含

む
負
傷
事
故
の
サ
ン
プ
リ
ン

グ
の
妥
当
性
、
推
計
手
続
き

お
よ
び
推
計
に
関
す
る
分
析
」

を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
分
析

は、

一
九
八

O
年
九
月
に
、

南
カ
リ
フ
方
ル

ニ
ア
大
学
の

E
・
マ
l
ソ
ウ
ミ
教
授
が
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
訳
注
1
}

A
S
T
M

の
中
に
あ
る
い
く
つ
か
の
小

委
員
会
の
ひ
と
つ
で
、
遊
戯

乗
物
機
な
ど
の
安
全
対
策
な

ど
を
行
う
も
の
。
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て
い
る
。
今
回
の
好
決
算
は

よ
ほ
ど
す
さ
ま
じ
い
も
の
ら

し
く
、
C
E
部
門
の
う
ち
で

も
ア
タ
リ
社
の
好
業
績
が
W

C
I
社
自
体
の
成
綴
を
六
五

%
も
引
上
げ
る
絵
白
木
と
な
っ

た
ー
ー
と
さ
れ
て
い
る
(
な

お
W
C
I
社
の
八

一
年
度
純

利
益
は
二
億
二
千
六
百
万
ド

ル
、
売
上
げ
高
は
三
寸
二
億

三
千
七
百
万
ド
ル
だ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
)。

他国に
、
ま
た
営
業
収
益
で
二

億
八
千
七
百
万
ド
ル
と
四
倍

に
な
る
な
ど
、
め
ざ
ま
し
い

も
の
が
あ
る
ー
ー
と
し
て
い

W
C
I
社
の
C
E
部
門
に

は
ア
タ
リ
社
、
ニ
ッ
カ
|
ポ

ッ
カ

|
・ト
イ
社
、

マ
リ
ブ
・

グ
ラ
ン
プ
リ
社
の
三
社
が
あ

り
、
う
ち
ア
タ
リ
社
は
業
務

用
T
V
ゲ
|
ム
機
、
家
庭
用

T

V
ゲ
|
ム
、
家
庭
用
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
を
製
造
し
て
き

目
、
英
、
伊
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
許
諾

三
機
種
、
同
時
発
売

米
国
の
セ
ン
チ
ュ
リ

i
社

米
国
の
セ
ン
チ
ュ
リ
|
社

(
本
社
フ
ロ
リ
ダ
州

ハ
イ
ア

レ
l
、
エ
ド
・
ミ
ラ
l
社
長
)

で
は
こ
の
ほ
ど
、

T

V
ゲ
ー

ム
機
三
機
種
を
い
ず
れ
も
外

国
か
ら
の
製
造
許
諾
を
受
け

て
発
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

三
機
援
と
そ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ー
カ
ー
は
次
の
と
お
り
。

①
コ
ナ
ミ
工
業
か
ら
「
ロ
コ

モ
ー
シ
ョ
ン
(
ガ
ッ
タ
ン

・

ゴ
ッ
ト
ン
)
」
、
②
英
国
の

A
W
ジ
レ
ッ
ク

・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
任
か
ら
「
ザ

・
ピ

ッ
ト
」
、
③
イ
タ
リ
ア
の
オ

リ
ン
ピ
ア
社
か
ら
「
D
|
D

A

Y

(
デ
ィ
l
デ
イ
)
」
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
同
社

で
は
珍
し
く
三
機
磁
同
時
発

よ
い
し
、
左
ボ
タ
ン
、
右
レ

バ
ー
で
も
よ
い
ー
ー
と
い
う

設
計
発
想
な
の
で
あ
る
。
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
で
あ
れ
、
テ
ー

ブ
ル
型
で
あ
れ
、

右
き
き
の

イ
す
る
わ
け
だ
(
レ
バ
ー
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
し
か
惣
定
し
な

一
本
し
か
な
い
か
ら
、
交
替
い
の
で
は
な
く
、
両
方
の
き

で
使
う
し
か
な
い
)
。
で
は
き
腕
に
適
合
す
る
よ
う
に
な

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

お
き
き
で
も
友
き
き
で
も
使
こ
の
種
の
ふ
た
つ

ボ
タ
ン

え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

方
式
は
、
米
国
で
は
今
日
常

右
ポ
タ
ン
、
左
レ
パ

ー
で
も
識
と
さ
れ
て
い
る
。

「
ザ
ク
ソ
ン
」

で
見
る

米
国
製
行
げ
の
意
味

セガ/デレムリン社製rザクソンJ
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売
と
な
り
、
米
国
の
主
婆
都

市
で
あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー

ク
を
は
じ
め
に
、
全
米
一
斉

に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
や
英
国
の
、
悶

際
的
に
は
有
名
で
な
い

メ
ー

カ
ー
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受

け
た
こ
と
に
関
し
て
、
ミ
ラ

ー
社
長
は
「
な
に
も
優
れ
た

T
V
ゲ
l
ム
開
発
は
日
本
や

米
国
だ
け
で
行
な
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
優
れ
て

い
る
と
恩
わ
れ
る
T
V
ゲ
ー

ム
な
ら
、
日
本
や
米
国
以
外

か
ら
で
も
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受

け
る
の
は
当
然
」

と
し
て
い

る。

「
要
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

求
め
て
い
る
ゲ
ー
ム
の
ク
オ

リ
テ
ィ
(
品
質
)
で
あ
る
」

と
述
べ
、
売
れ
る
も
の
な
ら

と
い
う
愈
釘
刈
込
み
で
今
後
も

ど
し
ど
し
製
造
許
絡
を
受
け

る
様
、え
を
示
し
て
い
る
。

5周年迎えた

フリッパ一、ジューク製造

タ
リ
社
の
従
業
員
の
う

千
五
百
人
は
こ
の
エ
リ
ア
に

住
ん
で
い
る
。
山私
た
ち
は
こ

こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
お
り
、
な
に
か

役
立
ち
た
い
と
望
ん
で
い
た

が
、
こ
の
ほ
ど
ア
タ
リ
祉
の

親
会
社
で
あ
る
ワ
|
ナ
l
-

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
社

(W
C
I
)
が
本
た
ち
の
努

力
を
支
持
し
て
く
れ
た
お
か

げ
で
、
百
万
ド
ル
の
寄
付
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

サ
ン
フ
ザ
フ
ン
シ
ス

コ
の
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
の
歴
史
は

一
八

七
三
年
八
月
に
さ
か
の
ぽ
る
も
し
市
が
一
千
万
ド
ル
用
意

と
苔
わ
れ
る
。
急
な
坂
の
多
す
る
な
ら
ば
、
残
り
約
八
割

い
こ
の
市
で
、
安
全
一で
便
利
を
支
出
し
て
よ
い

、
と
の
考

な
こ
の
市
内
交
通
機
関
は
E
E

え
を
明
ら
か
に
し
た
。
ケ

|

い
関
市
民
に
貌
ま
れ
て
き
た
ブ
ル
カ
l
を
守
る
た
め
岡
市

が
、
最
近
廃
止
が
と
り
ざ
た
の
市
民
た
ち
は
、
非
営
利
の

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
「
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
守
る
委

一
九

O
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
ブ
ラ

シ
ス
コ
大
地
震
と
大
火
で
も
イ
ベ
l
ト
な
分
野
で
の
募
金

と
の
同
四
番
線
は
破
楠
噴
き
れ
、
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
う
し

一
年
後
に
復
旧
し
た
。
し
か
て
、
ア
タ
リ
社
に
よ
る
寄
付

し
最
近
判
明
し
た
こ
と
だ
が
、
を
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

市
で
も
評
判
の
良
い

こ
の
ケ
業
や
グ
ル
ー
プ
や
例
人
か
ら

-
ブ
ル
カ
l
シ
ス
テ
ム
は
微
寄
付
金
が
集
ま
り
、
今
や
七
友
の
写
真
は
米
関
セ
ガ
社

底
的
に
分
解
修
理
す
る
か
、
百
万
ド
ル
に
途
し
た
わ
け
だ
向

/グ
レ
ム
リ
ン
社
の
T
V
ゲ

放
棄
し
て
し
ま
う
か
、

い
ず
ま
だ
目
標
額
に
は
三
百
万
ド
ー
ム
機
「
ザ
ク
ソ
ン」

、
ア

れ
か
の
途
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ル
不
足
し
て
い
る
が
、
ヶ
l

ッ

プ
ラ
イ
ト
(
一
、
二
人
用
)

な
い
こ
と
が
次
第
に
は

っ
き

プ
ル
カ
|
シ
ス
テ
ム
の
分
解
で
あ
る
。
ゲ
|
ム
内
容
は
す

り
し
て
き
た
。
分
解
修
理
計
修
理
計
閣
は
楚
々
と
進
め
ら
で
に
日
本
の
セ
ガ
社
か
ら
発

函
に
は
五
千
八
百
二
十
万
ド
れ
て
お
り
、
八
二
年
九
月
に
発
さ
れ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
型

ル
も
の
費
用
が
見
込
ま
れ
た
。
も
着
工
さ
れ
る
見
と
お
し
と
「
ザ
ク
ソ
ン
」
と
同
じ
。

連

邦

政

府

の

運

輸

省

は

、

な

っ

て

い

る

。

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

レ

バ

!

の

左
お
に
フ
ァ
イ
ア
1
ボ
タ
ン

が
ひ
と
つ
ず
つ
計
ふ
た
つ
あ

る
が
、
こ
れ
は
二
人
用
で
使

用
す
る
さ
い
に
同
時
に
フ
ァ

イ
ア
ー
ボ
タ
ン
を
ふ
た
り
で

押
す
た
め
ー
ー
で
は
な
い
。

二
人
用
の
場
合
は
通
常
の
二

人
用
と
し
て
、
交
互
に
プ
レ

スターンネ土

TV、

米
国
の

ス
タ
ー
ン
・
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
(
本
社
シ

カ
ゴ
、
ゲ
ー
リ
l
・
ス
タ
ー

ン
社
長
)
は
こ
の
ほ
ど
、
同

社
設
立
五
周
年
の
記
念
行
事

を
行
な
う
と
と
も
に
、
A
M

機
の
多
角
的
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
方
針
を
機
認
し
た
。

ス
タ
ー
ン
径
は

一
九
七
六

年
の
纂
に
、
シ
カ
ゴ
コ
イ
ン

社
を
有
す
る
シ
カ
ゴ
・
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
(
C
D
I
)
祉

を
買
い
と
る
た
め
に
、
設
立

さ
れ
た
。
C
D
I
社
を
貿
い

と
っ
た
こ
と
で
、
ス
タ
ー
ン

操作レバー憲高級品

2・4・8方向:a:えは

チップ茸債のみ鮒IJ!里・改造に際して I~電気用品取締法を遵守しま しょう

• • 

祉
は
フ
リ
ッ
パ
l
メ
ー
カ
ー

だ
っ
た
シ
カ
ゴ
コ
イ
ン
祉
の

業
務
を
事
実
上
引
継
い
だ
こ

と
に
な
る
。
笠
七
六
年
、
同

社
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
リ
サ

ー
チ
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
(
U

R
L
)
社
を
貨
収
し
、
こ
れ

を
子
会
社
に
し
た
。

U
R
L

径
は
も
と
も
と
T
V
ゲ
ー
ム

機
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
が
、
そ

の
電
子
投
術
は
ス
タ
ー
ン
社

フ
リ
ッ
パ
!
の
電
子
化
に
威

カ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
八

O
年
七
月
他
の

フ
リ
ッ
パ

l
メ
ー
カ
ー
に
先

が
け
て
、
T
V
ゲ
|
ム
機
の

製
造
に
参
入
し
た
。

同
社
は
八
O
年
八
月
、
有

名
な
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
メ

ー
カ
ー
、
シ
l
パ

|
グ
社
の

貰
い
と
り
に
成
功
、
ジ
ュ
ー

ク
ポ
y
ク
ス
部
門
を
開
設
し

た
。
こ
の
と
き
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
の
J

・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
社
も
貿
収
、
フ
リ
ッ
パ

i
と
T
V
ゲ
|
ム
機
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
品
質
は
さ
ら
に

』
世
間
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
同

社
の
製
造
品
目
は
フ
リ
ツ
パ

l
、
T

V
ゲ
l
ム
機
、
ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
幅
広
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ン
祉
の
株
式
は
ゲ

l
リ
l

・
ス
タ
ー
ン
社
長
と

7
1
チ
|
-
プ
ロ
ム
リ
1
氏

が
保
有
し
合
っ
て
い
た
が
、

八
一
年
の
世
帯
に
プ
ロ
ム
リ

i

氏
は
同
氏
所
有
縁
を
ス
タ
ー

ン
氏
に
手
離
し
た
も
よ
う
で

あ
る
。
な
お
悶
祉
の
経
営
陣

は
ゲ
l
リ
1

・
ス
タ
ー
ン
社
。

長
の
も
と
に
、
A
M
ゲ
l
ム

部
門
が
ス
チ
ー
ブ
ン

・
カ
ウ

フ
マ
ン
社
長
、
シ
|
パ

|
グ
・

ジ

A
i
ク
部
門
が
ラ
リ
1
・

シ
i
ガ
ル
社
長
、

U
R
L
社

の
エ
ド

・
ポ
ラ
ネ
ッ
ク
社
長

の
三
人
の
社
長
が

い
る
。
ま

た

「
ピ
ン
ポ
|
ル
の
父
」
と

替
わ
れ
る
ハ
リ
l
-
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
氏
も
ゲ
l
ム
デ
ザ
イ

ン
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
同
社
に
絡
を
遣
い
て
い
る
。
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ト方式で 2新ゲーム

ゲームマシン

デコカセッ

撃ら上空か
「ディスコ」囲んでいく「ミッション XJ、

テ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
鮒

{本

社
東
京
、
福
田
哲
夫
社
長
)

か
ら
D
C
シ
ス
テ
ム
の
T
V

ゲ
1
ム
カ
セ
ッ
ト
「
ミ
ッ
シ

ョ
ン

-
X
」
と
「
デ
ィ
ス
コ

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
が
発
光
と

ゴ
ッ
ト
リ
ー
フ
製
、

3 
階

第186号

----OB 

な
っ
た
。

可
ミ
ッ
シ
ョ
ン

-
X
」
は

上
空
か
ら
地
上
や
海
上
に
い

る
敵
を
慾
破
し
て
い
く
ゲ
ー

ム
で
、

3
D
効
果
を
採
用
し

た
も
の
。
回
而
は
上
釜
か
ら

真
下
を
見
た
も
の
に
な
っ
て

お
り
、
レ
パ
|
操
作
で
戦
闘

機
を
上
昇
、
下
降
さ
せ
な
が

ら
攻
駐
車
し
て
い
く
。
上
昇
に

伴
い
戦
闘
機
は
大
き
く
な
り

(
下
降
の
場
合
は
小
さ
く
な

る
)
、
投
下
し
た
鯵
弾
は
落
ち

る
に
従
い
小
さ
く
な
る
。

飛
行
と
と
も
に
海
上
、
白
師
、

畿
地
、
敵
飛
行
場
な
ど
の
場

簡
が
展
開
し
て
い
き
、
攻
融
事

世
界
初
の

ピ
ン
ボ

l

て
ル
マ
シ
ン

日

プ
レ
イ
フ
ィ

ー
ル
ド
が一一
-

同一
層
に
な
っ
た
フ
リ
ッ
パ
ー
が

月
一

い
よ
い
よ
発
売
と
な
っ
た
。

4
一
こ
れ
は
米
幽
ゴ
ッ
ト
リ

l
プ

計
一
社
製
の
「
ホ

i
ン
テ
ッ
ド

・

8
一
ハ
ウ
ス
」
(
幽
霊
屋
敷
)
で

ゆ
一
側
タ
イ
ト
|
(
本
社
東
京
、

コ
ー
ガ
ン
社
長
)
か
ら
三
月

末
発
売
と
な
っ
た
も
の
。

砂一地下
e

の
プ
レ
イ
フ
ィ

• '. 
タ

イ

ト

ー

か

ら

い

よ

い

よ

発

売

ー
ル
ド
は
、
ゴ
ッ
ト
リ

l
プ

社
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
|
ル
」
と

問
機
に
、
フ
リ
ッ
パ

|
プ
レ

イ
の
方
向
が
逆
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の

J
地
下
。
へ
の
通

路
は

一
階
と
二
階
に
あ
る
ト

ラ
ッ
プ
ド
ア
(
し
か
け
戸
)

や
ド
ロ
ッ
プ
ポ
|
ル
(
滋
し

穴
)
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を
経
て

く
る
。
地
下
の
ア
ッ
プ
キ
ツ

帆?
血八リ
|ロン

田寸グ

E力、哲
話予レ草
苑式 土 ーーιZ
き粂 疋: A 1;> 
れ物 置 〆 E

li?5ン
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第三根郵便物認可

東
京閥
、束

中 娯
村楽
哲コ二
社業
長{捕

か本
らヰ土

ゲームマシン第186号1 982~手 4月 15日( 19) 

汽車を通すレールをつな ぐため

ックを移動フロ

ディスコ地1

自
樹
脂
は
航
空
母
鋭
、
巡
洋
絞
‘

出
叩
台
、
戦
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、

鉄
道
な
ど
が
あ
り
、僻
帯
叶
慨
す

る
ご
と
に
得
点
と
な
る
。
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
攻
撃
を
受

け
る
が
、
敵
の
慨
も
徐

q
に

大
き
く
な
っ
て
く
る
の
で
、

避
け
る
時
間
が
少
し
あ
る
。

ま
た
各
場
」耐
で
時
々
敵
機
が

現
わ
れ
、
こ
の
時
は
敵
機
と

の
空
中
戦
で
機
銃
攻
験
と
な

る。

三
機
務
墜
さ
れ
る
と
ゲ

ー
ム
終
了
だ
が
、

一
定
得
占
、

以
上
で

一
機
追
加
さ
れ
る
。

カ
セ
ッ
ト
定
価
三
万
八
千
円
。

「デ
ィ
ス
コ

・
ナ
ン
バ

ー

ワ
ン
」
は
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス

ク
で
一
階
ヘ
ポ

l
ル
を
一
戻一
す

こ
と
が
で
き
る
。
二
階
と
地

下
は
一
一
組
ず
つ
、
一
階
は
二

組
の
ダ
ブ
ル
フ
リ
ッ
パ
|
。

階
を
移
る
ご
と
に
ボ
ー
ナ
ス

倍
率
が
ア
ッ
プ
す
る
{
五
倍 司、司、

る
と
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
魔
女

は
ほ
う
き
で
白
線
を
拙
惜
し
な

が
ら
追
い
か
け
て
く
る
が
、

凶
む
方
向
と
は
逆
に
進
め
ば

魔
女
は
目
標
を
失
い
そ
の
場

で

一
時
停
止
す
る
。
会
女
性

を
臨
む
と
次
の
パ
タ
ー
ン
へ

と
な
り
、
白
線
で
女
性
(
ギ
進
む
が
、
パ
タ
ー
ン
を
追
う

ヤ
ル
と
ク
イ
ー
ン
が
い
る
)
ご
と
に
ギ
ャ
ン
グ
や
魔
女
が

を
倒
む
と
、
凶
ん
だ
部
分
に
増
え
た
う
え
ス
ピ
ー
ド
も
速

女
性
の
陥
酬
が
大
き
く
現
わ
れ
く
な
り
難
し
く
な
る
。
閥
ん

得
点
と
な
る
。
画
商
内
に
プ
だ
商
績
が
大
き
い
ほ
ど
得
点

レ
イ
ヤ
ー
を
防
げ
る
者
が
い
も
高
く
、
数
人
を

一
度
に
図

て
、
黒
メ
ガ
ネ
の
男
や
彪
女
め
ば
高
得
点
。

三
人
ア
ウ
ト

に
触
れ
る
と

一
人
ア
ウ
ト
に
で
ゲ

l
ム
終
了
だ
が
、
二
疋

な
る
が
、
ギ
ャ
ン
グ
は
ボ
タ
得
点
以
上
で
一
人
追
加
。

ン
を
押
す
、
ま
た
は
グ
ラ
ス
カ
セ
ッ
ト
定
価
三
万
八
千

や
ウ
イ
ス
キ
ー
の
そ
ば
に
い
阿
。

u
mwh
u
p
u
p弘
郁
診
h砲
撃
wh
umwhむ
mwhu
uwh
u
p
h
u
p
h
g
h
UMw
h
UMw
h
u
M
w
h
u
p
h
m
m
w
h也
m
w
b
u
g
h
p

新
日
本
の
『
パ
イ
オ
ニ
ア
・
バ
ル
ー
ン
」

び、

句、
を
テ
!
?
と
し
た
も
の
で
、

踊
る
女
性
の
周
闘
を
四
角
で

聞
ん
で
い
く
ゲ
|
ム。

四
方
向
レ
バ
ー
で
人
間
を

動
か
す
と
そ
の
軌
跡
が
白
線 ミッシ.ンX

舞
台
は
ア
メ
リ
カ
沼
部
と
海

上
と
が
あ
る
。
気
球
は
下
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
攻
鯵
を
受
け

る
が
、
爆
慨
を
落
と
し
て
敵

を
酔
帯
磁
し
て
い
く
の
が
基
本

的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
第

一
と
第
二
の
場
面

は
間
部
の
上
空
を
後
鳥
に
ぶ

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
飛
ん
で

い
く
。
下
部
に
第

一
場
面
で

は
幌
馬
車
が
走
り
、
気
球
L

向
か
っ
て
矢
を
射
て
く
る
。

輸
出
ニ
場
預
で
は
コ
ミ
カ
ル
を

怪
物

n
パ
ッ
カ
ス
。
が
プ
ト

メ
ラ
ン
を
投
げ
て
く
る
。
第

三
と
第
四
場
蘭
は
海
上
を
品
川

'b
g
hも
8
h

第
三
場
闘
で
は
ゴ
リ
ラ

の
勿
ゴ
ン
グ
e

が
い
か
だ
に

采
り
石
を
投
げ
て
く
る
。
第

四
場
商
は
海
か
ら
竜
巻
が
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
く
る
が
、

こ
の
場
面
の
み
攻
懸
は
で
き

な
い
の
で
う
ま
く
避
け
て
進

み
、
ク
リ
ア
す
る
と
'H
問
符
長
。

第
五
場
面
は
再
び
西
部
で
、

戦
車
の
砲
撃
が
あ
る
。
最
終

場
蘭
は
山
を
越
え
る
と
砦
が

あ
り
、
祭
に
着
陸
す
る
と
ボ

ー
ナ
ス
得
点
と
な
る
。

得
点
は
帆
田
川
恵
三
百
点、

バ
ッ
カ
ス
と
怪
烏
四
百
点
、

ゴ
ン
グ
六
百
点
、
戦
略
千
点
。

気
球
が
三
回
{
切
替
可
能
)

ア
ウ
ト
で
ゲ
|
ム
終
了
だ
が

二
万
点
以
上
で
気
球
一
つ
追

加
と
な
る
。

テ
ー
ブ
ル
型
(
鈎
勺
)
の

み
で
定
価
五
↓
八
万
円
。

西
部
劇
と
風
船
と

叫
刷
新
日
本
企
画
{
本
社
大

阪
、
川
崎
築
士
四
社
長
)
か
ら

T

V
ゲ
|
ム
機
「
パ
イ
オ
ニ

ア

・
バ
ル
ー
ン
」
が
三
月
下

旬
に
発
売
さ
れ
た
。

こ
れ
は
八
方
向
レ
パ
!
で

気
球
を
操
作
し
、
隊
盟
国
を
避

け
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
飛
ん
で

い
き
最
後
に
砦
に
た
ど
り
渚

く
と
い
う
ゲ

l
ム
で
、
全
部

で
六
場
面
の
展
開
が
あ
り
、

ま
で
)
。
エ
キ
ス
ト
ラ
ポ
ー

ル
、
シ
ユ

|
ト
ア
ゲ
イ
ン
な

ど
多
く
の
フ
ィ

l
チ
ャ

i
が

つ
い
て
お
り
、

〆
し
か
け
u

が
楽
し
め
る
。

定
価
九
十
二
万
円
。

ガレオン

こ
れ
は
中
世
の
大
型
帆
船

を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
、

中
央
部
の
マ
ス
ト
を
中
心
に

紛
骨
固
と
船
尾
が
交
互
に
大
き

く
上
下
す
る
。
動
き
は
小
刻

み
な
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な
ピ
ッ

チ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
上
下

の
務
44E
は
最
大
五
十
勺。

作

動
時
間
は
一
回
三
十
秒
か
ら

百
八
十
秒
ま
で
切
替
可
能
。

定
員
は
四
人
で
、
船
首
と
船

田
地
に
子
ど
も
が
二
人
ず
つ
向

か
い
合
っ
て
乗
る
。
同
社
で

は
こ
の
機
穣
に
つ

い
て
、
ロ

ケ
|
シ

ヲ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
効
泉
も
狙
っ
て
開
発
し
た

と
し
て
い
る
。

定
価
七
十
五
万
向
。

コナミの「ガッタン・ゴットン」、「ジヤングラー」も

コ
ナ
ミ
工
業
側
(
本
社
大
聞
を
利
用
し
上
下
友
右
の
プ

阪
、
上
月
索
正
社
長
)
か
ら
ロ
ッ

ク
を
レ
パ
|
操
作
で

一

T
V
ゲ
l
ム
機
「
ガ
ッ
タ
ン

・

つ
ず
つ
動
か
し
、
う
ま
く
線

ゴ
ッ
ト
ン
」
が
三
月
下
旬
か
絡
が
つ
な
が
る
よ
う
に
並
べ

ら
、
悶
「
ジ
ヤ
ン
グ
ラ
|
」

変

え
な
が
ら
汽
専
を
走
ら
せ

が
四
月
下
匂
に
発
売
と
な
る
。
る
。
こ
の
時
つ
な
が

っ
た
線

「
ガ
ッ
タ
ン
・ゴ
ッ
ト
ン
」
路
だ
け
貧
色
に
変
わ
る
。
線

は
線
路
の

一
部
を
揃
い
た
ブ
路
の
な
い
部
分
や
行
き
止
ま

ロ
ッ
ク
を
移
動
し
て
汽
車

を

り

に
樹木
る
と
汽
車
は
爆
発
。

う
ま
く
走
ら
せ
、
周
聞
に
あ

・ま
た
線
路
が
問
形
に
な
れ
ば

る
釈
を
通
過
し
て
い
く
も
の
。

早
く
プ
ロ

ッ
ク
を
議
べ
変
え

岡
商
は
絡
子
状
に
プ
ロ

ツ

汽

車
を
お
き
な
い
と
、
済
制怖

ク
が
並
ん
で
お
り
、

一
ヵ

所

車

が
現
わ
れ
破
援
さ
れ
る
。

だ
け
空
間
が
あ
る
。
こ
の先
孟

周
聞
に
数
カ
所
あ
る
駅
を
会
~

s
z
O
B
 

• 
ー

ホーンテッド ・ハウス

パイオヱアーバルーン

ガッタン・ ゴγトン

ジャンダラー

.， 

謡
っ
き
定

型

側
ホ

i
プ
(
本
社
工
場
川

崎
市
、
小
野
定
良
社
長
)
か

ら
定
震
式
乗
物
機

「
ス
ペ

ー

ス
ン
ャ
ト
ル
」
と
「
新
幹
線
」

が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

同
機
穏
と
も
同
社
，
二
人

乗
り
木
馬
シ
リ
ー
ズ
。
の
新

製
品
で
、
重
箱
師
(
一

一品
聞
の
う

ち

↑
出
を
選
択
)
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
流
れ
る
な
か
左
右
の

ロ
ー
リ
ン
グ
を
繰
り
返
す
も

の
。
作
動
中
に
座
席
の
レ
パ

LL 

司、句、

‘、

スベースシャトル

、

新幹線

3A 
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杭

L

知

京
F
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合

薗

指池上通商(株)

ノイズフィルター

Pロム

GAMEに関する電気パーツなら
何でも揃います

カウンター

*小売・ 釘3・工場販売も致しております。
*商品数の多少にかかわらず全国発送致します。

スピーカ-
5W8Q、他畠種

金具付押ボタンスイッチ

トリプルタップ

• .. 名古尾市北区丸新町91:.
TEL (052) gnl-863. 有限会社 カトウ物産E

10ヶ用Pロム消却器Pロム嘗込器(メーカー保障寄付)
， 1ケ用、・8ケ周92%角-11~福角

ファンスイッチングレギュレーター

， $5V，A、e5V1A、$12VlA 

・骨，V6A，e，VIA、申12VUA  

.申，V7A、e，VIA、申12VIA 

・串5V5A、e，VIA、串12VIA、912VIA 

• 
ー

コネクター及び接続基板

20P・36P・44P
56P・基緩36P

44P 

キースイッチ

， 1人2人用スイ yチ
{取材穴 24φ} 

・発射用スイッチ
{取付穴 29.3φ) 

マイクロスイッチ

押ボタンスイッチ

カラーディスプレイモ=ター
H型・13型・20裂・22型

1 )対 1絶縁トランス

ト

カセッ ト式データイース ト製の後体(キャビネ y ト)に、こ

のハーネスセットを媛統すれば、データイースト製の箆体に

他社の基板を入れることができます。

改造作業は簡単で、当ハーネスセットの 4個のコネ クター

をデコのコネク ターに差し込めばOKです。

各コネ クターは、すべて配線ずみです。しかし、他社悲板

に差しこむ36Pコネクターのみ、基板の機積にあわせて配線

して下さい。 l度装着すれば次回からは36Pの配線を変える

だけでOKで、す。

データのカセット式に庚す場合は、

りはずせ(;(0Kです。

スピーカ一周 3P、ビデオ用 6P、電源用 9P、操作総用

50P、接続用44P、同44P基板(以上配線ずみ)、他社基板

用36P、マザーボー ドカバー、 基板受け、以上9点セッ ト。

定価 1セット 10，000円

振込先 中京相互銀行機町支庖

当ハーネスセッ トを取

当座101985

出
て
く
る
。
尾
の
ほ
う
か
ら

政
っ
と
敵
は

一
例
分
短
く
な

り
、
敵
の
体
が
全
部
な
く
な

る
と

一
匹
や
っ
つ
け
た
こ
と

に
な
る
(
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
後

ろ
か
ら
慾
た
れ
る
と
短
く
な

る
)
。
ま
た
頑
と
頭
を
ぶ
つ

け
た
と
き
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

虫
の
円
択
さ
よ
り
敵
の
μ
置
き
が

煩
い
(
黄
色
)
か
同
じ
(
緑

色
)
な
ら
ば
敵
一
匹
を
や
っ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆

都
通
過
す
れ
ば

一
パ
タ
ー
ン

ツ
ク
は
通
過
す
る
と
高
得
点
に
敵
の
ほ
う
が
長
い
(
赤
色
)

終
了
で
、
パ
タ
ー
ン
が
進
む
だ
が
、
進
む
方
向
は
操
作
で

場

合

は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
一
一
世

ご
と
に
プ
ロ
ッ
ク
、
行
き
止
き
な
い
。
定
価
は
テ
ー
ブ
ル
ア
ウ
ト
に
な
る
。
な
お
プ
レ

ま
り
、
駅
の
数
が
増
え
て
難

初
句
型
の
み
で
五
十
八
万
円
。

イ
ヤ

l
は
後
進
も
で
き
る
が
、

し
く
な
る
。
な
お
駅
に
ラ
ン

「
ジ
ヤ
ン
グ
ラ
|
」
は
綱
敵
は
前
進
の
み
。
十
匹
ゃ
っ

ダ
ム
に
タ
イ
マ
ー
数
が
表
示
長
い
虫
を
操
作
し
色
違
い
の
つ
け
る
と
次
の
パ

タ
ー
ン

へ

き
れ
、
通
過
す
る
と
得
伐
に
虫
を
や
っ
つ
け
て
い
く
も
の
進
む
。
全
部
で
四
パ

タ
ー
ン

な
る
が
、
タ
イ
マ
ー
が
ゼ
ロ
で
、
画
面
は
迷
路
状
で
あ
る
。
あ
り
難
し
〈
な
る
。
三
匹
で

に
な
る
と
m
オ
ジ
ャ

マ
汽
車
e

虫
は
数
個
の
部
分
で
つ
な
ゲ

l
ム
終
了
だ
が
、

一
定
得

が
出
現
し
こ
れ
に
衝
突
す
る
が
っ
て
お
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

点
以
上
で
一
匹
追
加
さ
れ
る
。

と
ア
ウ
ト
。
入
口
か
ら
三
方
の
虫
は
白
色
、
敵
の
色
は
三
定
価
は
テ
ー
ブ

ル
初
句
型
の

向
に
分
か
れ
た
線
路
の
プ
ロ
緩
類
あ
り
岡
商
の
四
際
か
ら
み
で
五
十
八
万
円
。

h

・+
m・
4
令
市
守
串
m
e串
守
申
令
市
内
、
串
守
4
m・
申
守
串
市
・
串
令
市
守
串
守
会
・
公
・
4

公・ゃ向・
4
守
キ
守
キ
守
串
m
・4
守
車
両
1
公
・
白

ホ
l
プ

か

ら

「

新

幹

線

」

な

ど

2
機
種

1
操
作
で
ホ
l
ン
が
鳴
る
。

作
動
時
間
は
九
十
秒
。

『
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」

は
今
話
題
と
な
っ
て

い
る
ア

メ
リ
カ
の
宇
宙
逮
絡
船
を
モ

デ
ル
に
し
た
も
の
。

『新
幹

線
」
は
前
部
に
あ
る
二
つ
の

赤
い
ラ
ン
プ
が
点
灯
す
る
。

問
機
緩
と
も
定
価
四
十
二

万
円
。

デコ改造ハーネスセッ



て
み
よ
、
ヮ
。

図

3
全
体
を
マ
イ
コ
ン
と

呼
ぶ
場
合
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
演
算
装
置
に
相
当
す

る
部
分
は
マ
イ
ク
ロ
・

プ
ロ

セ
ッ
サ
と
呼
ば
れ
る
・
一
個

の

L
S
Iチ
ッ
プ
の
中
に
拍
m

nに
必
裂
な
す
べ
て
の
峻
能

が
収
め
ら
れ
て
い
る
・

R
O

M

(
ロ
ム
と
読
む
)
は
リ
|

外
部
記
儀
袋
訟
の
ほ
か
に
、
の
他
段
が
山川
い
こ
と
と
、
半

ド

・
オ
ン
リ
ー
・
メ
モ
リ
ー

主
記
抽
出
装
置
と
い
う
記
憶
の
導
体
森
下
を
使
っ
て

い
る
た

め

略
。
記
憶
裟
置
で
は
あ
る

た
め
の
茨
震
が

C
P
Uの
中
め
に
電
気
が
切
れ
る
と
情
報

が
、
記
憶
さ
れ
て
い
る
内
容

に
あ
る
の
は
何
か
お
か
し
い
が
消
え
て
し
ま
う
た
め
に
外

を
読
み
出
す
こ
と
し
か
で
き

と
思
わ
れ
る
人
も
い
る
だ
ろ
潟
記
憶
裟
慣
が
依
わ
れ
る
の

ず

、
新
し
い
デ
ー
タ
を
曾
き

う
・
ニ
れ
に
は
ち
ゃ
ん
と
し
で
あ
る
。

外
部
記
憶
袋
置
は

込

む

こ
と
は
で
き
な
い
・

R

た
理
由
が
あ
る
。
外
務
記
憶
磁
化
し
て
記
録
し
て
あ
る
の

A
M
(ラ
ム
と
読
む
)
は
ラ

装
置
は
比
較
的
安
い
の
で
、
で
、
電
気
が
切
れ
て
も
そ
の

ン

ダ
ム

・
ア
ク
セ
ス

・
メ
モ

大
最
の
情
報
を
記
位
し
て
お
内
容
は
消
え
て
し
ま

わ

な

い

リ

!
の
略
で
、

R
O
M同
様

く
こ
と
が
で
き
る
が
、
演
算
の
で
あ
る
。

記

憶
装
置
だ
が
巻
き
込
み
も

裳
置
ま
で
そ
の
情
報
を
送
る

そ
こ
で
当
面
は
必
要
で
な
で
き
る
の
で
、
大
型
コ
ン
ビ

の
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
い
情
報
は
外
海
記
儀
裟
澄
に
、
ュ
ー
タ
の
主
記
憶
装
還
の
よ

こ
れ
に
対
し
て
主
記
憶
装
置
今
必
要
な
情
報
は
主
記
憶
装

う
に
使
え
る
。

の
万
は
、
す
ぐ
に
情
報
を
・
抑
制

置
に
と
、
二
通
り
に
分
け
て

R
O
M
の
中
に
、
ど
ん
な

弊
装
鐙
に
送
り
込
め
る
の
だ
。
詑
儀
し
、
延
本
的
に
主
記
憶

ゲ
|
ム
を
す
る
の
か
と
い
う

本
米
な
ら
す
べ
て
の
情
報
を
装
置
の
中
の
情
報
だ
け
を
使

処

理
の
予
順
を
示
す
プ
ロ
グ

主
記
銘
装
置
に
入
れ
て
お
き
っ
て
計
算
作
業
を
巡
め
て
行

ラ
ム
を
、
あ
ら
か
じ
め
書
き

た

い

の

だ

が

、

主

記

憶

裟

置

く

の

で

あ

る

。

込

ん

で

お

く

・

そ

し

て

、

ニ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
窃
か
れ
た

マ

イ

コ

ン

で

は

マ

イ

ク

ロ

命
令
を
順
併
に
処
閣
惜
し
て
行

プ

ロ

セ

ッ

サ

、

R
0
M
|

く
こ
と
で
ゲ

l
ム
が
で
き
る

4
1

わ
け
だ
.
実
際
の

T

V
ゲ

|

図

3
は
マ
イ
コ
ン
の
必
本
ム
で
は
‘
こ
の
マ
イ
ク
ロ

・

的
な
川
柳
泣
を
示
し
た
も
の
で
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
ブ
ラ
ウ
ン
管

こ
の
関
全
体
を
マ
イ
コ
ン
と
や
作
を
発
生
さ
せ
る
制
絡
を

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で

按
統
し
、
こ
れ
ら
を
命
令
泌

は
特
に
、

T
V
ゲ
|
ム
な
ど
り
に
制
御
し
て
、
}
つ
の
ゲ

に
組
み
込
ま
れ
た
形
で
佼
わ

l
ム
・
マ
シ
ン
に
し
て
い
る

れ
る
マ
イ
コ
ン
の
働
き
を
見

の
で
あ
る
・

に
印
字
で
き
る
装
置
だ。

ま

の
よ
う
な
も
の
の
上
で
ぐ
る

た
ド
ッ
ト

マ
ト
リ
ク
ス

・
プ

ぐ

る

悶
わ

っ
て
い
て
、
そ
の

リ
ン
タ
で
は
、
何
脈
獄
も
の

L
し
を
磁
公
ヘ
ッ
ド
と
呼
ば
れ

鉛
の
活
字
の
符
わ
り
に
、
縦

る
従
敏
行
が
移
動
し
な
が
ら

7
例
・
検

5
例
経
度
の
針
を
デ
ー
タ
を
記
録
し
て
い
く
。

持
っ
た
印
字
機
仰
を
・
つ
持
ま
た
磁
気
テ

l
プ
袋
鐙
は
‘

っ
て
い
る
。
ニ
の
剣
で
イ
ン

以
前
に
お
話
し
た
虫
判
決
な
ど

ク

・
リ
ボ
ン
を
つ
つ
い
て
紙
を
似
中
げ
す
る
テ

l
プ
俊
也
と

に
点
を
打
て
る
わ
け
だ
が
.
嶋
本
的
に
は
川
じ
も
の
ど
.

こ
の
h
A
の
組
み
合
わ
せ
万
を
た
だ
、
デ
ー
タ
を
必
き
込
ん

過
当
に
考
え
る
と
‘

何
日開制州

だ
り、

税
み
出
し
た
り
の
た

も
の
文
下
を
・
つ
の
印
下
機

め
に
テ
ー
プ
を
品
聞
か
し
た
り

情
で
印
字
で
き
る
の
で
あ
る
。

止
め
た
リ
す
る
頻
度
が
多
い

ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
め
よ
う
な
た
め
に
、
テ
ー
プ
が
急
に
止

活
字
を
使
う
プ
リ
ン
タ
で
は
、
ま
っ
て
切
れ
た
り
し
な
い
よ

少
な
く
と
も
文
字
の
桟
煩
分
う
に
工
夫
し
て
あ
る
点
が
災

だ
け
の
途
っ
た
活
字
を
持

つ

な

っ

て

い
る
。
さ
ら
に
声
や

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
音
楽
を
記
録
す
る
テ

l
プ
は
、

こ
の
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
の

速
い
枕
し
た
変
化
を
認
録
す
る

方
法
だ
と
活
字
に
相
当
す
る

ア

ナ

ロ

グ
方
式
だ
が
、
コ
ン

印
字
機
構
は
-
つ
で
よ
い
こ

ビ

ュ
i
タ
の
外
部
記
憶
装
置

と
に
な
り
安
い
装
置
が
作
れ

と
し
て
使
わ
れ
る
磁
気
テ

l

る
わ
け
だ
。
こ
の
ほ
か
に
、
プ
裟
震
で
は
、
磁
化
さ
れ
て

山
山
力
装
潰
と
し
て
は
、
プ
ラ

い
る
か
い
な
い
か
の
よ
う
な

ウ
ン
管
を
使
っ
た
テ
レ
ビ

の

ニ

似
状
態
、
す
な
わ
ち
デ
ジ

よ
う
な

C
R
T
デ
ィ
ス
プ
レ

タ
ル
方
式
で
記
録
さ
れ
て
い

イ
や
思
い
通
り
の
図
形
を
抑
制

る
。
ま
た
最
近
の
パ

1
ソ
ナ

く
こ
と
が
で
き
る

X
Y
プ

ロ

ル

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
で

次
に
ニ
の
附
つ
の
部
分
を
の
ほ
か
の
入
力
装
置
と
し
て
、
ッ
タ
な
ど
も
あ
る
。
は
、
織
内
A

デ
ィ
ス
ク
袋
遊
を

そ
れ
ぞ
れ
、
も
う
少
し
殺
し
紙
テ
ー
プ
に
記
出
陣
さ
れ
た
情
外
部
記
憶
装
舟
と
し
て
・
も
っ
と

m
mに
し
た
フ
ロ

ッ

く
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
・
細
帽
を
読
み
込
む
た
め
の
紙
テ

番
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
ピ
|
・

デ
ィ
ス
ク
袋
沼
が
よ

ま
ず
デ

l
p
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

l
プ
リ
ー
ダ
ー
や
‘
コ
ン
ビ
は
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
袋
ほ
と
く
似
わ
れ
て
い
る
@
こ
の
フ

を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
与
え
る
ュ

l
pと
対
話
し
な
が
ら
タ
磁
気
テ

l
プ
炎
沼
の
で
つ
で

ロ
ッ
ピ
|
・
デ
ィ
ス
ク
袋
沼

た
め
の
入
力
畿
也
と
し
て
は
、
イ
プ
ラ
イ
タ
の
よ
う
な
キ

l
あ
る
・

磁
公
デ
ィ
ス
ク
制
高
山
は
、
，
枚
の
ペ
ラ
ベ
ラ
の
阿

代
決
的
な
も
の
に
カ

l
ド

リ

ポ

l
ド
か
ら
入
力
す
る
も
の

は
、
.
耐
に
敏
性
体
を
金
っ

似
が
ポ
|
ル
紙
で
つ
つ
ま
れ

l
グ
ー
が
あ
る
。
コ
ン
ピ
ム
も
あ
る
・
さ
ら
に
紋
近
で
は
、
た
円
械
に
磁
気
で
デ
ー
タ

を

た

も

の

(
フ

ロ
ッ
ピ
ー

・
デ

ー
タ
の
中
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
人
間
の
戸
を
そ
の
ま
ま
コ
ン
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

円

イ
ス
ク
)
に
必
録
す
る
の
で

ベ
ッ

ト
や
数
字
は
泡
公
幻
号
ピ
ュ

1
7で
扱
え
る
電
気
幻
絞
が
何
枚
か
震
な
っ
た
ら
の
あ
る
。

の
形
で
扱
わ
れ
る
。
つ
ま
り
号
に
変
え
る
者
声
認
議
袋
還
が
、
レ
コ
ー
ド

・
プ
レ

l
ヤ

電
気
が
流
れ
て

い
る
か
、
出
肌
や
手
設
き
や
印
刷
さ
れ
た
文

れ
て

い
な
い
か
な
ど
の
状
態
字
を
そ
の
ま
ま
読
み
取
る
こ

の
組
み
合
わ
せ
で
、
情
報
を
と
の
で
き
る
文
字
認
議
裟
章

表
現
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

も
出
始
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
情
報
を
出
力
装
設
の
一
番
代
表
的

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
H

読
み
込
む
な
も
の
は
プ
リ
ン
タ
(
印
刷

場
合
に
も
、
カ
ー
ド
状
の
紙
袋
竃
)
で
あ
る
。

こ
の
な
か

(紙
カ
ー
ド
)
の
適
当
な
所
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
高

に
穴
を
聞
け
た
も
の
を
使
う
速
な
処
理
能
力
を
妨
げ
な
い

場
合
が
多
い
。
こ
の
紙
カ

i

よ
う
に
高
速
で
印
字
で
き
る

ド
の
穴
の
雌
び
方
を
調
べ
て
.
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
が
あ
る
・

そ
れ
に
対
応
し
た
電
気
信
号
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
は
一
文
字

の
列
に
変
換
す
る
装
置
が
カ
づ
っ
印
字
す
る
の
で
な
く
て

l
ド
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
・
そ
一
行
分
の
文
字
を
ほ
ぼ
同
時

、‘，，，AU
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コ

中央処理畿置の内節

ABCからマイコンまで

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
情
食
図
で

あ
る
.
中
央
に
あ
る
中
央
処

理
築
設
は
セ
ン
ト
ラ
ル

・
プ

ロ
セ
シ
ン
グ

・
ユ
ニ
ッ
ト
の

頭
文
中
を
と
っ
て
、

c
p
U

と
呼
ば
れ
て
い
る
・

c
p
U

は
実
際
に
氾
チ
回
路
で
演
算

を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る
.
こ

の

C
P
U
に
対
し
て
、
拍
酬
算

を
す
べ
き
デ

l
p
や
処
醐
刊
の

順
序
を
規
出
品
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
読
み
込
ま
せ
る
の
が
入

力
装
置
・
そ
し
て
計
算
し
た

結
果
を
紙
に
印
刷
し
た
り
す

る
た
め
の
出
カ
装
置
が
加
わ

る
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
保
存
し
記
慾
し

て
お
く
た
め
の
外
部
記
憶
裳

遣
の
合
計
四
つ
の
部
分
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
・

電
気
の
基
礎
知
滋
に
つ

い

タ

の
働
き
を
少
し
考
え
て
み

て
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

よ
う
。
税
夜
ゲ

l
ム
マ
シ
ン

角
度
か
ら
と
り
上
げ
て
き
た
。
の
キ
流
で
あ
る
T

V
ゲ

l
ム

こ
れ
で
・
泊
リ
の
こ
と
は
わ
め
心
臓
も
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ

か
っ
た
と
思
う
.
A
t
向
は、

1
7の
小
唱
の
も
の
で
あ
る

こ
う
し
た
氾
気
の
基
礎
を

う

マ

イ
コ
ン
な
の
ど
。

ま
く
活
用
し
た
コ
ン
ビ
ュ
ー

連載第I11回

第三彼榔傑物認可

図2

中
央
に
J
し

p
u
e
を
持
つ

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
仕
組
み

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
そ
の

処
理
能
力
の
大
き
き
ゃ
値
段

の
高
き
、
用
途
(
事
務
用
か

技
術
計
算
用
か
)
な
ど
に
よ

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
様
相胡
に

分
け
ら
れ
る
。

お
お
ま
か
に

言
う
と
、

一
般
企
業
で
使
わ

れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が

汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
山
・
:

小
規
路
間
の
企
業
で
、
主
に
会

計

・
財
務
な
ど
の
事
務
汁
算

に
使
わ
れ
る
比
鮫
的
小
砲
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
オ
フ
ィ
ス
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
(
オ
フ
コ
ン
)
。

さ
ら
に
、
ホ
ビ
ー
を
含
む
例

入
用
の
卓
上
式
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
パ

ー
ソ
ナ
ル

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
(
パ
ソ
コ
ン
)
と
呼

ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
題

小
型
で
、
い

ろ
ん
な
機
械
の

中
な
ど
に
内
蔵
で
き
る
も
の

を
マ
イ
コ
ン
と
い
う
。

ま
ず
図

1
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
こ
れ
は
一

般
的
な

ゲームマシン

入
力
、

記
憶
な
ど

各
部
分
と
の
連
結
で
成
立

出
力
、

き
て
、
こ
う
し
た
大
型
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
楠
巡
と
考
え

万
は
、
マ
イ
コ
ン
で
も
同
じ

で
あ
る
マ
イ
コ
ン
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の

C
P
U
の
節
分

が、

-
倒
の
半
灘
体
チ
ッ
プ

の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の

で
、
パ
ソ
コ
ン
の
心
臓
部
で

む
あ
る
。
た
だ

.
T
V
ゲ
ー

ム
な
ど
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
マ
イ
コ
ン
は
、
そ
の
処
理

す
る
仕
事
(
こ
の
場
合
は
ゲ

ー
ム
の
画
面
を
作
り
出
し
て

得
点
を
表
示
し
た
り
音
を
お

し
た
リ
す
る
こ
と
)
が
、

一

定
で
決
ま
り
き
っ
て
い
る
た

め
に
、
大
型
の
汎
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
必
婆
と
さ
れ
る
い

つ
で
も
ど
ん
な
仕
事
で
も
で

き
る
能
力
を
あ
る
程
度
制
限

し
て
単
純
化
し
て
あ
る
・

出力袈置

コンピュータの構成図

第186号

c
p
U
の
中
の
主
記
憶
と

外部記憶装置

チ作川

山

一

川
山

一

一

け

い

け

川

凶

一

ボタンなど

外
部
記
憶
装
置
と
の
関
係

マイコンの基本線成

ら
で
き
て
い
る
。
演
算
装
置

は
文
字
通
り、

与、
え
ら
れ
た

命
令
に
従
っ
て
、
た
し
算
、

ひ
き
第、

か
け
算
、
わ
り
算

を
行
な
っ
た
り
、
デ
ー
タ
を

あ
る
場
所
か
ら
別
の
場
所
へ

移
動
さ
せ
た
り
す
る
。
こ
の

減
算
装
置
の
動
作
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
が
制
御
装
訟

で
あ
る
。

さ
て
、
最
後
に
時
間っ

た
中

央
処
理
装
置

(C
P
U
)
は

い
わ
ば
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
本

体
。

こ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

計
算
が
高
速
で
行
わ
れ
る
。

こ
の

C
P
Uを
よ
り
細
か
く

わ
け
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
中
心
の
袖
山
首
持
袋
置

と
主
記
儀
袋
置
(
メ
モ
リ
ー
}
、

制
制
御
装
湿
の
三
つ
の
部
分
か

19821手4月15日

図 1

図3

入力装置
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• ' 

上
記
期
附
に
認
可

・
更
新
進
な
い
し
紛
人
事
業
者
名
と

さ
れ
た

A
M
機
の
従
気
用
品
そ
の
所
在
地
、
③
型
式
区
分

型
式
香
号
な
ど
の
デ
ー
タ
で
の
う
ち
定
給
電
庄
、
消
掛
川
電

あ
る
・
今
回
二
の
期
間
中
に
カ
、
⑤
同
院
内
問
と
髭
外
周
の

は
『
電
気
乗
物
」
「
光
機
応
医
分
、
⑥
「
沼
気
遊
戯
鍛
」

周
遊
般
傍
n
H
L

の
認
可
は
.
の
場
合
の
判
別
。

点
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
・
中
叫
川
A

用
品
取
締
法
に
よ
リ

記
拍
刷
剛
官
領
は
.
m
枇川
A
朋
品
該
当
す
る
氾
川
A

m

川山
は
、
制
棋

に
お
け
る
『
表
示
」
の
万
法
治
な
い
し
愉
入
、
以
内
川
に
際

を
w
事
に
、
市
帝
式
忍
呼
併
し
絃
可
、
後
示
さ
れ
て
い
る

号
、
②
認
可
年
月

a、
③
製
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
・

電
気
遊
戯
盤
(時
間
)

マ
川引

・・

2
3
0
4
3
(昭

和
五
十
六
年
二
月
六
日
)
刊

三
共
電
器
削
欄
(
群
馬
)
、

一

O
O
V
、
七
一
/
六
七

W
、

屋
内
用
。

冒

VM別
1
2
3
0
8
3
(
ニ

月
十
八
日

)
H
エ
イ
コ
ク
電

機
産
業
側

(
大
阪
)
、
一

O

O
V
、
四
五
W
、
自
民
内
朗
、

ル
ー
レ
ッ
ト
盤
.

マ
削別
t
2
3
1
3
8
(一句

月
二
十
五
日
)

H
胸
フ
ジ
ス

タ
l
(大
阪
)
、

-O
O
V
、

一一

O
/八
一

-

L

ハ
W
、
以

内
用
、
ル
ー
レ
ッ
ト
袋
・

官

v引

2
3
1
4
1
(.• 

月
二
ト
五
日
)

H
高
砂
従
務

庫
業
側
(
大
阪
)
‘
一

O
O

V
、
二
五
W
、
日
邸
内
用
、
パ

チ
ン
コ
盤
・

マ
引
2
3
1
5
8
(で

月
二
卜
六
日

)
H
明
口
臼
符
係

産
業
側
(
大
阪
)
、

一
O
O

V
、
四
五

W
、
屋
内
朗
、
お

み
く
じ
盤
.

マ
引
'
2
3
1
7
0
(二

月
二
十
六
日

)
H
側
セ
ガ

・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
東

京
)
、

一
O
O
V
、
七
五

W
、

口
車
内
用
、
シ
ャ
ベ
ル
祭
。

マ
引
1
2
3
2
1
4
2

一

月
十
二
日

)

H
東
洋
娯
楽
機

絢
(
東
京
)
、
一

O
O
V
、

九
四
/
六
二

W
、
屋
内
用
、

も
ぐ
ら
退
治
袋
・

マ
引1
2
3
3
4
3
(悶

月
八
日
)
H
m砂
電
器
産
業

側

(
大
阪
)
、

一
O
O
V
、

凹
五

W
、
屋
内
用
、
ル
ー
レ

ッ
ト
盤
。

マ
引1
2
3
3
5
6
(四

月
十
四
日
)
H
古川
砂
電
線
滋

業
側
(
大
阪
)
、

一
O
O
V
、

七
百

W
、
同
庄
内
用
、
レ
ー
ス

祭
。マ

引1
2
3
5
1
4
(五

月
二
十
六
日

)
H
平
和
工
業

側

(鮮
応
)
、

-
O
O
V
、

七
W
、
田
鹿
内
湖
、
パ
チ
ン
コ

鐙
-V

引

1
2
3
5
3
5
(六

月

-
日
)
H
池
本
市
平
体
工
雲

仙
酬
(
京
都
)
、

，
O
O
V
、

て
九
:
一W
‘
屋
内
用
、
射
的

盤
。マ

削引

R
2
3
5
9
5
(六

川
ト
ニ
円
}
H大
平
佼
研
工

業
側

(蚊
ぶ
)
.

一

o
o
v.

一ア
O
W
、
以
内
問
、
ル
ー
レ

ッ
ト
銘
.

wv引
i
2
3
6
4
4
(六

月
十
八
日
)

H
鮒
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル

(栃
木
)
、

一
O
O
V
、

・
44
0
w
、
以
内

m.
ル
ー

レ
ヴ
卜
鎗
.

マ
引1
2
3
6
4
8
(六

月
十
八
日
)
H
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
工
業
側
(
東
京
)
、

一
O

O
V
、

一
四
五
W
、
屋
内
閣
、

ギ
ャ
ラ
ク
シ
|
ホ
l
ル
祭
。

マ
引1
2
3
5
8
6
(七

月
六
白
)
H
鮒

ハ
チ
オ

l
(神

奈
川
)
、
一

O
O
V
、
三
ニ

W
、
口
庄
内
用
、
ル
ー
レ
ッ
ト

盤
。マ

引1
2
3
8
2
9
(七

月
十
七
日

)
H
鮒
カ
ト
ウ
製

作
所
(
東
京
)
、

一
O
O
V
、

三
O

/二
六

w.
M院内
用
、

ル
ー
レ
ッ
ト
盤
。

官

V削引
1
2
3
8
3
7
{七

電
子
応
用

V
MN
1
2
1
2
2
(印
刷
和

五
十
六
年
・
一
月
一-
.日
}
H

m

北
海
製
作
所

(来
以
)
、

一

O
O
V
、

-
五
O
W
、
以
内

用。官

vMM
1
2
1
3
0
(二
月

二
十
四
日
)
H
側
タ
イ
ト
|

(
東
京
)
、

一
O
O
V
、

一

一
O
W
、
屋
内
用
。

曹

V
Mm
e-
2
1
5
0
(三
月

二
十
日
)

H
富
士
一
定
守
工
業

総
(
千
世
間
)
、
一

O
O
V
、

一
二

O
W
、
口
庄
内
用
。

冒

V
MM
1
2
1
5
6
(凶
月

八
日
)

H
七
局
電
機
附
(
石

川
)
、

↑

o
o
v、
一
O
五

W
、
口
邸
内
則
。

V
MN
1
2
1
5
8
 (問
月

器遊
具戯

(時
間
一
)

ニ
ト
一-
.日
)

H
側
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル

{栃
木
)、

一
O
O
V
、

一
O
五
W
、
屋
内
用
.

V
MM
l
2
1
8
0
{五
月

二
十
六
日

)

H紛
ハ
チ
オ
|

(
神
奈
川
)
、
一

O
O
V
、

八
五

W
、
屋
内
照
。

官

VMN
6
2
1
8
5
(六
月

五
日
)
H
鮒
ナ
ム
コ
(
東
京
)

一
O
O
V
、

一
O
五

W
、
屋

内
用
。

官

VMN
1
2
1
8
3
(六
月

十
二
日
)
H
紛
テ
l
カ
ン
(
東

京)、

一
O
O
V
、
六
O
W
、

麗
内
用
。

V
MN
1
2
1
8
4
(六
月

十
て
日
)
H
紛
テ
ー
カ
ン
(
東

京
)
、

-
O
O
V
、
.
ニ
O

• 
ー

月
二
十
令
日

)

H
酬
明
タ
イ
ト

l
(東
京
)
、

一
O
O
V
、

-
八
O
W
、
屋
内
剤
、
ホ
ッ

ケ
ー
袋
・

マ
引1
2
3
8
5
5
(八

月
四
日

)

H
制
こ
ま
や
製
作

所
(
兵
雌
)
、

.
0
0
v
、

rlo
w
-以
内
用
、
ル
ー
レ

ッ
ト
鍵
.

マ
引
2
3
9
3
7
(八

月
十
.
日
)

H
側
エ
ス
コ
貿

易

(
東
京
)
、
・

0
0
v
、

一
八
五
/
一
八

O
W
、
屋
内

m.
エ
ア

l
ホ
ッ
ケ
ー
態
。

マ削引

1
2
4
0
9
1
(九

月
十
七
日
)

H
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
工
業
側
(
東
京
)
、

一
O

O
V
、
九

一

w、
日
院
内
用
、

ら
ぐ
ら
彼
し
蹄
躍
。

官

v引
'
2
4
1
3
2
(九

月
二
十
二
日

)
H鮒
パ
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
(
東
京
)
、

一
O

O
V
、
九
五
・五
/
八
四
・ニ

w‘
屋
内
胸
、
ス
ロ
ッ
ト
マ

シ
ン
銭
。

冒

VM引
1
2
4
1
5
1
(九

月
二
十
四
日
)
引

ωこ
ま
や

製
作
所
(
兵
山
崎
)
、

一
O
O

v.
五
五

W
、
U

庄
内
用
、
ヶ

ロ
ケ
ロ
パ
ッ
ク
ン
怨
・

•••••••••••••••••••••••••• 
w.
8内
m

wvMN

2
1
9
4

(六
月

卜
八
日
)
日
大
経
電
気
胸
{
東

京
)
、
一

O
O
V
、

-eo

w
.屋
内

m
.

V
MN
8
2
2
0
4

(六
月

二
十
六
日

)
H
デ
1
7イ
ー

ス
ト
鮒
(
東
京
)
、
↓

0
0

V、

一
二

O
W
、
屋
内
用
。

官

vMN
8
2
2
0
6
(六
月

三
十
日
)

H
コ
ナ
ミ
エ
業
側

(
大
阪
)
、

一
O
O
V
、

一

二
O
W
、
屋
内
用
。

曹

V
MM
g
2
2
2
0
(七
月

二
十
一
日

)
H
ユ
ニ
オ
ン
電

子
工
業
側
(
大
飯
)
、

一
O

O
V
、
一
二

O
W
、
屋
内
用
。

冒

V
MN
4
2
2
2
2
(七
月

二
十
九
日
)

H
繍
レ
ジ
ャ
ー

イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ト
ク
リ
エ

イ
タ

l
(
大
阪
)
、

.
0
0

v、
一
O
O
W
、
um内

m・

デラ γクス・パンチンダキッ ド

よりカラフルに、よりスピーディ1=~'iJま~

• 

キッド(プレイヤー)は、モンスターの視線をかわしながらチュ

ーをつかまえます。アニメチックなキャラクターにくわえ、

軽快なパックミュージックが、ゲームを一層盛りあげます。
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ナウなギャルカぜいっぱい、

サスキミもローラー予fスコで、ヌィーノ〈ーしよう.F

W95-2156 

小さなスペースが、あっという間にプ

レイランドに早がわり.ゲ

• • 
テントのついたされい忽ボッ

クス!こは、ミ二戸ッフライト

ガ3台。ゲーム機の縫符も管

理も万全。組み立て簡単で、

その白からつかえます。
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カフセルスヲジド
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-ダブルアップゲームができる

ロイヤルマージャン

マ95-1836(日本物産)

晶君量
言⑨下司噂11

g量腕iI 
E
，
 .魅力あるネキストゲームっき

コンチネンタルポーカー

マ95-1775(大平技研)

ー' 
探
偵
に
つ
い
て

(
K
)
 

捕
時
品
川
は
半
阪
で
プ
ー
ル
の

一向
い
側
に
い
る
濃
紺
の
ビ
キ

一
ニ
を
着
け
た
愛
く
る
し
い
女

阿
一性
を
見
な
が
ら
、
さ
っ
き
の

側
一感
触
に
つ
な
が
る
こ
つ
め
の

縦
一夢
を
回
想
し
て
い
る
。

現
一

運
動
の
後
の
筋
肉
の
け
だ

第
一る
さ
が
夢
の
図
恕
に
溶
け
こ

-ん
で
、
眠
く
な
る
ほ
ど
の
心

一地
よ
さ
が
湧
き
あ
が
っ
て
く

一る
か
の
よ
う
だ
。

一

一
つ
め
の
夢
を
み
た
の
は

一ま
だ
淳
介
が
学
生
時
代
で
あ

一
っ
た
の
だ
が
、

ニ
つ
め
の
夢

一は
も
う
淳
介
が
就
職
を
し
て

一三
年
ぐ
ら
い
絞
っ
た
今後
の
早

一森
の
休
日
の
朝
の
こ
と
で
あ

-
っ
た
。

一

丁
度
今
淳
介
が
感
じ
て
い

、〆

一る
よ
う
な
け
だ
る
き
に
包
ま

〆

一れ
た
限
り
の
中
に
そ
の
夢
は

、、
一出
て
来
た
。

マ

一

一
週
間
の
仕
事
の
疲
労
か

、こ
ら
く
る
け
だ
る
き
が
休
日
の

J

一ま
ど
ろ
み
に
は
丁
皮
ほ
ど
よ

一一

い
薬
味
の
よ
う
に
作
一
周
し
て

e-

-

tv
e
J、

ar
」

緩
や
か
な
早
懇
の
海
の
波

一
一
が
民
刷
閉
胞
な
砂
の
浜
辺
で
戯
れ

一
て
い
た
。
海
底
の
白
い
砂
に

-
は
放
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
曲

一
線
が
淡
い
影
を
映
し
、
そ
の

一
影
も
波
の
律
動
に
合
わ
せ
て

一
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
身
を
く
ね

一
ら
せ
て
い
る
。

?
一

時
折
そ
の
彩
の
よ
を
鴎
が

河

一
軒

っ

て

行

く

。

を

載

せ

て

く

れ

る

人

で

あ

っ

8
一

淳
介
は
そ
の
浜
辺
を
一
所
た
。

日

一懸
命
走
っ
て
い
る
。

し
か
し
冷
た
い
人
で
は
な

a
豊
一

淳
介
は
兎
に
角
走
る
こ
と
か
っ
た
。
淳
介
に
熱
い
期
待

日

一
が
好
き
だ
っ
た
。
自
分
で
走
を
も
ち
過
ぎ
た
た
め
に
所
謂

日

一
る
こ
と
は
勿
論
他
の
人
が
全
父
殺
の
愛
情
を
そ
う
い
う
ぎ

月

一カ
疾
走
し
て
い
る
の
を
み
る
ご
ち
な
い
形
で
し
か
表
現
出

刈

一
こ
と
も
好
き
だ
っ
た
し
、
他
来
な
い
人
で
あ
っ
た
。

M
U
一
の
人
と

一
緒
に
走
る
こ
と
も
ま
た
自
分
で
も
限
界
に
耐

8
一
好

き

だ

っ

た

。

え

る

こ

と

で

範

を

示

す

こ

と

ゆ
一

淳
介
の
父
貌
が
そ
う
だ
つ
が
貯
き
な
性
分
の
人
で
あ
っ

一
た
。
淳
介
が
小
さ
い
頃
か
ら
た
よ
う
だ
。
使
窓
に
必
死
で

ω一
い
つ
も
淳
介
の
父
親
は
真
剣
耐
え
な
が
ら
玄
関
で
来
客
に

ω一勝
負
の
人
で
あ
っ
た
。
相
撲
立
ち
話
を
し
て
い
て
、
途
中

を
と
っ
て
も
本
気
で
投
げ
と

ば
し
て
し
ま
う
し
、
自
転
車

で
郊
外
へ
出
て
も
疾
風
の
ご

と
く
先
へ
先
へ
と
と
ば
し
て

い
っ
て
し
ま
う
。
荷
物
を
運

ぶ
と
さ
で
も
浮
介
の
こ
と
は

あ
ま
り
考
え
て
く
れ
な
い
人

で
あ
っ
た
。
も
う
こ
こ
ら
が

限
界
で
あ
る
と
お
も
っ
て
も

そ
の
よ
に
い
く
ら
で
も
荷
物

ミニボーイ

.TV競馬ゲームの決定版

キングダービー

-大小プラスTVポーカー

ハイ・アンド・ロー
.TVおいちよかぶ

ゴールデンナイン

マ95ー1840(グリーン電子) マ95-2284(ボナンザ)マ95-1882(辰巳篭手工業)

メダルゲーム機内放置速官につきましては「メダルゲーム場運営鵠噂J を守ってご使用下さい.

Telex 
5267710 VEND ...lP...l 

ft(03)553・8293拘

大阪市浪速区恵美須西3・3・36

ft (06)643・3857(大代表)
東京支庖 東京都中央区新)111・18・7

沖縄支底

沖縄ベンドジャパン/沖縄県宜野湾市大山436ft(09889)7・3333

... . 
• 株式

会社

.ベイアウトなし(クレジツトのみ}

.倍率(2-1000)は毎回画面に表示

.1国最高10枚ぷんのBETON 

・ダブルアップ(大小ゲーム)は勝っている

かぎり連続して集戦できます

.クレジットへのレー ト切普通産置付

マ95-1775(大平技研)
ー

~ 

UP DOUBLE 
ヨij""'llo宅r~ e iIi明腕ーー

マ95-1878

(新発売 1

.~'ifl司EZbes. 調i~蜘ー

TVポーカー、ゴールデンポーカー

を股ったポナンザガその実績をふま

で
便
所
へ
行
け
ず
、
資
汗
を
て
い
る
。
そ
れ
を
知
り
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

う
か
ぺ
つ
っ
こ
ら
え
て
い
る
。
ら
淳
介
は
後
を
ふ
り
む
こ
う
淳
介
に
は
父
続
殺
り
の
そ

容

が

戸

を

閉

め

て

出

て

い

っ

と

も

し

な

い

。

う

い

う

と

こ

ろ

が

あ

っ

た

。

た
途
端
に
脱
兎
の
よ
う
に
、
浮
介
の
後
を
走
っ
て
き
て
相
手
に
と
っ
て
は
理
不
祭

だ
だ
っ
と
廊
下
を
走
っ
て
使
い
る
の
は
晶
子
で
あ
る
。
歪
柑
慨
に
つ
き
る
こ
と
で
あ
る

所
へ
向
う
の
だ
が
、
運
慈
く
港
町
の
明
る
い
キ
ャ
フ

ェ

の

だ
が
淳
介
は
そ
れ
を
潔
し

途
中
で
酬
明
白
押
憾
の
中
に
雲
古
テ
ラ
ス
の
パ
ラ
ソ
ル
の
織
に
と
し
て
い
た
。

を
し
て
し
ま
っ
て
、
子
供
に
作
ん
で
い
る
伯
母
が
ち
ら
と
試
験
の
最
中
、
女
の
子
に

対
す
る
父
殺
の
権
威
を
い
た
自
に
つ
に
い
つ
も
渚
物
姿
電
話
を
し
て
江
ノ
島
へ
行
こ

く
傷
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
人
が
き
ま
っ
て
い
る
伯
母
で
あ
う
と
か
日
光
へ
行
こ
う
と
か

で

も

あ

っ

た

。

る

。

と
誘
う
。
試
験
が
終
っ
て
か

一
所
懸
命
す
る
こ
と
が
自

淳
介
は
内
心
得
意
に
な
る
。
ら
に
し
て
と
返
事
が
あ
れ
ば

か
ら
絵
に
も
な
り
笑
い
を
誘
ぽ
〈
の
後
を
絡

一
杯
走
っ
て
も
う
そ
の
女
の
子
は
誘
わ
な

λ
X
 

二
年
近
く
何
ロ
も
連
絡
を
し

な
か
っ
た
女
の
子
で
あ
っ
た
。

短
大
に
行
っ
て
た
田
山
子
が

卒
業
前
に
綿
々
と
長
い
手
紙

を
く
れ
て
、

二
月
に
二
週
間

ぐ
ら
い
晶
子
と
よ
く
映
画
や

音
楽
会
に
行
っ
た
。
卒
業
後

口問
子
は
国
会
へ
帰
っ

て
し
ま

っ
た
。一

信
濃
町
の
青
年
会
館
へ
音

楽
会
に
行
っ
た
日
に
は
、
珍

し
く
大
雪
だ
っ
た
。
代
々
木

に
統
〈
道
の
並
木
の
納
は
綿

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
厚

い
営
で
覆
わ
れ
て
い
た
。

音
楽
会
が
終
っ
て
そ
の
線

ま
で
雷
が
く
る
巡
を
二
人
は

急
い
で
い
た
の
だ
が
、
臨時も

人
影
が
い
な
い
処
へ
来
る
と

晶
子
は
っ
と
立
ち
ど
ま
り
淳

介
の
方
へ
向
い
て
き
た
。
が
、

浮
介
は
何
も
し
な
か
っ
た
と

い
う
よ
り
何
も
出
来
な
か
っ

た
。
浮
介
は
米
経
験
者
で
あ

つれ~。何
も
し
な
い

ご
腕
が
経
過

し
た
後
晶
子
の
歩
き
方
は
急

に
邪
憶
に
な
っ
た
よ
う
だ
つ

た。
浮
介
は
晶
子
か
ら
の
つ
よ

い
奴
み
を
感
じ
て
何
と
も
情

な
か
っ
た
。
何
も
一
台
一一
回
わ
な
か

っ
た
。そ

の
晶
子
と
走
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

木
を
組
ん
で
つ
く
っ
て
あ

る
後
械
を
走
る
。

危
な
い
か
な
と
お
も
っ
た

降
、
後
で
ひ
ど
い
氷
点
目
が
し

い
る
人
を
見
て
下
さ
い
と
い
い
。
そ
れ
に
脚
聞
け
て
し
ま
っ
た
。
晶
子
が
海
へ
孫
ち
た
。

う
心
境
で
あ
る
。
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
日
官
官
い
繁
が
水
に
緩
ら
い
で
い

-
が
介
は

一
向
に
速
度
を
務
に
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
さ
え
る
。

さ
な
い
。
自
分
で
も
辛
い
の
し
た
ら
浮
介
は
そ
の
女
の
子
品
子
を
飽
き
か
か
え
て
、

だ
が
迷
皮
を
務
す
訳
に
は
ゅ
の
た
め
な
ら
ば
、
た
と
え
火
ひ
と
ま
ず
あ
の
明
る
い
キ
ヤ

か
な
い
。
こ
れ
は
自
分
の
泊
の
中
水
の
中
に
で
も
の
つ
も

-フ
ェ
テ
ラ
ス
へ
行
こ
う
と
、

券
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ぐ
ら
つ
く
校
総
を
帥
怖
か
な
足

淳
介
は
復
せ
我
伎
を
桜
つ
晶
子
は
淳
介
が
東
京
へ
山
山
ど
り
で
踏
み
し
め
て
い
る
時

て
い
る
。

て
か
ら
最
初
に
手
紙
を
出
し
に
、
あ
の
微
妙
で
あ
り
か
っ

今
、
淳
介
の
後
に
従
い
て
た
女
の
子
で
あ
っ
た
。
一

度
美
妙
な
触
感
が
海
の
透
明
な

走
っ
て
来
て
き
へ
く
れ
た
ら
、
友
だ
ち
と

一
緒
に
日
間
子
に
会
水
滴
が
晶
子
の
艇
か
弘

W
V

淳
介
は
晶
子
が
ど
ん
な
こ
と
っ
た
ら
、
そ
の
後
、
そ
の
友
だ
沼
ち
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
淳

を
言
っ
て
も
す
べ
て
そ
の
雪
国
ち
が
晶
子
と
「
ロ

l
?
の
休

介

の
背
筋
を
つ
っ
走
り
ぬ
け

に
従
う
つ
も
り
で
淳
介
は
定
日
』
に
行
っ
た
と
い
う
の
で
た
。

連載小説<11) 

iラ①

う
こ
と
に
も
な
る
良
い
人
で

あ
っ
た
。

欲
を
唄
っ
て
も
小
唄
風
に

口
ず
さ
む
と
い
う
よ
う
な
器

用
な
こ
と
は
し
な
い

人
で
あ

り
常
に
放
歌
高
吟
調
で
あ
っ

た
。
今
の
住
宅
事
情
の
中
で

は
公
害
に
も
な
り
か
ね
ま
い

歌
を
唱
う
人
で
あ
っ
た
。

夢
の
中
で
淳
介
は
長
閑
な

海
浜
を
ひ
た
す
ら
に
走
り
絞

け
て
い
る
。

後
方
か
ら
は
つ
は
っ
と
も

う

-
人
め
人
の
息
が
き
こ
え
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current Sega case. 
There are other similar ωses. In 

July last year， Namco Ltd. of Tokyo 
bwught before the Tokyo District 
Court a case against an operator， on 
the grounds出athe infringed upon the 
copyright of the video game“Pac・

man". This case rem剖nsunsettled 
For the last 4 years Taito Corporation 
of Tokyo， has been accusing some ten 
different manufacturers， and distri. 
buters who have copied the video 
g創ne“SpaceInvaders". By now， some 

of the defendants have gone bankrupt 
and disappeared (the case of course 
ceases to be effective when defendants 
disappear)， or have come to terms with 
Taito. At present， only one defendant 
is stiJJ having a suit brought against 
Taito. So far though， there have not 
been any judgements passed on these 
lawsuits 

In response to the current case， a new 
set of decision wil1 be made. Foreign 
readers might note that court proce. 
dures usuaJly take a very long time to 

reach an irrevokable judgement in this 
type of case. Actually， in many other 
copyright cases， up to ten odd years 
were required. And， unless a definite 
judgement is passed by the court， 
effective countermeasures cannot be 
taken against the pirating of copied 
video games. Inめissense， many are 
an氾 ouslyawaiting the result of the 

boards be discarded， damages be paid， 
and an apoloめIbe published in a news. 
paper. The 剖nount of damages 
claimed from Taito Shoji was about 30 
million yen， abou t 33 million yen 
from Daiwa， and about 25 miIlion 
yen from Tokyo Project. 

A∞ording to the court decision on 
the provisional disposition made in 
October last year， all the P.C. boards， 
and related equipment of the three 
defenda.nts have been provisionally 
seized by the district court execu tors. 
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Taito Holds 'Grand Qix Game Contest' 
1，831，504 Points Scores Champion 

Sega's current action is the primary 
case brought before the district court 
in the wake of the preliminary injunc. 
tion made against the three defendants 
-this includes the disposition of video 
game copyrights (for details， see the 
December 1， 1980， issue of Game 
Machine) 

美しい大草原理を首景|之、列車を重量うギャングを、屋銀lこ
祭つだり、走る列車を盾lごしなガら射ち倒すダイゴミlま、

プレイヤーを西部劇のヒーローlこ是正つだような気分iこさ

• • 

せてくれます。

・レバーを使ってシ工リフを、サボテン、

に当ら怠いように」二手に1築作しながら、

々に倒して行って下さい。

・ギャングを全部{到すとボーナスシーンとなり、罵ガ絞

り」こげだコインに命中させると、ボーナス得点ガ2倍

lこ広ります。

・シエリフガ全部殺られるか、ギャングガ列重の屋根に

3人乗ってしまうとゲームオ-J~ーと怠ります。

岩、列車主主ど

ギャングを次

“SKS Game Plaza" near his home. 
Dudng the 27 hours between 8:00 
p.m. of Feb. 14 and II :00 p.m. of the 
next day， he cleared 24 patterns， re. 
sulling in hi活創ηazingscore. As the 
championship prize， Kato was awarded 
Sharp's Mycom MZ80B (a smalJ micro. 
computer). The high 50 scorers were 
also awarded various prizes through 
the respective 10ωtions that executed 
the contest. 
“Q以"is a video game developed by 

Taito America Corporation -Taito's 
subsidiary in出eU.S. Taito's first 
such nationwide event， the“Q以 Game
Contest" is aimed al increased opera. 
tion earnings. Due to the success of 
the one recent1y held， Taito intends to 
hold another such event in future. 

tensive 
operalor 
hundred 
operation. 

The “Qix Game Contest" was held 
at the 448 game parlors which are 
among the Taito・operatedlocations. 
The score of each player at each game 
parlor was comput.ed and totaled at 

the Taito headquarters， and the results 
were announced recently. According 
to the announcement， the highest 
score per game was 1，831，504 points， 
achieved， as mentioned， by Masaaki 
Kato， a medica1 student of Tsukuba 
University. Before participating he 
studied a way to make high scores 
with 4 or 5 of his friends. Then， on 
February 14， the fUlal day of the con. 
test， he scored his winning total at the 

distributor; it also is a large 
having an estimated several 
locations directly under its 

Taito Corporation of Tokyo held a 
“Grand Qix Game Contest" on 
January 15 through February 15， at 
448 nationwide Taito locations. With 
about 9，800 players participating in 
total during the event period， Masa. 
aki Kato， 24 years old， emerged as 
champion， scoring 1，831，504 points 
after his play extending over 27 hours. 
The current contest was the first such 
event held nationwide by Taito for a 
single g制 e

With a wor1dwide reputation， T創to
is a leading manufacturer of video and 
other arcade games， and also an ex. 

On March 3工， J 982， Seg伊apresented 
the 1awsuit ag叙ai飢n託 Ta創itωoSho句IjiCo.， 
Ltωd. of Yamanashi before the Kofu 
District Court， and on March 9， Sega 
did the same against Daiwa Co.， Ltd 
of Tokyo and Tokyo Project Co.， Ltd 
of Tokyo， respectively， on the ground 
that these defendants had sold the 
copied P.C. boards of Sega's video 
game“Frogger"， and a1so that their 
act of copying infringes upon Sega's 
copyrigllt and is in violation of the 
unfair competition law. ln these cases， 
Sega cJainled白紙 sales，and related 
activities of copied P.C. boards be pro. 
hibited， the existing copied P.C. 

Oh拍keBldg. No. 26.30. 2-chome. 
Miyasaka， Set3gaya.ku， TOkyo 
Tel: (03) 425.0844 
Telex: 2427003 LETRON J 
Cable: LEITRON TOKYO 
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m句or manufacturers in main 
overseas markets. The company also 
announced that an application for the 
copyright for “The Bounty" game in 
the U .S. has been fiJed 

Bonanza Enterprises， Ltd. of 
Y okohama anounced that a new head 
office building has been comp1eted， 
and has decided to move into it as of 
April8 

In March last year， the old head 
office building was burnt down， and 
the Bonanza people have been working 
in a temporary office. ln the mean. 
time， they have endeavored to con. 
struct the new building with due 
consideration given 10 fire.proofness. 
The new head office building is locat. 
ed at the following address: 

New Bonanza Building， 343， 
3・chome，Shin.Yamashita， Naka・ku，
Yokohama 
Phone: (045) 623・5711
Facsimile Phone: (045) 623.6330 
Telex numbers: 47901 WIKIWIKl J 

and 3823764 KACLEX J 
The mailing address remains the same 
as: Port P.O. Box 111， Yokoh創na

Bonanza Moved To 

New Head Qffice 

Sigma Announces Licence 
Pact For "The Bounty" 

Sigma Enterprises， Inc. of Tokyo 
has announced that it has obtained the 
sole and exclusive right of new video 
“The Bounty" new1y developed by 
Orca Corporation of Tokyo for ovel-
seas markets outside of Japan. 

Under the agreement between Orca 
Corporation and Sigma Enterprises， 
Inc.， Sigma wil1 handle aU marketing 
and distribution of the game for aJ1 
markets except Japan. Sigma is a1so 
looking to make licence agreemen ts 
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.テーブル型とアップライトタイ プがあ ります。

"The Bounty" 

Editor: Masumi A kagi 

Publisher: Amusement Press， lnc. 
9-16， Karniyamacho， Kita-ku， 

O姐ka，530 Japan 。1982Amusement Pre哨 JInc 

Sega Enterprises， Ltd. of Tokyo is 
proceeding with legaJ action against 
unauthor四 d同productions(i.e. cop-
ied products) of Sega's video game 
“Frogger" _ In the wake of the prelimi-
nary injunction made in October last 
year， Sega recently brought a lawsuit 
against three defendants before a dist-
rict court to prohibit infringements 
upon video game copyrights and to 
claim damages from them. 
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宇宙線険家ガ、レーザ一光織を使って鎗中を宿り進み、

洞窟内の宝石毛E持ち帰るまでの冨険旅行で、阪宇宙人の

.撃や、落下する岩石、地獄の釜など、次々と直面する

重量闘を突破するスリルlま、プレイヤーを楽しませてくれ

ます。

・洞窟内の宝石lel:遜量産所カ覗演される迄!こ包船に持ち帰

って下さい。

・ug申の岩石に左右、」こ方向からぶつかると、それ以」二

進めなく~り、 下方向よりぶつかると速やか|こ立ち去

らないと岩石|こ押しつぶされるので要注意。

.il寂宇宙人|ま左右の方向のみ発射ボタンでやっつけるこ

とガ出来ます。

.テーブルタイプがあ ります。

rサ・ビットE

戸ミューズメント・マシンの製造・鏑出入・販売・賃貸/屋内外レジTチー施設の企画・設計・施工・運営サービス
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